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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一話　場違いな遺物と、メレネーの逆襲






　二度目の調査航海で新大陸に到達、上陸したジャン＝アラン・ギャバン提督率いる探検隊を待ち受けていたのは、淡水湖に潜む住血吸虫への感染と、大陸とは異なる呪術体系を操る現地住民の怒りだった。

　そして、探検隊は現地住民から呪術による襲撃を受けて敗北を喫し、クララは攫さらわれた。

　大陸間無線通信で異変を察知したファルマは、聖帝、エレン、パッレらとともに新大陸へと救出に乗り出し、メレネー率いる現地住民と交戦の末に探検隊を解放、捕らわれていたクララと彼女を尾行していたノアの救出に成功した。

　聖帝エリザベス一世らのもとに帰還したファルマは、事の次第を聖帝に報告した。

　祖霊を滅ぼされたメレネーが帝国に怨恨を募らせているという情報は聖帝を当惑させたが、薬神紋の片方をメレネーに奪われたという報告は敢あえて伏せた。

「瞬く間に行方不明の二人を救うとは、さすがはファルマだ。双方に大事ないか」

　聖帝はファルマをねぎらいつつ、ノアとクララに視線をむける。

「は、もったいなきお言葉にございます」

「は、聖下。ご心配には及びません」

　ノアはすまし顔で答え、クララもノアに倣ならった。

　クララは聖帝に拝はい謁えつし、感動し高揚しているようだ。国母として臣民に慕われる世界最強の神術使いの彼女が、国をかえりみず直々に救助に出向いたのだから、無理もないなとファルマも思う。

　聖帝は彼らの無事を確認し、ほっとしたようにファルマに向き直る。

「それは何より。こちらは尋問で収穫があったぞ」

「まさか、聖下の厳しいお取り調べで？」

　ノアが顔に恐怖を張り付けたような表情で口をはさむ。

「なに、雑談をしたまでだ」

　聖帝が軽妙な語り口で打ち明けた〝雑談〟の情報量は、ファルマが耳を疑うほどだった。

「つまり、彼らは古来より銃の使用方法を知っていたそうだ。帝国の探検隊の模倣などではない」

「銃と同じような原理の武器を持っていたのでしょうか」

　そう考えるにしても、ファルマは新大陸にオーパーツが出現した合理的な理由に思い至ることができない。

「もしくはその昔、現地住民の中に銃を持っていた、あるいは拾った者がいたのでしょうか」

　そう述べたジャン提督の推論と同様、ファルマも大陸から伝来したという可能性を疑う。

（大陸の人間が遭難して新大陸に漂着したのかな？　地球でだって、コロンブスがアメリカに着く何百年も前にノース人がアメリカ大陸に来ていたはず。大だい黒こく屋や光こう太だ夫ゆうも、日本からはるか離れたロシアに漂着していたし。銃火器を積んだ難破船がこの大陸に漂着していたのかな）

　ファルマの想像はそんなところだ。聖帝はなにか言いたげにファルマの反応を楽しんでいる。

「ほれ、これが銃の説明書のようだ」

　図解入りの羊皮紙がその証拠だといって、聖帝は丸められたそれをファルマに手渡す。

「ありがとうございます。こんなものまで入手されていたのですね」

「大した成果であろう」

　手に取った羊皮紙の劣化具合からして、数十年から百年は経過していそうだと感じる。

「羊皮紙のほうは複写であろう。原本は先刻消えたと申しておる」

　ファルマはその情報を聞いて猛省せざるをえない。

（あっ、もしかして紙が消えたのって……!?）

　セルロースをベースとする紙に記載された図を、ファルマが物質消去で消してしまったのだろう。

「やはり、そなたのせいか。そうではないかと疑っていた」

「すみません……軽率でございました」

　仕方がないので、ファルマは羊皮紙に複写されたものを閲覧する。

　しばし夢中で読み進めて、自分の解した言語の場違いさに唖あ然ぜんとしてしまう。

（え……英語!?）

　懐かしい言語が目に飛び込んできたので、思わず大声を上げそうになった。

「INSTRUCTION MANUAL FOR XX, Owner manual.User safety warning and responsibility.

　Do not attempt to load any firearm until you read」

　音読していると、耳慣れない言語を聞いたエレンが眼鏡を上げ下げしている。

「ん？　んん？　今なんて言ったの？　なんで読めるの？」

　ファルマにとって複写の記述内容は一目瞭然で、それは英語で記載されたハンドガンの取扱説明書だった。

　複写ではあるが、ファルマは地球のものと確信する。型番やリリースした日まで書いてあり、しかも年号はサン・フルーヴ暦ではなくて地球の西暦だ。

（これはなんだ？　英語を話していた人物がこの世界にいた!?　しかも年代が新しいぞ）

　この資料の出どころと、周辺にある資料なども含め全て調べ尽くしたい思いにかられる。

　地球世界の痕跡にふれ、ファルマは興奮に胸が高鳴る。

「この言語が読めるのか。そして、日常的に使ったことがある、そんな雰囲気だな」

　エリザベスが横から顔を出して、興味深そうにファルマが釘くぎ付づけになっているのを眺めている。

「いったい何が書いてあるか分かるのか、ファルマ！」

　パッレもつられて興奮気味だ。

「おそらく別世界で使われていた銃の取扱説明書です。銃は帝国海軍の使用しているものより技術的に進んでいます。ええと……、そういったものを大神殿の禁書で見ました」

　ファルマは詳細を詰められると都合が悪くなってしまうので、情報元は適当にごまかした。

「材料の不足で現地住民は模造品が造れず諦めて、取り扱いの知識だけが残ったのではないでしょうか」

　銃という遺物は朽ちて失われても、取扱説明書という知識が残っていた。

　そのおかげで、その基本的な取り扱い知識までは失われていなかったということだろう。

　ファルマは念のため、周囲の誰にも見えていないスマホのカメラでいくつか写真を撮っておく。

（でも、どうしてこんなものが……）

　鎹かすがいの歯車の中で出会った農神の少女の話を突とつ合ごうしてゆくと、ファルマは一つの推測にたどり着く。

（この場所に、地球の英語圏から来た人間が生きていた！）

　異邦人は墓守によって見み出いだされ、現地住民に受け入れられ、部族間対立などに対抗するため、あるいは野生動物と戦うため、銃器の使い方を教えたに違いない。

　守護神の伝承のないこの地で、彼または彼女がどのように生きたのか。

　海を越えはるばる神聖国に渡り、鎹の歯車にすり潰つぶされたか。それとも、この地で永眠したか。

　ファルマの脳裏には数多くの疑問や推測が生まれてくる。

「それより、聖下はどうやって彼らの言葉を理解してこの情報を得たのですか？」

「ん？　尋問のために一人だけ解放してやったら、その者が悪霊を介し、帝国の言語で話しかけてきたぞ」

　先ほどメレネーがやっていたように、彼らの中にも霊を通じて話せる者がいたのだ。

「まあそれで、お互いに争う必要もなし、落ち着こうということで、一時休戦となった」

　説明を聞いたファルマは、肩透かしを食った気分だ。脳筋の印象とは裏腹に、聖帝は持ち前のカリスマ性とコミュニケーション能力を新大陸でも遺憾なく発揮していた。

「その者が悪霊を出した時点で反撃しなかったとは、恐れ入ります」

　執しつ拗ように悪霊を出そうとするメレネーの行動を、丁寧に潰してしまったのは過剰防御だったかと反省する。

　ファルマの対人での実戦経験は、聖帝の足元にも及ばない。それは彼女の、付け焼き刃ではない鍛錬の賜たま物ものなのだろうと恐れ入る。

「相手をよく観察しておれば、言葉は通じずとも意図は分かる。敵意や殺意の有無を看破するのは、読心術の基本中の基本だぞ。様子を見る、ということを覚えよ」

「お見それいたしました」

「彼らとはもう、敵対関係にない」

　現地住民たちはファルマが拵こしらえた格子から解放されてはいないが、水や果実などの差し入れは行われていた。

「ご調整をありがとうございます。私は洞穴にいる一団とは話が決裂してしまったので」

　無人島に軟禁されている現地住民を警戒しなくてよくなったのは助かった。

「そなたは交渉事がへたくそだのう」

　聖帝は、ややからかうように額を押さえた。

「返す言葉もございません」

「では、余がメレネーなる者と交渉をすればよいな。なに、丸くおさめてみせよう」

　彼女の手並みであの殺気立ったメレネーが丸め込まれるのか、聖帝の威厳がメレネーに通用するのか、ファルマにも未知だ。

「確かに最善手はメレネーと和解をしてから帝国に戻ることですが、話を聞いてもらえる保証がありません。作戦の立て直しもかねて、一時帝都に帰りませんか。聖下も今日中にお戻りにならなければ大変なことに……」

　彼女には定例公務があったはずで、ファルマは時計を気にした。時差も気にしなければならない。面倒事になるより、探検隊を無事に帝都に戻してから、後日ファルマが話をつけにくればいい。

「大規模演習の慰労名目で、公務は別日にずらしておいた。一日ぐらい延泊可能だ」

「そんなに長い間休むと言って、不審に思われないものですか」

　そうはいっても物音一つしないのは不審がられて、一度ぐらいは安否を確認されるのでは、とファルマは懸念する。

「いいや、まったく！」

「それはどういうことです？」

「以前に神力を使い果たすほどの戦闘になった際、翌日から二日ぐらいは寝ていたのだ。それを知る者たちは、下手に起こしには来ぬだろう。なにしろ、周りの者は余の神力消耗後の寝起きが悪いのは知っておろうからのう」

　以前、無理に起こしに来た従者を、寝ぼけて、全く悪気もなく燃やしたことがあるという。彼らは水の神術使いだったので、自己消火して事なきを得たそうだが。

（聖下の側近も大変なお仕事だ……水属性なのは必須だな）

　準備もなく帝都を抜け出したわけではないと知り、ファルマは首がつながった思いだ。

　ついてくるといったのは聖帝本人だが、新大陸にまで連れ出した張本人はファルマである。聖帝を無事に公務に戻すまでがファルマの仕事だ。

「では、もうここに用はありませんし、彼らを解放してあと半日以内にこの島を発たちましょう。そうでないと帝都に着きません。私は皆さんが帰る準備をしますね」

　メレネーのことは次回にして、帝都に向けて帰り支度をしなければならない。

　ファルマは聖帝らを乗せてきたキャリッジの改装にとりかかるべく、キャリッジの中からバッグ状の大型資材を取り出す。

「これは今使うもの？　広げるなら手伝いましょうか」

　エレンが興味深そうに尋ねる。

「ありがとう。これは球皮というもので、これを風船のようにして、下から暖めた空気で浮力を得て空を飛ぶ。熱気球っていうんだ。そっち持っててくれる？」

「待って……飛ぶの？　帝国まで？　この風船で？」

　エレンが一語ずつ、これから起こることを確認する。

「熱気球ね」

「名前は何でもいいわ」

「ちゃんと有人飛行できる乗り物だよ。それに帝国から飛んできただろ？」

　それとこれとは安心度合いが違う、と言いたそうなエレンをなだめて、ファルマはエレンやパッレに手伝ってもらいながら地道に気球を組み立てる作業を行う。

　誤って球皮を破ったりでもすれば、換えがない。船もないので、ファルマが人力でこの無人島と帝都を何十往復もタクシーがわりをしなければならなくなる。

「テスト飛行はしたことがあるよ。この三分の一スケールで」

　ファルマは心もとない情報をごにょごにょと後出しした。ついでに後出しすると、まだ試作機の段階だったのだ。模型では飛ばしたが、現物で飛ばしたことはない。

「実際のサイズでやってねーのかよ！　荷重も強度も全然違うだろうが！」

　パッレのツッコミがむなしい。

「まあ、航空力学は専門外だけど、一応補正する計算はしているから。基本的には、飛んでいる風船状態の気球を俺が押すか風で吹き流す。前に言ったとおり、俺自身が直接運べるのは四人が限界だ。全員を運ぶための力は、この気球と浮力で補う」

　現実世界でも、大陸間を渡る方法は船か飛行機しかないのだ。落下したときには緩衝材を海面か地面に敷き詰めることもできるので、それを保険としようか。

　ファルマは熱気球の準備を進めながら、そんなことを考えた。





　◆






　マイラカ族の長おさ、メレネーは拠点としている洞穴の床に倒れ伏していた。

「逃がした……あの三人！　不覚をとってしまった」

　意識を取り戻した彼女は、悔しそうに拳を地面に叩たたきつける。

　メレネーの周囲に、彼女の家族が集まってきた。

「メレネー、大丈夫か？　うわっ、すごい血だぞ」

　メレネーの兄アイパが、額から血を流している彼女を気遣う。

「傷は浅いから問題ない。無の根ルタレカも手に入ったことだし、よしとする」

　メレネーは『無の根ルタレカ』と彼女らが呼んでいる腕の赤い輝きを愛いとおしそうに撫なでる。赤く毒々しい輝きを宿したそれは、彼女の腕で生きた蛇のような禍まが々まがしい存在感を放っていた。

「私にもよく見せてくれ。これが、古き者の宿していた秘ひ蹟せきか」

「ああ。やっと戻ってきた、あの少年が奪っていたのだ」

　メレネーは額の傷を押さえながら、その場にへたりこんで立ち上がろうとしない。

「動けないのか？」

「立ちたいのだが立てない。どうやら呪力切れだ、すまないが運んでくれ」

「分かった。では、おまえの部屋へ運ぼう」

　メレネーはアイパの背に担がれて、自室へと戻される。

　次々と部屋を訪れる集落の者たちにねぎらわれながら、メレネーは掛け布を頭まですっぽりとかぶり、震えていた。命のやりとりを終えて緊張が解け、彼女は今さらのように怖くなったのだ。

（あの金髪の子供は、何者……？　もう一回やってきたら、かなわないかもしれない。人間ではなかった。体が光っていた、眩まぶしすぎて、闇やみ夜よを照らす太陽のような。私を殺すこともできたのに、そうしなかった。手加減されていたのだろう。無理だ。この世のものではない。別の世界から来た、私の知らない光の存在だ。光は怖いものだ。霊たちを脅おびやかす）

　感情を殺していたメレネーの中に、怒ど涛とうのように恐怖が押し寄せ渦巻いている。

「メレネー。よくぞ長のつとめを果たした。私は誇りに思うぞ」

　先代の長にしてメレネーの母、レーネラが娘の奮闘をたたえにやってきた。

「母上。やつらを皆殺しにするはずでしたのに、取り逃がしてしまいました。どうしましょう。隷属させていた女も取り逃がして……」

「深追いはしなくていい」

　レーネラはメレネーの手を握って慰める。

「……しかし、仲間を連れてまたやってくるかもしれません」

「相手は逃げたのだ。追っていかなくていい。特に金髪の透明な子供は危険だ」

「はい、私も命の危機を覚えました。辛くも無の根ルタレカを取り戻すことができましたが、あれは何者だったのでしょう」

　彼は霊体に近い。その身に無の根ルタレカを二つも宿していた。

　レーネラは祖霊を呼び出し、同じ質問をする。

「祖霊パラル。あの子供について何か知っているか」

　パラルと呼ばれた霊は、煙を纏まとった老人の姿で現れた。

『はるか遠き場所に、似たような超常の存在が次々と現れては消えた時期があったという話を聞いたことがある。我々祖霊の殆ほとんどを消し去るほどのすさまじい力は、霊の王だろう』

「我らが偉大な呪術王たる、ハリースとは違う存在なのか？」

　パラルが『霊の王』とまで言って強く警告をするので、レーネラが驚いたように尋ねる。

　ハリースとは、マイラカ族の伝説にある最強の呪術師だ。『無の根ルタレカ』を手なずけ、その扱い方を一族に伝え、無限の呪力をもってマイラカ族を率いていたといわれている。

『おそらく、ハリースに匹敵するか、それを上回る。霊体の性質としては、ハリースと正反対のものであろう。あれは物質界を超越している。手を出さぬが身のためだ。彼はその存在だけで霊を壊滅させる』

　レーネラとメレネーは悔しそうに沈黙した。

「そういえば……彼は話し合いをしたいと言っていたのだが……」

　表情だけを思い出すに、少年からはそれほどの敵意はうかがえなかった。

　彼は行動はともかく口調は穏やかで、一見悪い人間には見えなかった。メレネーを傷つけなかったし、攻撃ひとつの選択にしても〝気を使われていた〟のを実感する。

『話し合いなど無理だ。霊を滅ぼそうとしているのだぞ』

　祖霊パラルは、メレネーの違和感を真に受けていない。

「そうだった」

　メレネーは唇を引き結び、溢あふれんばかりの憎しみの感情を取り戻す。

　メレネーの大好きだった祖父も祖母も、呪術で呼び出せばいつでも会えたのに。身近だった霊たちも、あの少年の出現を境に消えた。それはいわば、家族を滅ぼされたに等しい。

「もし次にまみえたら、私の命に代えても一矢報いる」

　レーネラはなにか言おうとする祖霊パラルを地に還かえし、改めてメレネーに忠告した。

「今はしっかり休むこと。呪力の回復にもとりかかること」

　呪力なくしては何もできない、そう自覚したメレネーは力なく頷うなずく。

「メレネー！　入るぞ」

　部屋のドアを、外から激しく叩く音がする。メレネーは扉越しに返事をする。

「どうした」

「異人の捕虜を無人島へ移送した者らが、日が暮れても戻ってこない。夕刻までには戻っている予定だったのに」

　メレネーは、静かに寝床から起き上がる。その表情は、マイラカ族の長の顔に切り替わった。

「絵鳥を偵察に送ったが、どこかで全て撃墜された。やつらの仕業に違いない。どうやら、ピチカカ湖の呪いを受けてもやつらは動ける状態にあるようだ」

「侵略者と我らがマイラカ族、攻守が逆転した可能性はあるか？」

「おそらくそうだろう。あの金髪の少年が一人で突っ込んでくる前に、無人島で捕虜となっていた仲間の救出を試みたはずだ。それが終わったので、残りの仲間の奪還に来たのだろう」

　メレネーの体にはまだ呪力が戻っていないが、一刻も猶予はなくなった。

「呪術隊を招集。すぐに家族の奪還を行う。無人島の方角で距離を特定しろ。絵鳥に乗って夜闇に紛れ、私が空から奇襲をかける」

「分かった。すぐに用意させる」

　アイパが、メレネーの杖つえと槍やりを持ってきた。

「私は仲間を見捨てない。私たちはみんなで一つだから」

　死するときは、全員で果てるまで。

　それが一族の教えだ。

「たとえ今日が最後の日となっても」

　メレネーもその教えに従う。





　◆






　ファルマは気球を別の無人島に移し、即座に飛び立てる状態にして島の裏側に隠しておいた。

　急な襲撃に巻き込まれでもしたら、球皮が破れて飛べなくなってしまう。

「夜明けには、ここを発とう」

　熱気球の性質上、気球内部の温度と気温の差が大きい時間帯が望ましく、飛行は夜明けか日暮れに行われる。日中は上昇気流が発生し強風も吹きつけるので、望ましくない。

「上昇気流があると望ましくない？　気球を上昇させてくれるんじゃないのか」

　パッレが、直感に反するのか、飲食しながらざっくばらんに質問をしてくる。

「上昇気流の中の風の流れは複雑で、上昇するばかりではなく、下降する流れもある。気球には操そう舵だ性がないから、かえって危険なんだ」

　地球でも、強い上昇気流の発生時は気球競技も中止されるぐらいだ。

「なるほど……」

　ファルマは帰還の準備を整えつつ、現地住民らがいる無人島の対岸に面した海岸線に大きな砦とりでを構え、メレネーの襲来にも備える。メレネーと遭遇してほぼ一日がたつが、彼女が襲ってこなければ、現地住民を解放して平和に帝都に戻る。彼らが乗ってきた小舟は無傷だったので、それに乗って新大陸に戻ってもらえばよいだろう。

「ファルマ、メレネーはどんな技を使ってくるんだ？」

　パッレが干し肉をかじりながら、直接戦闘をした経験のあるファルマに情報提供を求める。

「メレネーの通常攻撃は大したことないし、動きも遅い。一番厄介なのは、ルタレカと呼ばれるものだ。負属性の最悪の神技と思っていい」

　パッレの鈍い反応を見るに、ファルマの意図は伝わっていないようだ。

「想像がつかねー。負属性の神技を使ってくんのか？」

「メレネーの視界に入った任意の対象に対し、その中の水を消すことができる」

「それ、水の負属性の能力じゃねえぞ！」

　先ほどメレネーのそれを見たノアは驚いている。

「俺たち水の正属性と、正反対の能力だな」

　パッレはエレンに目配せをする。

「そうね……。例えば、私たちがメレネーが消した分と同じだけ水を出したら、その効果は相殺できるものかしら。もしそうなら、ここには水の神術使いが何人もいるから……」

「……あれは、そういうものじゃないよ」

　以前、物質消去を使えたファルマだけが、メレネーの攻撃の性質を理解していた。

「それで、メレネーはここに来ると思うのか？」

「メレネーは必ず来ます。となると、こちらの方向からに決まっています」

　パッレの問いかけに、クララが確信をもった口ぶりで答える。

　ファルマらがメレネーのもとに再突撃しないのは、メレネーが〝旅をしている〟状態を強制的に作り出すためだ。それは、クララの案だった。

「あっ！　今出発しました」

　クララは目を閉じ、感覚を研ぎ澄ませている。旅神と交信をしているのだろうか。

「なんだと!?」

　全員の動きが止まった。

　パッレが空を見上げながら警戒し、ファルマは大陸の方角から目を離さない。

「旅を始めたのは……二十五人です！」

「そんなことも分かるの！　それって旅神の加護？　すごいわね！」

　エレンはこんなときにも感心しきりだ。

「でも、いつもと違って情報量が多いです。どうしてでしょう……」

　味方の旅についてはそれなりにしか読めないが、敵の移動に関しては違うのかもしれないとクララは言う。エレンが水の神術陣を立ち上げ、ノアが向かい風を放つ。

「待ってください、速度が速すぎます」

　クララが一点を凝視して叫ぶ。

　彼女は第六感を研ぎ澄まし、ファルマたちには見えない情報を読み取っている。

「移動手段は船ではないのか。では〝防御神術陣を展開〟」

　聖帝は警戒態勢に入り、すらりと帝てい杖じょうを抜いて防御神術陣を立ち上げる。

「……船ではありません！　あのときと同じ……夜闇に紛れて、空から襲ってきます！」

　海上にはさらに強い風が吹きつけ始めた。

「来ました！」

　夜空から彗すい星せいのように現れたのは、十を超える絵を具現化した怪鳥だった。

　彼らは怪鳥に二人ずつ乗ってこちらへ急降下してくると、無数の絵の怪異を具現化した礫つぶての攻撃を繰り出してくる。

　それらが流星のように局所的に降り注ぎ、ファルマめがけて落ちてくるが、聖帝が展開していた強い上昇気流を伴う炎の神術陣が弾はじき返す。

「撃墜していいな。やるぞ」

　パッレが指先をむけ、絵鳥めがけて攻撃をしかけようとした、そのとき。

　神術陣の爆炎に紛れるように、メレネーが単身で怪鳥から飛び降りながらルタレカを放ってきた。海に穴があいたように海水が干上がり、海底の砂が乾いている。

（物質消去か！）

　かつてファルマがマーセイルで海に穴をあけてしまった、まさにあの状況を再現している。

　何発かルタレカを放ってきたメレネーは、ねらいを外した。

　その衝撃は、無人島で軟禁されていた現地住民らにまで到達し、瞬時に彼らは体液を奪われ干物のようになる。

　しかし、彼らは死ななかった。干物となった彼らは再び瞬時に水分を取り戻し、やがて人体へと再生し、復活を遂げる。戦闘の巻き添えにならないよう、ファルマが探検隊のみならず現地住民にも〝爾じ今こんの神薬〟を与えていたからだ。

　この神薬を得たものは、何が起こっても一日の間は死ぬことはない。

　クララは駆け出して最前線の波打ち際に躍り出て、杖を構えた。

「〝目的地への強制到着〟」

　クララの杖から水平線の向こうまで続く光の壁が生み出されると、メレネーたちの乗ってきた怪鳥が、弾かれるようにクララの光の壁に押し返される。

　絵鳥から飛び降りて急襲をかけようとしていたメレネーは、光の繭まゆによって空中に張り付けられ、彼女の意思に反してゆっくりと降下を始める。

　クララは大神技を繰り出しなお集中を維持しているのか、肩で息をしている。

　怪鳥とともに洋上に舞い降りたきり、その背で微動だにしなくなったメレネーと現地住民らに、クララが静かに語りかける。

「あなたがたは、そこから一歩も動けません。あなたがたの旅は終わりました」

　クララはしっかりと杖を掲げながら神力を込める。神技の光は煌こう々こうと杖を満たしていた。

（そうか……移動座標の固定。これが彼女の神術か）

　ファルマはようやく理解が追いついた。

「私の守護神たる旅神は、あらゆる人間の旅を開始させ、そして終わらせることができます」

「こんなことができるのか」

　聖帝は驚いて、クララとメレネーの顔を交互に見る。

「隠しておきたかったというのが正直なところです。神力量の消費が大きくて」

　その言葉を裏付けるようにクララの脚は震え、脂汗をかいている。

「神官様に聞いた話では、旅神を守護神に持つ古いにしえの神術使いは、敵の行軍を止め、数十万の敵軍を死に至らしめ人生という旅を終わらせることもできたそうですが……すみません、私にはこれが精いっぱいです。誰かを傷つけるつもりもありませんし」

「……旅神の加護ってすごくない？」

　エレンからも賛辞の声が漏れる。ファルマには、クララがここまで隠していた理由も理解できた。敵軍に侵攻させない能力など、時の権力者がほうっておくわけがない。

「クララよ、いつまで相手を無力化させていられる？」

「私の神力が尽きるまでです！」

　クララの声は震えている。既に限界が近いのだろう。

「よし」

　聖帝は腰まで浸つかりながら海へ入っていった。

　メレネーはクララの神術に捕らえられ強制着水し、光の壁の先で脱力しながらも、こちらを睨にらみつけてくる。そんなメレネーに聖帝は微ほほ笑えみをむけ、しっかりと視線を合わせると、彼女の視認できる距離で一枚の紙を掲げて見せた。

　その紙には【そなたらの仲間は全員無事で、安全な場所にいる。われらの目的は侵略ではない。争いをやめ、平和的な話し合いをしたい。分かったら両手を挙げてくれ】と、マイラカ族の言語で書かれている。

　彼らに読める言語を提示することは、三つの意味にも捉えられるとファルマは考えている。

　彼らと通じ合い和解した、もしくは脅迫して書かせた、洗脳されて書かされた。

　だが、二つ目の可能性は実際には低い。こちら側には読めない言語なので、暗号を仕込むことも可能だからだ。

　そこで現地住民の一人に話をつけて現地語で書いてもらい、それを別の住民に読んでもらって内容に齟そ齬ごがないことを確認した。

　現地語による手紙を見たメレネーがどう捉えるか、ファルマには予測がつかなかった。

　メレネーは無力化されながらも霊に伺いをたてていたので、五分ほどの沈黙があった。

　聖帝はじっとせかすことなく、慈母のようなまなざしで彼女の決断を見守る。

　メレネーが遂に両手を挙げて話し合いの場につくことを承諾したとき、クララの神力が限界を超えて尽きた。

　騒乱のあと、海潮音が砂地を撫でていた。






二話　大陸間首脳会談






　話し合いをすることに応じたメレネーらは全員、無人島へと上陸した。

　浜辺で彼らを迎えるのは聖帝、ファルマ、エレン、パッレ、ノア、クララら神術使いだ。

　現地住民らに威圧感を与えるのを避けるため、探検隊らの大部分は別の場所で待機している。落ち着いた話し合いの場が必要だ。

「こんなときになんだが、干し肉とドライフルーツを食べるかね」

　聖帝が場を和ませようとしてか、帝都より持ち込んだ非常食をすすめるが、メレネーは首を横に振って応じない。聖帝はそうか、と拗すねながらフルーツをほおばる。

「白々しいやりとりはやめようか。先に話をしよう」

　エリザベスとメレネーは互いに向かい合い、砂浜に直じかに座った。

　ファルマも聖帝の後ろに控えるようにして正座する。

　メレネーの後ろにも呪術師らが控えているが、距離を置いているので二者の会話は聞こえない。話し合いの場についたとはいえ、一触即発の空気だ。
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　場が整ったところで、聖帝は一座に近づいてきた現地住民を紹介した。

「ご存じ、呪術師のマガタ君だ。マガタ君に、こちらの通訳についてもらう」

　聖帝が捕虜の中から選んだ呪術師のマガタという青年は、マイラカ族のメレネーに黙礼し、その場に霊を呼び出す。聖帝の言葉を、マガタの使役する霊が同時通訳してメレネーに伝える。

　メレネーはマガタに非難のまなざしをむけたが、マガタはメレネーと視線を合わせなかった。

　メレネーと聖帝は通訳を介して言葉を交わし始めた。

『改めて挨拶を。私ははるか遠方のサン・フルーヴ帝国という国の長おさで、神術を管理し悪霊を祓はらう宗教的指導者でもあるエリザベスという者だ。私が派遣した船団がそなたらの生活圏に無断で踏み込んだこと、心よりお詫わびする』

　メレネーは、聖帝から謝罪の言葉が出たことに驚いているようだった。

　だが彼女はその瞳に猜さい疑ぎの光を保ちながら、まだ心を閉ざした態度で言葉を返す。

『心にもない謝罪などしてもらわなくてもよい。どうせピチカカ湖に入った者は全員死ぬのだ。それがお前たちの贖しょく罪ざいとなる。お前たちには死をもって贖あがなってもらう』

　メレネーは探検隊が全滅すると信じているが、聖帝は動揺もしない。

『そうか！　しかし私はピチカカ湖には入っていないぞ』

『だが、お前たちの大半が入ってしまったことを見届けた』

『確かに無防備に湖に踏み入り、ほぼ全員が死病を患った。だが、我々はこの病に対する薬を持っているので、全員死亡という結果にはならんよ。心配ありがとう』

『病ではなく呪いだが？』

『いいや、病だ。私の配下の有能な薬師どもがそう申している』

　聖帝はファルマを振り返ると、ファルマも同意して頷うなずく。

『仮に病だったとしても、侵略を始めて日が浅いお前たちには未知のはずだ。効く術があるというのか』

『治療を行うのは術ではなく、薬だ。霊的なものではない。この大陸を含め、世界には様々な人、家畜、風土の病があり、それを地道に集めて治療法を探り、時を超えて一歩ずつ知見を積み重ね、全疾患克服のための統御を目指している者たちがいる。医師や薬師、技師や研究者というものだ。彼らの集学的な見解が、これを病だと看破している』

　メレネーは反論せず押し黙った。彼女らは、ピチカカ湖の呪いは致死性のものだと信じているので、聖帝の言葉を信じていないのだろうなと、ファルマは横で聞いていて察する。

『では、のちほど存分にその薬とやらの効果を見せてもらうとしよう。さて、お前たちはいったい何が目的ではるばるここにやってきたのだ』

『単なる興味と調査だ』

『資源の略奪ではなくて、か？』

　メレネーは聖帝を挑発する。

『そうだ。わが帝国には広大な国土と潤沢な資源があり、貴金属の埋蔵量も申し分ない。わざわざ海を渡ってこの大陸に領土を拡大せずとも、国家は潤っておるし、これ以上欲するものとてない』

　メレネーは猜疑のまなざしで聖帝を睨にらみ据える。

『口では何とでも言えよう。ならば、何のためにこの大陸へ毒手を伸ばしたのだ？』

　メレネーは聖帝に容赦ない質問を繰り出す。

『探検隊をこの大陸へ派遣したのは、純粋な世界の在り方への興味であった。なにしろ、この大陸は無人の大陸だと考えられていたのだ。そこに大陸があるのならば地図を作らせ、その反対側はどうなっているのか知りたかった。そうして、世界の闇を掃はらうべきだと考えた』

『そんなことのために我らは祖霊を滅ぼされたのか！　我らにとって霊とは家族も同然なのだぞ！』

　メレネーの熱がこもった言葉から、訴えが真実である様子が伝わってくる。

　彼らの怒りは正当なものだ。ファルマはメレネーに提案を持ちかける。

『お詫びに、あなたがたが崇敬している祖霊を戻す方法を提案できます』

　ファルマは正座でにじって進み出て、ポケットに入れていた疫えき神しん樹じゅの種をメレネーに披露する。

『これは、周囲の霊を無限に呼び寄せる道具です。あなたがたの祖霊が戻ってきてくれるかは分かりませんが、やってみる価値はあると思います』

　この土地には悪霊はいないということなので、疫神樹の使い方も変わってくる。

　望んだ効果が得られなければ、ファルマがただちに疫神樹を滅ぼせばいいと説明する。

『そもそも、お前だ。お前は何者なのだ。皆目正体が掴つかめぬ。この世の者ではない。信用などできるものか。私はお前がこわい』

『この者は私に仕えるただの薬師だ』

　聖帝が割って入って、ファルマの身の上をそう説明する。確かに間違ってはいない。

『そんなわけがあるか！』

　ファルマは聖帝が話をつけているので、余計なことを言わず控えておいた。

『残念ながら事実だ。罵ののしり合いをしていても仕方がないので、互いの要望を出し合わないか。まずはそちらから』

　聖帝がメレネーに水をむけると、メレネーは話に乗るしかなかった。

『同胞の奪還と、お前ら全員の抹殺だ。お前らの故郷が遠い地にあるのならば、生きて帰すわけにはいかん。呪いの効果がなければ、縊くびり殺すまで』

『ちなみに同胞は無事で、先ほどから丁重にもてなしていると言ったら？』

『どこに匿かくまった』

『それは話がつけば教えるし、解放もする。なぜ我々の全滅を望む？　もといた場所に戻ると言っているのだぞ』

　エリザベスはつられて激げっ昂こうすることもなく、冷静な口調で尋ねる。

　メレネーはまだ感情をあらわにする青臭さがあるが、聖帝は感情を隠せる。

『生かして帰せば、より多くの侵略者がここに押し寄せることになるからだ』

『大陸の皇たる私がそうさせぬ、と言っても？』

『信用できるか！　今は分が悪いから本性を隠しているが、我らを根絶やしにしようと企たくらんでいるに違いない』

『長おさ。横から失礼いたします。ひとつ話しておかなければなりません。彼らの本心は知れませんが、害意はなかったという言葉を裏付ける出来事が先ほどありました』

　メレネーの言葉を訳していたマガタが突然通訳をやめ、メレネーに陳述する。

『どういうことだ。話せ』

　メレネーは同胞からの手痛い返しに、ショックを受けたような顔をしていた。

『私たちは、彼らにではなくあなたに一度殺されました。あなたは〝無の根ルタレカ〟を得たのかもしれませんが、その扱いに慣れず、私たちに誤爆したのです。私たちは全員一度死に、そして甦よみがえりました。私たちを守ってくれたのはあなたではなく、他でもないそこにいる少年です』

　マガタはファルマに指をむける。

『そんなはずはない……私がお前たちに手をかけるものか！』

　メレネーは目に涙を溢あふれさせながら、到底受け入れられないと耳をふさぐ。

『ええ、そうでしょう。ですから、きっと誤りなのです。この少年はあなたの失敗を見越して、あらかじめ私たちに甦りの薬を授けていたばかりか、防壁で守ってくれたのです。私たちを滅ぼすつもりなら、どうしてそんなことをする必要があるでしょう。何もせず私たちを見殺しにして、ただあなたの失態をなじれば有利に事を運べたはずです』

　マガタはメレネーにありのままを伝えた。メレネーは信じがたいといったようにうなだれ、ファルマに視線をむける。ファルマは彼女に何と言葉をかけてよいか分からない。

　彼女の能力が、仲間を殺しかけたのは事実だ。

　ファルマは迷いながらも、マガタの言葉を受けてフォローの言葉を紡ぐ。

『メレネーさん。そのルタレカですが、私はその能力を三年あまり使い込んできました。私は使用歴が長いので、水だけではなく知り得る全ての物質を消すことができます。そのうえで、分かったことがあります。その力は人を救いますが、少しの手違いでいとも簡単に殺すのです。それも、敵味方の区別なく』

　ファルマが、自身の神術が暴走しないように、平時からどれほど神経をすり減らしているか。

　物質創造の対象を間違えないか、分子構造のイメージを掛け違えないか、物質量を間違えないか、標的座標を間違えないか。たった一つのミスで、ありとあらゆる人が死ぬ。

　物質創造と物質消去は神にも等しき力であり、厳密な制御をしなくてはならない。

『ですから、私は攻撃目的でその能力を人にむけたことはありません。人の体液という水を奪うそれは、即死を付与する能力でもあるんです』

　ファルマは、物質消去という能力の殺傷性を何より恐れていたとメレネーに伝えた。

『ルタレカを手にしたあなたが私たちにその手をむけたとき、誤射によりあなたの仲間を殺してしまうことを危惧しました。その能力は、絶対的な制御を必要とするものです。ですから、私は人死にが出ないように備えていた。それだけです』

『どうしてそんなことを……』

『もしあなたが仲間を殺してしまったら、その絶望はいかほどかと思ったからです』

　メレネーはファルマの言葉を受けて、しばらく押し黙った。

『そうだったのか……。同胞を救ってくれて、感謝する』

　その言葉を、ファルマは複雑な思いで受け止めた。

『では、そちらの希望は何だ』

『何もない。わが帝国は単にこの大陸から手を引く』

　聖帝の答えに、メレネーはぎょっとしたように尋ね返す。

『そこになんの得がある。手ぶらで帰るつもりなのか。とうてい理解できない』

『何も得はないが、手ぶらで帰ることに失望はないよ。この大陸に人間がいて、文明を築いているという情報を得た。その情報を得ただけでも、大いなる収穫があった』

　聖帝はさっぱりと、あっけらかんとそう言った。

『ただ、そなたが我々の無条件撤退に納得のできる理由を探しているなら、我らはそなたらと友好関係を築き、貿易を行いたいとは思っている』

『断る。こちらに何も利益がない』

　メレネーは訝いぶかしそうな顔をして、聖帝の申し出を一蹴した。

（あ、これは貿易の意味が分かっていないな）

　メレネーの表情から察したファルマは、貿易について説明を始める。

　彼女らにとっても悪い話ではないはずだが、メレネーはふて腐れたような態度だ。

『こちらが欲するものなど何もない。そちらの言葉をそのまま返すなら、この大陸にだって宝石も金も、豊かな食糧もふんだんにある』

『では、医薬品はどうですか』

　ファルマの提案に、メレネーはうっと唸うなる。

　この貿易に利益があることがファルマの一言で理解でき、悩んでいるのだろう。

『ピチカカ湖の呪いに効く薬は？　病気を予防するための情報はどうですか？』

　その後も、彼らにとって喉から手が出るほど欲しいものをいくつか提示したおかげで、ほどなく貿易条約は締結された。聖帝が直談判をしたおかげで、即断即決の流れとなった。

　予想していなかった展開ながら、ファルマたちはメレネーたちを懐柔し和解に至った。完全にわだかまりが解けたとはいかないが、少なくとも敵対する理由はなくなった。
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　ファルマはメレネーらと大陸に戻ると、有言実行とばかりに疫神樹をすぐさま解放した。疫神樹は青々とした葉をつけると、神樹のように美しく生まれ変わった。

『あれ、以前に植えたときと違うな。普通に樹きになった。次々に悪霊を呼び込んですごく凶悪だったんだけど』

『祖霊の守るこの地に悪霊はいないと言っただろう』

　メレネーの表情から険が消えて、ほっとしたような顔になった。

『本当だね、よく分かるよ。名前も変えたほうがいいかな、これはここに置いておこう』

『では、〝偉大なる樹プリテカ〟と名付ける』

　ファルマとメレネーがブリテカを見上げながら寝そべっていると、消えたと思われていた祖霊たちがひとつ、またひとつとブリテカを目印に集まり始めた。木陰からも、次々にその姿を現し始めた。ファルマに消された霊たちは、はじめはファルマの周りに集まり抗議をしているようにも見えたが、メレネーになだめられて去っていった。

『あ、おばあさま』

『おばあさまだって？　ご先祖様の霊か』

『私の祖母だ。よかった……無事だったみたい』

　もとの数には戻らないが、メレネーは祖父母の霊にも会えたようで、急に毒気が抜けた。

　先祖を大切にする彼らの文化に、ファルマは元日本人として共感する。

『ファルマ、という名前だったな』

　メレネーが態度を軟化させ、自発的に話しかけてくる。

『うん、合ってる』

『名前の意味は？　私たちの名前には必ず意味がある。お前たちにもあるのだろう』

　あまり突っ込まれたくない話題だな、とファルマは声が小さくなる。そういえば、この名前の由来についてブリュノに詳しく聞いたことはなかった。

『医薬品とか、薬って意味じゃないかな』

『……お前的にはそれでいいのか』

『なんとも言えないな』

　名前は変えられないので、苦情はブリュノに言ってほしい。

『私の名はメレネー、朝の海という意味だ。母が名付けた』

『いい名前だと思う』

　ファルマは率直な感想を述べ、二人は霊を介してぎこちなく自己紹介などを続けている。

『私は無の根ルタレカを使うのが怖くなった。きっと、少し気を抜くたびに勝手に暴走して、あらゆる水を消してしまう。いとも簡単に人が殺せる。そのことを知らずに今日まで生きてきた』

『……そうだね』

　物質消去も物質創造も、必ずしも人体に益のある能力ではないのだということ。

　たった一つのミスで、全てを失うこと。

　いくら訓練を積んで術を使うことに慣れても、こればかりは覆せないのだ。

　小さな失敗の経験はファルマにもある。

『私には、この力を使う資格がないのかもしれない。お前はこのようなものを二つも持っていて、怖くなかったのか』

『怖かったよ。でも、最初は制御できなかったけど、師となる人からきちんと訓練を受けたから。それでなんとか、使えるかなというところまで習熟した』

　最初にエレンとの特訓がなければ、物質創造と物質消去、二つの能力を手にしてどうなっていたか分からない。ファルマの力に畏い怖ふしながらも、決死の覚悟で特訓に付き合ってくれたエレンの勇気と献身に、ファルマは今も感謝している。

　それから先はとにかく慎重に、集中力を研ぎ澄まして能力を運用している。ミスを避けようと思えば、極力使わないに限る。

『師か……私にはそのようなものはいない』

　ファルマは、彼女の思いを受け止めながら傾聴する。

『私にも師がいれば、もっとうまくやれただろうか』

『ルタレカの性能を引き出すには、君がまだ知らない知識が必要だと思うよ。それにいくら訓練しても、術を使うときの、人を殺あやめるかもしれないと感じる危惧は同じだよ』

『……そうなのだろうな。お前も、人を殺すのが怖いのか』

『もちろん、それが一番怖いよ。ところで、そんな思いまでしてそのルタレカの能力をいったい何に使うつもりだったの？』

　ファルマは彼女のしたかったことを聞き出すことで、和解の道を探る。

『ピチカカ湖の水を消せば、ピチカカ湖の呪いを解くことができるという伝承がある。でも、あれだけの水、私は呪力不足で消せそうにない。ピチカカ湖の呪いのせいで、我らは地下洞穴で暮らす定めとなったのだ。呪いが解ければ、地上で暮らせる日がくる』

『ええと、つまり……』

　ピチカカ湖は住血吸虫の感染地で、その湖の周辺もまた沼地だ。広範囲に中間宿主となる淡水貝が生息しているのだろう。それで彼女らは地下で生きる道を選んだのだろうか、それを呪いと信じて、何世代にもわたって……、とファルマは推測する。

（地下の暮らしは過酷だ。衛生面でも問題があるし、病気になった人たちも多くいるだろう）

『ファルマ、お前なら無の根ルタレカを使ってピチカカ湖の水を消せたか？』

『できたと思うよ』

　ファルマは平時の体調も加味して、控えめに答える。

『あの量の水をか!?』

　メレネーは驚きのあまりか、硬直した。

『上流の水源ごとと言われても問題なく。例えば──』

　ファルマは神力量を示すために、空中を覆いつくすほどの水の塊を空に浮かべた。水は空中を漂うばかりで、地上には降ってこない。これはかつてエレンに教わった神術の制御だ。

　その挙動はファルマの神力で制御されており、分厚い雲のように空を覆いつくす。

『この量と同じか、それ以上の水を消せる』

『信じられない……。上限はないのか』

『海を消せと言われたら困るけど、湖ぐらいならできるよ』

　メレネーはたったその一言で、ファルマの発言が偽りではないことを悟ったようだ。

『無の根ルタレカをお前に戻してやるから、ピチカカ湖を干上がらせるという取引をしないか』

『不平等取引に見えるけど、いいの？』

　薬神紋を奪還したあと、ファルマは逃げてしまうことだってできる。

　その可能性を見越しての提案なのだろうかと、ファルマはメレネーの態度の急変に戸惑う。

『直感だが、マガタの話も合わせて、お前がそういうことをしないやつだということが分かってきた』

『それはどうも』

　ルタレカを所持することを諦めたメレネーは、赤い雷のような紋様を膚はだから剥はがし、シールを貼るようにファルマの右上腕にくっつけた。

　ルタレカは赤い蛍光色から白みを帯び、やがて青く変じて薬神紋を展開してゆく。

『こんな簡単に！』

　メレネーのこの能力は、ファルマには決して真似のできないものだ。

　こうしてファルマの右腕に、物質消去に対応する二つめの薬神紋が戻ってきた。あたかも、最初から一対の模様であったかのように見える。

『ありがとう。では、これは俺が借りておくね。また、使いたいときは声をかけて』

『しばらくはいらないぞ』

　これらはどちらかが所有するのではなく、大陸を超えてシェアしようという話になった。そのほうがいい、とファルマは思う。

　ファルマも、薬神紋を二つも持ってこの世界にやってきたことを幾度となく疑問に思っていた。歴代の守護神たちが一つずつ宿していた聖紋なのに、自分だけ二つ。そのせいで、神力量も莫ばく大だいなものとなっている。でも、それは他の誰かが手にすべきものではなかったのか。

　もしかしたら、メレネーが手にするべき一つを奪っていたのかもしれない。

　そうであれば、自分が独占しているのはフェアではないと、そんな気がしてならなかったのだ。ファルマの腕に戻った青い薬神紋は網目のように広がり、ファルマの神脈の深くに根を下ろした。

（呪力の有無や神力の有無によって、聖紋が最適化されているのかな）

　物質消去の能力を取り戻したファルマは、メレネーがファルマに薬神紋を返還したことを後悔しないよう、促される前にすみやかに約束を果たすことにした。




　ファルマはメレネーと共にピチカカ湖に移動すると、彼女の見ている前で右手を湖にかざして湖水を消滅させ、その周囲の沼地も完全に干上がらせてみせた。

　メレネーは壮大な光景を目の当たりにして、感謝の言葉を述べた。

『ありがとう。まさか本当にやってしまうとは。これでなにもかも解決した』

『こちらこそ。君がこれを返してくれたからこそできたことだ。これで、約束は果たしたかな。このまま、中間宿主が滅びるまで数年干しておこう』

　彼ら一族を悩ませてきた積年の問題の解決は、ファルマにとっては朝飯前のことだった。

　ファルマはピチカカ湖の代わりに、中間宿主の貝がいないことを確認したうえで、彼らに新たな水源を供給した。

　メレネーたちは、ようやく地上に住居を構えることができるといって安あん堵どした様子だった。

　軟禁状態で収監されていた現地住民らも、全員が無傷で解放された。

　貿易については、帝国の船が大陸に交易品を持ってきて取引をしようという取り決めになり、融和の空気が醸成され始めたのをファルマは肌で感じた。
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「よし、帰るか。夜も明けたし、帝都に帰還するぞ！」

　聖帝は守護神殿の結界を解除すると、あっさりと帰投を指示した。

　エレンやパッレ、探検隊らは当然疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。

「これから全速で帰っても、聖下の公務に間に合うかな？」

　ファルマは大急ぎで気球の球皮とキャリッジを準備し、可燃物質を燃やしてバーナーとし、空気を入れ、暖めて膨張させる。

　探検隊はおっかなびっくりキャリッジに乗り込み、口を開けながら気球を見上げる。

「よかったのですか、聖下」

　ノアが、毛布を頭からかぶって就寝モードに入っていた聖帝に本心を伺う。

「帝国領土の拡大にはもってこいだったでしょうに。大陸そのものから手を引かずとも、別の無人の土地を見繕って押さえれば……」

　帝国貴族たるノアは、手に入れられるとばかり思っていた新天地が惜しくて仕方がないようだ。他国よりも先にこの大陸に入ったというアドバンテージを生かし帝国のものとして領土拡大を行えば、必ず国力を強められる。その機を、聖帝は捨ててしまったのだ。

「これでよい。大陸の現地住民が不安になるようなことはしとうない。余も人の親である。子らが怯おびえる暮らしを強いるのは誤っている」

「ご英断です、聖下」

　ファルマは全高二十メートルもの気球のクラウンロープを操りつつ、さりげなく聖帝に賛同する。

　地球では、新大陸の発見のあと、現地住民に対して虐殺の歴史が始まった。今回の新大陸への探検が、類似の過程をたどらないことをファルマは切に願う。

　だが、聖帝が健在のうちは、この世界では幸運にもそうならずに済みそうだ。

「これより貿易が長らく行われることになれば、それを傍観する他国の思惑はあるやもしれぬ。ただ、彼ら現地住民の領地は余の名誉にかけても守らねばならぬ」

　世界最強にして最高位の権力を持つ聖帝の私見はともかく、ならず者はどこにでも現れるものだ。ファルマも、メレネーらの暮らしを脅かす存在があってはならないと思う。

　そろそろ上昇しようかというところで、しばしのあいだ姿を消していたメレネーが猛烈な勢いで追いすがってきた。今にも乗り込まんとばかりにキャリッジに手をかける。

『どうした？　そなたも帝国に来るか？』

　聖帝はメレネーを連れ帰るのも大歓迎のようだ。しかしメレネーはかぶりを振る。

『そうではない。ファルマ、お前は銃の説明書が読めたと聞いた、ならば、これは読めるか』

　メレネーは一冊の冊子をファルマに手渡す。

　ファルマがそれ受け取ると、メレネーは一回転して地上に着地した。

『結構分厚いね。何だろう』

　ファルマはひとまず離陸を保留しつつ、冊子の分厚さに驚く。冊子といっても紙切れのようなものではなく、ノートのように皮革で製本してある。

『偉大なる呪術師ハリースの遺品だ。ラカンガという洞窟から見つかった、古代より伝わる古文書なのだ。だが、我々にはこの文字が読めない』

『銃の説明書と同じ言語なら、たぶん読めるよ』

　ファルマは冊子をパラパラとめくりながら、スマホで写真を撮る。

　やはり書かれている言語は英語だった。造語と思おぼしき見慣れない単語こそあれ、おおむね読める。

『……これは日記のようだよ』

『日記とは？』

『一日の備忘録のようなものかな』

『そうなのか。古いにしえの呪術について何か書いてあるのかと思っていたが……。この書物の持ち主、ハリースの亡なき骸がらの傍そばに、遺品として置かれていた』

『君は祖霊を呼び出せるんじゃないのか？　そのハリースという人の霊を呼び出して詳細を聞いてみたらいい』

『彼女の霊は、私の呪術でも呼び出せたことがない。もうこの地にいないのかもしれない』

　メレネーは、過去に亡くなった人物で、霊がその場を動いていなければ誰であっても呼び出せる。その彼女でもハリースという霊は呼び出せず、長きにわたり途方にくれていたという。

　彼らにとっては聖典のような扱いであった書物を解読できる人物は、今やファルマひとりである。

（そりゃ、内容も気になるだろうな。でも、誰も読めなかったんだろう）

　ファルマはメレネーの気持ちも分かるので、翻訳を引き受けた。

『量が膨大だから、少し時間がかかるな』

『次回の貿易のときでいい』

『分かった。依頼は引き受けたよ。必ず持ってくる』

　ファルマは改めて、気球を上昇させる。地上では、メレネーたちが大きく手を振っている。探検隊も手を振り返し、さっぱりとした表情で別れを告げた。

「色々とあったが、互いに益のあるいい幕引きだったのではないか」

「聖下のお取り計らいのおかげです」

　ファルマはお世辞抜きにそう思う。帝国のリーダーは彼女でなくては務まらない。

　気球が無事に安定飛行に入ると、ファルマは冊子に目を通し始める。

　その冊子は、しっとりとした皮のブックカバーが使い込まれた風合いを出しており、年月の重みを物語っていた。






三話　ある小学校教師の記録






　スカーレット・ハリスの日記。




　この日記が私の手から離れたとき、おそらく私はこの世にいないだろう。

　だからこの日記を見つけた親切な方、そしてこの手帳に書き込んでいる言語を完全に理解できる方は、次の場所へ届けてほしい。

　ジョシュア・ハリス宛

　アーカンソー州ウィンターヴィル、〇〇〇番地

　私が天に召されていたとしても、どうかこの記録が死なないよう、祈っている。




　一九二六年七月二十一日

　私はスカーレット・ハリス。

　一九〇二年四月三日生まれ。小学校教員で、キャリアとしては五年目になる。

　一週間前より断続的に降り続いた豪雨により、ミシシッピ川の堤防が百か所以上で決壊。

　私の自宅付近一帯は洪水となり、広範囲に水没したはずだ。

　避難のために持ち出したカヤックのパドルを激流で喪失し、どれほど下流に流されただろう。

　濁流がおさまり、川岸に上がってより二日たつ。

　不思議なことに、あたり一面に民家はなし。田畑も橋も町もなく、ひたすら原生林が広がっている。この二日間、川岸を下ってきたが、誰にも行きあっていない。

　おそらく、私は遭難した。

　州からの救援が来ることを祈りながら、漂流記、あるいは遭難日記を書いている。

　遭難時には気付かなかったが、右腕に身に覚えのないひどいやけどがある。痛みはなく、出血などもない。メディカルキットの中の消毒薬と、軟なん膏こう、包帯で応急処置を終えている。

　持ち物の確認。練習用カヤックに積み込んだ非常持ち出し袋と、自宅から慌てて持ち出したもの。ため息が出る。あとは、今ここに日記をつけている、カレンダーつきのまっさらなノート。あと二百五十六ページあるようだ。数ページで漂流記を終えることを希望するが……。

　そして、一週間前に父に押し付けられた防犯用サブマシンガンと銃弾と、その説明書。

　射撃の腕は趣味で嗜たしなむぐらい。当たらなくても、野生動物や暴漢と遭遇した際に威嚇ぐらいはできるかもしれない。実戦経験などはもちろんない。だからなおさら、不審人物に遭遇しないように留意する。

　アリゲーターにも気をつけなければならない。ミシシッピ川に生息するアリゲーターとの遭遇は日常的なもので、どの湖沼にも生息している。遭遇すれば怖いが、人食いとして知られるナイル川流域に生息するクロコダイル科とは異なり、アリゲーター科のワニの性質は比較的おとなしく、臆病でもある。繁殖期にわざわざ攻撃をしなければ襲われることはまずないし、ハンティングの対象にもなっている。

　アリゲーターより怖いものといえば、沼のマムシやカワウソぐらいか。ミシシッピ川流域の住人として、最初に学ぶ身近な脅威であり、私が受け持ちの小学生に教える事項でもある。

　脱線した。要点は、遭難が長期化した場合に備えて、無駄撃ちはしないこと。

　ナッツとチョコレート、缶詰が三つ。四つあったけれど、一つ食べた。着替えが三着。寝袋。現金。懐中時計。コンパスと地図。鉱石ラジオ。マッチ。ナイフ。ファーストエイドキット。外科用プラスター。アルコール。脱脂綿。救急箱に附属していた冊子『What to do for little ailments and real emergencies』。これが私の全て。

　降り続く雨のおかげで、飲み水には事欠かない。降りやんだときのために、容器にためておく。救援が来なくても、一週間は生き延びられる。

　ここから先は、めくるめく未知の世界。トム・ソーヤーの冒険のようだ。なに、怖がることはない。束つかの間まのアウトドアキャンプを楽しめばよい。

　明日にもなれば、飛行機が私を見つけてくれる。

　害虫に気をつけて、野宿をすればいいだけ。気楽にいこう。

　ただ心残りは、私の家族や生徒たちは、うまく避難できただろうかということ。




　一九二六年七月二十五日

　残念ながら、まだこの日記をしばらく手放せそうにない。

　持ってきていた食料が尽きた。沼地のザリガニを直じか火びで焼き、貝を砂抜きをしては焼いて食べている。それにしてもこのザリガニ、私がよくサイエンスの授業で取り扱ういわゆるアメリカザリガニではないし、知らない種だ。生け捕りにしたので、救援が来たら新種として新聞社に情報を発表しよう。カモを狙っているのに、射撃の腕が悪くありつけていない。

　捜索隊が船で来ると予想しているので、川岸から殆ほとんど動いていない。

　アリゲーターが出るので川岸で寝るのもはばかられ、慢性的な睡眠不足で気き鬱うつになる。

　主よ、これは何かの罰なのか。ため息をつきながら、腕のやけどの包帯をとる。




　一九二六年七月二十八日

　遭難してより、ずっと鉱石ラジオは沈黙している。壊れているのだろうか。そうはいっても単純な構造だ。修理をしてみたけど、まだ受信してくれないしな。あるいは、放送局も洪水の被害を受けているのかもしれない。

　例の腕のやけどは大きなケロイドになってしまったが、感染症にかからずうまく治ったのでよしとする。

　あまり考えたくないことがある。

　遭難前にはあれほどひっきりなしに飛んでいた飛行機が、遭難してから一機も飛んでいない。

　遠くの山々にも、山腹にも民家はない。

　文明が崩壊したにしても、文明の残骸がない。そんなことってありえるだろうか。




　一九二六年七月三十日

　正午ごろ、カモを狙っていたら、銃声を聞きつけて何者かがやってきた。

　何日かぶりに人間に遭えた、そんな喜びと希望は吹き飛ぶ。彼らは全員、弓や槍やりを持って、今にも射掛けてこようとしている。サブマシンガンを隠して友好的に挨拶をするが、言葉が通じない。独自の言語を持つ人々のようだ。奇妙な服装で、人種や文化圏が特定できない。

　互いに警戒しつつ、言葉は通じないながらに挨拶。私が丸腰なので、武装を解いてくれた。友好的な部族ではないが、攻撃してこないだけまし。意思疎通はできると判断する。

　彼らの集落に案内され、歓待を受ける。彼らの文化水準は、私の期待していたものではなかった。森の中に、半地下のテントのような竪穴式住居を構えている。見知らぬ穀物と、芋にありついた。それにしても、この芋も一度も見たことがない。アルカロイドなどの毒ではないことを祈りつつ、主の恵みに感謝し完食。

　夜は木の上で寝るようだ。冗談かと思っていたら、本当にトム・ソーヤーの冒険じみてきた。ひとまず、今日が命日にならなかっただけ感謝しよう。

　彼らは私の腕のやけどに興味を持っているようで、何度か触れてこようとした。




　一九二六年八月二日

　集落に居候を始めて、しばらくたった。

　彼らとの暮らしの中で、日に日に確信が強まってくる。

　ここはアメリカ大陸に似ているが、そうではない。

　ここは地球に似ているが、そうでもない。

　もう、ここがどこなのか分からない。不思議の国のアリスにでもなった気分だ。ただ、もとの世界に戻るウサギ穴がまだ見つからない。お願いだから、夢なら覚めてほしい。私は彼らの生活の中に取り込まれた漂泊者で、ここから出ていく勇気がない。

　だって、この集落の外がどうなっているか、まったく分からないのだから。

　毎日わけの分からない言語や風俗にさらされて、遭遇するのは見慣れぬ植物や動物たちばかり。それでも、私は生き延びる必要がある。そしてもちろん、地球に帰還したい。

　ここの生活に適応するために、少しずつ、彼らの言語の収集を始めた。

　彼らの言語のバリエーションはさして多くなく、言語への順応はうまくいきそうだった。




　一九二六年八月二十六日

　私は彼らと暮らしながら、少しずつ彼らの使う言語を収集している。

　この集落の社会階層構造は興味深い。

　一人の若い女性を長おさとし、集落の全員が彼女の言葉に従っている。

　集落内の地位が高い者ほど、体に装飾的なタトゥーを多く入れている。

　長は巫み女このような存在だろうか。北アジア文化圏のアニミズムや、シャーマニズムを彷ほう彿ふつとさせる。

　集落の中心部にキンダーガーデンのような場所があり、子供たちは集団で生活している。大人たちは、男女の別なく狩猟に出かける。長は決まった拠点にいるが、あまり姿を見せず引きこもっている。長の姿を見たことは数えるほどしかない。高齢者は一人としていない。

　平均寿命はきわめて短いと推定される。このような過酷な環境下では、乳児死亡率も高いのであろう。滞在中、乳児が二名亡くなった。




　一九二六年九月二十四日

　今日、村の若者が殺害された。

　埋葬の儀式に参列して、驚くべきものを見た。長は、絵を生きたものにすることができる。紋様の描かれた祭壇上に動物の生いけ贄にえを捧ささげ、遺体を置き、長が何か唱えると、祭壇の紋様が現実になるのだ。例えば鹿の紋様を呼び出せば、絵が現実世界を跳ね回る。長が絵を動かしているのだと、子供たちは言っている。

　長はまた、死者と会話をすることができた。タトゥーが多く入っている者は、霊の姿が見え声も聞こえるらしい。

　一種のトランス状態だと思っていたけれど、どうやらそうではない。私には何も見えないが、死者の声を聴くというのは、決してまやかしではない。なぜなら、死者が自分を殺害した相手の情報を語ったからだ。

　長と死者との会話によって、すぐに彼を殺害した者の証拠品を見つけることができた。別の部族に殺されたようだった。私は奇跡を目のあたりにし、主への信仰が揺らぎそうだ。

　ただひとつ言えるのは、ここは地球ではない。

　もう、この空に飛行機は飛ばない。きっとラジオの電波を受信することもないだろう。

　私は、いつか家に帰れるのだろうか。




　一九二六年九月三十日

　ここで私ができる仕事は少ない。

　狩猟はできないので──というか、足手まといだと思われている──料理の手伝い、赤子をあやし、子供たちにからかわれる、そんなところだ。

　もう一つ役目があった。

　私はメディカルキットで、怪我をした集落の人々に簡単な手当てをすることができる。

　そういった日々を繰り返すうち、長と話をすることが許された。長の名はメイナという。彼女の名前は今日初めて知った。長は私が別世界から来たのだと信じている。残念ながら、私もそう思う。

　彼女は私の腕のやけどを見て、ルタレカと言ったと思う。長は私の腕からルタレカを剥はがそうとしていたけれど、うまくいかなかった。これはただのやけどの痕あとなので剥げませんと伝えると、舌打ちをされてしまった。彼女は本当に私のやけどの痕を私の腕から剥がすつもりだったようだ。それができれば、とてもありがたいけれど。

　ルタレカというものが私の腕にあるので、長が使っていた死者と交信する魔法（？）を教えてもらうことになった。私の腕のやけどの痕に、なにか神秘性を見み出いだしているようだった。




　一九二七年三月一日

　ペンシルの芯が尽きてしまったので、不便だが彼らの使う赤い染料と小枝で日記を書いている。

　私がこの不思議な世界に迷い込んだとき、私の腕に現れたやけどの傷。彼らの言葉では『無の根』または『根なし』というもので、ルタレカと発音する。彼らの間に伝わる偉大な呪術師の印で、この印を持つものは呪術を使えるようだ。私は『祖霊マアテ』とつながりがないからか、ルタレカの力を使っても死者と話ができるようにはならなかった。

　そのかわり、ルタレカを通じて特別な力を授かっていたようだ。これは洪水を鎮め、大地に実りを取り戻す力だとされている。具体的には、任意の範囲の水を干上がらせることができた。彼らにせがまれて広範囲にやると、疲れる。場合によっては、翌日まで動けない。

　呪力と呼ばれるものは呪術を使うと減り、使い果たすと死ぬという。しかし彼らは、私が呪術を使うことを期待している。私が呪術を使うとき、ルタレカはルビーのような美しい光を出す。形容が難しい。あるいは天てん青せい石せきを燃やしたときのよう。違うな、でもまあそんな感じ。

　彼らの期待に応えられるよう、なおかつ呪力を消費しすぎないよう、精度を高める訓練を行う。

　なぜ、私はこんなものを持たされてここに来たのだろう。




　一九二七年五月八日

　未明、寝込みを突然、襲撃された。

　去年、集落の若者を襲った部族だろうとのこと。

　襲撃してきたのは、百人以上（追記。後で数えたところによると二百八十人）。メイナや呪術師らが具現化呪術シンボルゴーストで応戦するも、次々に殺されてゆく。メイナが真っ先に殺害された。

　私はサブマシンガンで応戦。襲撃者の足元へむけて射撃を行った。残弾が尽き、追いつめられた私は、一方向にルタレカの力を解放した。

　そして……襲撃者は一人残さずいなくなってほしいと念じた。ただ、私の願いはそれだけだった。

　襲撃者を全滅させたが、私が力をむけた方向にいた集落の人間も数人巻き込んでいた。

　犠牲となった死骸は体液を奪い取られ、ジャーキーのようになっていた。

　その日、私は集落の長となった。




　一九二七年七月一日

　私が長となってより、集落の安あん寧ねい維持にずいぶんと腐心した。アーカンソー州の治安もたいがいだったが、ここはさらに治安が悪い。

　なにしろ、長の方針が気に入らなければ、いつ寝込みを襲って暗殺を仕掛けてもいいのだ。

　それでも、子供を中心に人心掌しょう握あくにも成功し、母親たちの支持をとりつけているため、少なくとも寝首をかかれないようにはなっていると思う。また、私はルタレカのほかに、彼らの持ちえない知識を持っている。医薬品の扱い方も知っている。これは彼らにとって、私を生かしておく十分な理由たりえた。教師をしてきてこれほどよかったと思ったことはない。

　ここのところ、マイラカ族の殲せん滅めつをはかる周囲の部族との衝突がとみに増えた。

　長であったメイナや主だった呪術師らがさきの戦闘で殺害されたことにより、防衛は手薄と見て一気に攻勢をかけてきている。サブマシンガンの弾も尽き、戦える者も激減、集落の戦力は大幅にダウンしている。

　集落の守りを固め、彼らに教育をほどこし、呪術を磨き集落の団結をはかることが当面の課題だ。

　呪術の才能に長たけた者を集め、戦闘訓練を施し、自警団を組織した。




　一九二七年八月十五日

　集落が流行性の奇病に見舞われているようだ。

　子供を中心に、腹水がたまっている者が複数いる。私は医者ではないが、かつて新聞の特集で読んで、疑っているものがある。寄生虫の感染を起因とする、住血吸虫症というものだ。

　十年以上前、パトリック・マンソン卿が発見し報告したマンソン住血吸虫という恐ろしい寄生虫が西インド諸島に生息しているという報告を読み、父とともにカリブの島にバカンスに行くのを恐ろしく思った経験がある。

　住血吸虫は水を介して伝染し、巻き貝に棲すみ着き、人へも感染する。感染した人の膚はだには皮膚炎ができたり、発熱や腹水が見られ、糞ふん便べんには虫卵が出現するという報告だったはずだ。顕微鏡があれば検査ができたかもしれないが、持っていないのがもどかしい。

　この風土病に対する特効薬はまだ存在しない。地域の淡水が汚染されているとかで、汚染された淡水系との遮断を図るべく、巻き貝の生息域の埋め戻しをしている地域もあると聞いたが……。

　もし私の予想が正しければ、この地における最大の淡水湖であるピチカカ湖は特に危険だ。

　私はまだ幸いにして発症していないが、いつ発症してもおかしくない。

　当面の絶対的な措置として、地上のありとあらゆる淡水に触れることを禁じた。生活に利用できるのは、雨水と、水源の異なる地下洞窟からの湧ゆう水すいに限るとした──。

　必然的に、感染源からの隔離と水源の確保を兼ねて、洞穴に居住区を移すことになった。




　一九二七年九月二十四日

　一九二七年十月三十日

　一九二八年一月二日




　一九二九年十月十七日

　残りページが減るにつれ、小さい文字で日記を書いてきたが、いよいよ最後のページになった。

　日記を終わるにはちょうどいい。

　先日、墳墓に刻まれていた文字からこの地に伝わる新たな伝承を知った。

『紋章を宿す全ての異人を追放するまで、世界の崩壊は繕われない』

　異人とは、きっと私のような、この世界への遭難者のことだろう。

　もう、何もかもうんざりしている。主が見放し、地の底に落とされたような気分だ。

　この世界は閉へい塞そくしている、おそらくは時空から切り離された虚構の世界だ。私はここにいてはいけない。ここで集落の人々に慕われながら、季節が過ぎるに任せるつもりもない。

　私はただ、家に帰りたいのだ。

　それに、私の体に残った呪力もどうやらあとわずかのようだ。そのときが訪れれば、この地における私の存在意義もなくなってしまう。寝首をかかれるかもしれない、身の危険も心配しなければならない。

　後継者に長を引き継いで、あとのことは託してきた。私がこの地に来てからの功績はというと、敵対する六つの部族と和解し停戦協定を結んだこと。

　この地に来てからの私を助けた力があるとすれば、サブマシンガンでもなく、ルタレカでもなく、私の脳の中に詰めてきた寡すくない地球の知識、偉大なる先人の知恵だった。その知識が私を一帯の族長たらしめ、異なる部族との共存繁栄を実現させ、そしてそれによって私というゲストがこの地に留とどまることを許され、生存権を得ている。

　私が一帯の族長として認められたからには、もうマイラカ族が襲われることはないだろう。私がもし主より『彼らに安息を与えよ』という召命を受けてこの地に呼ばれたというのなら、この段階をもってミッション完了としてよいのではないか。

　彼らから『ラカンガ』と呼ばれるこの洞窟の果てに、『光の渦』という異界への入り口があるということを聞いた。

　私は今から、このラカンガを踏破する。もう、あまり時間はないようだ。住血吸虫にも感染しているようで、継続的な発熱と嘔おう気きに見舞われている。

　倦けん怠たい感もひどく、おそらく他の複数の感染症にもかかっているだろう。

　私は合衆国に帰りたい。願いはただそれだけなのだ。壁の向こう側はどうなっているか。入ってみなければ分からない。明日は、家に帰ってコークを飲めるといいな。

　さあ、懐かしきわが家へ帰ろう。
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　ファルマは、深いため息とともに日記を閉じた。

　二百五十ページ以上の全てを読む時間はなかったが、だいたいの経過は読んでとれた。

　アーカンソー州より生身の状態でこの異世界へと迷い込んだ彼女は、マイラカ族と合流し、呪術を学び、ルタレカの力を使い、その知識をもって集落を住血吸虫の汚染から守り、いくつもの部族をまとめあげ繁栄へと導いた。

（すごいよ……ハリスさん。小学校教師の彼女が、この過酷な環境で、十分な医薬品も医療機器もなしに、二十世紀初頭の知識でこれだけのことを……）

　最後の日付は、一九二九年十月十七日。

　地球では世界恐慌を迎えた年にあたり、暗黒の金曜日の一週間前だが、彼女が知るはずもない。

　メレネーが言ったとおり、彼女が亡くなったのはラカンガ洞窟だろう。ラカンガ洞窟の果てに何があったのか、伝承どおりに『光の渦』を見たのかは、今となっては知る由もない。

　だが、洞窟内に遺体があった状況から、その先に進むことはできなかったのだろう。

　そして、その地で命を潰ついえた。

　ファルマは異郷の地で人生を終えた彼女の歩みをたどり、いたましく思った。彼女の苦しみは、ファルマがこの世界に来て以来、体感し続けていたものだった。もし、同じ時期にこの世界にいたら、どれほど心強かっただろう。そして、この日記が家族のもとに帰ることはないだろう。

（こうやって詳細かつ赤裸々な記録を英語で残してくれたから、彼女の内面をうかがい知ることができる。俺も日記でも書いておいたほうがいいのかなあ……）

　そんなことも考えたりした。ただひとつ、救いはというと──。

（メレネーは、ラカンガ洞窟で彼女の霊を呼び出せなかったんだよな）

　生還はかなわなかったのかもしれないが、彼女の魂は自由になって、ひょっとすると彼女が帰還を夢みた生家に帰れたのかもしれない。

　彼女の残した手がかりを無にはすまい。

　ファルマはそんな思いとともに、そっと手を合わせた。






四話　闇日食にむけて






　十時間近くもの空の旅の果てに、ファルマらは無事に帝都に戻ってきた。

　ファルマ自身の疲労や船員らの休憩のため、到着時間は予想より大幅に過ぎてしまっていた。

　その間、聖帝が借り上げていた宿屋では、聖帝が消えただの、誘拐されただのといって上を下への大捜索が始まっていたが、最終的に聖帝は宮殿にひょっこり帰還していたので、大事には至らなかった。

「聖下、もしかしてお忍びで街に繰り出しておられたのでは？」

　クロードが聖帝に疑いのまなざしをむけるが、まさか彼女が新大陸までの道のりを往復していたとは夢にも思っていないようだ。話したとしても信じてはくれないだろう。

「おひとりの行動は謹つつしんでいただかないと、私の首が危ないので」

　国務卿が縛り首のポーズをして舌を出す。

　何を大げさな、と聖帝は失笑した。

「余もたまには一人になりたいこともある。いらぬ詮せん索さくはせぬように」

「そうはおっしゃいましても……」

「聖下は帝国の国体にあらせられます。勝手な行動をなさってはいけません」

「警護もつけずに危険だと申すか？」

　世界最強の神術使いの座を守る聖帝エリザベスを、危険な目に遭わせようとするほうが難しい。

「正面からの襲撃がかなわぬとあらば、卑怯ひきょうな方法で聖下を襲ってくる連中もおりましょう。例えば毒物などを使って！」

「その場合は、侍医団や宮廷薬師を呼べばよい」

　特にファルマを呼べば、医薬に関する問題は解消だ。聖帝にはそんな認識だった。

「と、とにかく！　平たく申しますと我々が心配いたしますので！」

「まったくですぞ。今日という今日は重要書類にサインをしていただかないと」

　傍そば付づきの神官たちも、あれこれとうるさい。

　聖帝──大神官と皇帝を兼ねる、世俗と聖職双方の皇たらんとすることは、彼女には窮屈で仕方がなかった。

（やはり早々にパッレ・ド・メディシスをサン・フルーヴの皇帝に据えねばならん。余の任務は大神官のみとして、仕事を減らしたい。パッレにはたんまりと仕事をふってやる）

　聖帝はそんな計画を立てるが、パッレを次期皇帝に擁立するにしても、人事が難しい。

（その場合は、ブリュノやファルマがパッレの主治薬師となるのか？　いや、パッレならば宮廷薬師、侍医団そのものを廃止しかねない。それはちとまずいのう）

　皇帝と宮廷薬師団という形式は崩れ、単なるド・メディシスファミリーになってしまう。

　それよりなにより、聖帝の計画には大きな障害があった。

　これまでの慣習を考えると、パッレと命を懸けた神術戦闘で戦って、そして完膚なきまでに負けなければ譲位はなしえない。衆人環視の中、わざと負けてやるのも悔しい。無様な姿をさらしたくはないという気持ちも、聖帝は人一倍強い。

（まあしかし、普通に負けそうな気もするな。それはそれで楽しみだ）

　大規模演習で見せたパッレの卓越した神技と、新大陸で見せた異次元の思考の柔軟性。正直、神力量で押す以外に勝てる手段が見当たらない。

　聖帝があれこれ思案していると、

「母上、今日という今日はお話があります」

　仁王立ちになった息子のルイが、いかにも憤慨しているという顔つきで現れた。

　その表情を見た母の顔がひきつる。

　聖帝は有無を言わさず別室へ連れていかれ、息子からの苦情に延々三時間付き合う羽目になった。




「叱しかられましたか」

　聖帝の消えたドアの前で三時間も出待ちしていたノアが、感想を伺う。廷臣らは誰も、ノアが待機していることには気付いていない。彼の隠おん形ぎょうの能力のなせるわざである。

「言い訳を繰り出して喉がカラカラだ。飲み物を持ってきてくれ。あの子も口が立つようになって容赦がない」

「お疲れ様でございました。すぐにお持ちします。殿下をお部屋にお連れしましょうか」

「ルイは言いたいことを言って寝た。ここにいるのだそうだ」

「さようでございますか。殿下は帝国語にも能弁になられて、喜ばしいことでございますね」

「そうとも言うか。そのほうの言うとおりだな」

　聖帝は懲こり懲ごりだというように頷うなずいた。

「そなたも、大陸で吸虫に感染したと聞く。しばらく休暇をとって、ゆっくり体調を整えてまいれ。いつも言っておることだが、余の身辺の警護は必要ない」

「お暇を頂いている間に私のことをお忘れになりませんか？　ただでさえ影が薄いので」

「余をみくびるでない」

「ありがとうございます、聖下。お飲み物をお持ちして、今日は失礼します」

　ノアは恭しく礼をし、足早に廊下を歩み去った。

「なるほど、余が退位すれば困る者もそこに一人はいるか」

　エリザベスの後ろ盾がなければ、存在自体が隠形状態のノアは忘れ去られてしまう。

　それで存在をアピールすべく、甲か斐い甲が斐いしく御用聞きにやってくるのだろう。

　まこと、政まつりごとはしがらみだと聖帝は肩をすくめた。
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　ファルマがド・メディシス家に戻ると、ロッテとブランシュは彼の帰還にほっとしたようだ。今日は説教も覚悟しなければならないな、とファルマはひやひやだ。

「ファルマ様、よくぞご無事で！　夜通しお帰りをお待ちしておりました」

「ただいま、ロッテ。ごめんね、勝手に抜け出して」

　ファルマは屋敷に入るなり、いたるところに貼られた神術陣に気付く。

「それにしても多いな！　屋敷に神術陣を張り巡らせたのはロッテ？」

　筆跡が全部同じなので、それと聞かなくても分かっている。やりすぎと思わなくもないが、ロッテはそれだけ必死だったようだ。

「はい、無我夢中で百枚描きました！」

「手描きで!?」

「はい！」

　ロッテはいい笑顔で応じる。

　ファルマは「コピーできなかったの？」とはつっこまない。神術陣は聖油で描く必要があるので、謄写版を使うわけにもいかなかったのだろう。

「この厳重な警戒ぶり、悪霊でも出たの？」

「出てはいけないから、です。ファルマ様と聖下のご不在とあっては、帝都に何が起こるか分かりません。前のようにならないために、お屋敷を守らなければと思いまして！」

　火か焔えん神術陣の護符を描きすぎたのだろう、ロッテは手首に包帯を巻いていた。

「それは心配をかけてしまったね」

　帝都に守護神殿の秘宝が戻ったといっても、ロッテは不安だったのかもしれない。

「でも、シャルロットのしたことは決して無駄ではありませんでした。屋敷の隅で、悪霊が火焔神術陣の護符にひっかかって浄化された形跡はありましたよ」

　ファルマのカバンを受け取った専属使用人のシメオンが、ロッテを弁護する。

「えっ、本当ですか!?　お役に立てて嬉うれしいです」

　ロッテが喜んでいるので、ファルマは彼女の苦労が報われてほっとする。

「ありがとう、ロッテ。ロッテの神術陣は、大陸でも探検隊の護身用に活用されたようだよ」

　ファルマがそう言ってねぎらうと、ロッテはますます嬉しそうだった。

　ロッテとそんなやりとりをしていると、背後からのブランシュの視線に気付き、振り返る。

　そういえば、ファルマはブランシュを置き去りにして新大陸にむかったのだ。

「小さい兄上。私を置いていってひどいのー！」

「ごめんな。でも、ブランシュにはやっぱり危険だったんだよ」

「もー！　子供扱いしてー！」

　ブランシュが神しん杖じょうでばしばしと叩たたいてくるが、ファルマは叩かれるに任せるしかなかった。

「いつもね、兄上がいつか帰ってこなかったらどうしようって思うんだよ」

　ブランシュは本音をぶつける。そしていつか、その懸念は現実のものとなる。

　ファルマは切なくなって、ブランシュの頭を優しく撫なでる。ひしっと抱きついてくるブランシュの手に、力がこもっている。いつだって、残される者は立ち去る者より痛みを負う。

　そこでブランシュがふと、パッレの姿が見えないことに気付く。

「大きい兄上は一緒に帰ってないの？」

[image: ]

「あれ？　さっき馬車で一緒に帰ってきたのに、どうしたんだろう」

　てっきりパッレと二人で怒られていると思ったら、パッレがいない。その姿を捜すと、よほど疲れていたのか、馬車の中で寝ていた。揺さぶっても起きないので、今度こそ神力切れのようだった。

「これは、今日は起きないかもな」

　ファルマが神力を補充することもできるが、体力の回復も必要だろう。

　寝室に移動させて寝たいだけ寝かせていたら、パッレは翌日朝になってようやく起きてきた。
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　月日は流れ、一一四八年五月一日。

　ファルマは茫ぼう然ぜんとしつつ自室のカレンダーをめくると、口に入れた歯ブラシを左右に動かしながら考え込む。

「この世界にもゴールデンウィークがあったらよかったのになぁ」

　ファルマは、これでもかというほどたまっている仕事を消化するための大型連休が欲しい。

　それなのに、基本的に貴族には大型連休というものがない。休日は日曜日、それから帝国の独立記念日、聖下の誕生日、ぱらぱらと入る守護神の祝日のみ。薬局は土曜日と日曜日が定休日だが、それはファルマが無理やり休みにしているだけだ。

「闇日食は……八月のいつだっけ」

　サロモンとジュリアナの教えてくれた闇日食の候補日はきちんと特定できていないが、八月の下旬だったはずだ。他の仕事にかかりっきりで、すっかり対策を後回しにしていた。

　帝都に帰還してからも、ファルマは今まで以上に忙しかった。

　住血吸虫症に侵された探検隊の殆ほとんどの人々は帝国医薬大に収容され、入院措置がとられた。ファルマはつきっきりで彼らの治療にあたっていたことになる。

　ファルマは片山熱として知られる急性症状、すなわち住血吸虫に感染したことによって生じる発熱などの症状を呈する感染者に対し、糞ふん便べんや尿中に虫卵が検出された場合は、エレンが用意していたプラジカンテルを迅速に投与した。

　プラジカンテルは二日間の服用で治療効果を発揮する短期決着型の薬剤で、副作用も軽度なものばかりで重篤なものはない。ただ、プラジカンテルは成虫には効果があるが、幼虫には効果が不十分でもあった。このため、ファルマは診眼や帝国医薬大の検査技師の顕微鏡下で虫卵の有無を確認してもらいながら、投薬のタイミングに注意を払い、六週間後に再治療を計画している。

　また、薬の飲み合わせにも気をつけなければならず、結核治療薬であるリファンピシンと併用すべきではない。一部の抗けいれん薬、胃薬、抗真菌剤を使用中の患者がいないかを確認し、併用禁忌とならないよう薬歴を確認して神経をすり減らした。症状の強い人には、追加でプレドニゾロンも数日投与を行った。

　プラジカンテルの投薬のみならず、エメリッヒと協力して抗体を利用した住血吸虫の虫卵を破壊する措置をいくつか講じたおかげで、ようやく治療のめどがたち、重症化していた人々もおおむね回復してきた。あとは帝国医薬大の医師や薬師らに患者を引き継ぎ、急変があったときには呼んでもらうようにしている。既に退院した人々も、再発に備えてフォローアップが必要だ。

　カレンダーを睨にらむファルマに、シメオンがシャツを着せてタイを結んでくれる。

「リマインドが必要でしたら、私が記憶しておきます」

「ありがとう、でも覚えなくていいよ」

「そうですか」

　今日の予定は闇日食です！　というわけにもいかないだろう。周到に対策を打っておきたい。その日を境に世界が一変するかもしれないし、何ならファルマの命日になるかもしれないのだ。

「お食事のご用意ができております。スープを温めておきます」

「すぐ行くね」




　ファルマは朝食の席でもあれこれと考え事をしていたものだから、フィンガーボウルに神術水を張るのをしくじった。

「ごめん。こぼれちゃった」

　それを見ていたブランシュが、ファルマの腕を引っ張る。

「小さい兄上、おぎょうぎがわるいの！」

　マナーは悪いが、ファルマはあたりを水浸しにしようが、全く問題に思っていない。いつものように水を消そうとすると、シメオンが慌てている。

「ああっ、ファルマ様。今お拭きいたします」

　シメオンがタオルを持ってくる前に、同席していたパッレがファルマの代わりにテーブルにこぼれた水にすっと指をあてがい、そつなく水滴を消してみせた。

「粗相はいかんぞ」

「すごい、大きい兄上！」

　パッレはいつの間にか、水の負属性の能力を使いこなしている。

「私も水を消すの、やるー！」

　ブランシュもファルマたちに褒められたい一心で真似をしたがっているが、まだブランシュには難しいようだ。あまりに力を入れたものだから、ボウルに手を突っ込んで今度は全部ひっくり返して水をかぶっていた。

「兄上ー、かわかして！」

　ブランシュは納得がいかないといった顔で、二人の兄に助けを求める。

「よしきた」

　今度はファルマが、シメオンから受け取ったタオルで頭をわしわしと拭いてやった。
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　ファルマは一人、神聖国の統治を任されているサロモンを訪ねた。

　サロモンは聖帝エリザベスの信任を受けて、現地の最高責任者として大神殿の中枢部で執務を行っている。ほかの神官からの評判によると、彼は何をやらせてもおそろしく有能で、実務者として淡々と任務にあたっているようだ。

　内臓逆位を持つサロモンが広い神聖国の中でどこにいるか、ファルマは上空から診眼を使えばすぐに分かる。

　サロモンの部屋を突き止めたファルマは、何事もなかったかのように執務室の前に立つ。物理的にドアを叩くことのできないファルマは、物質界に干渉しうる新しい薬やく神しん杖じょうを構えて勢いよくノックをしようとする。

「ようこそ、ファルマ様」

　サロモンはファルマがドアをノックする前に、内開きの執務室の扉を勢いよく開く。ノックを空振りしたファルマは、サロモンの額を思いきり杖つえで打ってしまった。

「す、すみません……ドアが開くとは思わず」

「……いえ。ご来訪が分かりましたので、お出迎えをと」

　サロモンが床に目を落とすので、ファルマは神聖国の全てのフロアに仕掛けられた守護神トラップを思い出した。

「ああ、これですか……」

　ファルマは念のため、サロモンに冷却用の氷塊を渡しておいた。サロモンはそれで額を冷やしながら、何事もなかったかのように話を進める。たんこぶぐらいできるかもしれないな、とファルマは申し訳ない気持ちになる。

「それで、ご用向きは」

「闇日食についての対策を打ち合わせしたく」

「それは奇遇でございました。闇日食にむけては、もちろん神官全員が危機感をもって準備にあたっています」

　闇日食とは、大神官の背に刻まれた融解陣が溶け落ち、次の大神官に代替わりする日として知られている。聖帝の背にはもう融解陣はないし、それは培養細胞上に隔離されている。とはいっても、それでうまくいくのか、絶対に彼女の安全が保障されているかというと不安になってくる。抜かりがあってはならない。

「細胞の培養技官には、神力を持たない平民を常時任用しております。闇日食の日を無事に経過すれば、他者へ融解陣が憑依ひょういする可能性はないと考えます」

「適切な対応だと思います」

「ファルマ様とエリザベス聖下におかれましては、ぜひともご安心いただきたく」

　サロモンは恭順な態度で答える。

「別の対策も講じておいたほうがいいでしょうか？」

「ほかに何か案が？」

　融解陣は人を溶かし、鎹かすがいの歯車の潤滑油にする。人体の融解を防ぐ薬があるとすれば、プロテアーゼ阻害剤や、カスパーゼ阻害剤かもしれない。生体反応を超えて急速に進行する場合は手に負えないかもしれないが、これらの薬も準備しておく必要がある。

「憑依されると思おぼしき人間全員、当日一日だけでも〝爾じ今こんの神薬〟を飲んで備えていたほうがいいかもしれません。それから、神聖国からはその日一日、全員退避していただきましょう」

　それで十分だとは思えないが、最低限の対策も打たなかったとなれば後悔する。

「は、仰せのままに。前後三日間、神官全員を神聖国から遠ざけます」

　ファルマはサロモンに現地の指揮を任せることにした。

「しばらく見ていなかったので、鎹の歯車の様子を見に行ってもいいですか？」

「同行しましょう。決しておひとりで行かれてはなりません」

　サロモンは傍付きの神官に、一定時間がたって二人とも戻ってこなければ全員国外に脱出するようにと告げた。ファルマとサロモンが二人とも犠牲になった場合の備えだ。

「付き添いに大人数は必要ありません」

「は、しかし危険では……」

　神官たちが心配するが、ファルマは首を横に振る。

「付き添ってもらうほうが危険です」

　前任の大神官ピウスという前例があったように、何かあった場合に助けられないのだ。




　サロモンに案内され、ファルマは地下にある鎹の歯車と、床の鉄板を一枚隔てて再び対たい峙じする。床部の嵌かん入にゅう後にファルマが底うちした鎹の歯車の蓋ふたは、ここを去ったそのときと変わらない状態だった。蓋を開けてみなければ中の様子は分からないが、ここを開いてはならない。

　そんな直感がファルマに警鐘を鳴らしている。

「表向きは、変化がないように見えます」

「ええ……。ですが、何があるか分かりませんから、このまま蓋をして誰も近づかないようにしています」

「それが最善だと思います」

　ファルマはサロモンの判断に間違いはないと思う。




「よかった、お戻りになって」

　ファルマとサロモンが地上に戻ると、ハラハラとしながら二人の帰りを待っていた神官らに出迎えられる。

「おかげで、戻ってきました」

　ファルマが歓待をやり過ごしながら神聖国を歩くと、神官らがあとからついてくる。神聖国に足を踏み入れた先ほどの瞬間を境に、ファルマの訪問はバレてしまうのだ。いつまでたっても内緒で訪問とはいかず、あっという間に神官の人だかりに囲まれて動けなくなる。

「薬神様！　ようこそお越しくださいました」

「神聖国までの道中、お疲れでございましょう。沐もく浴よくなどいかがですか」

「ああ、すみません。お構いなく」

　顔見知りの神官が、ファルマに伺いをたてる。

「薬神様、今日のご昼食はお決まりですか？」

「軽食を持ってきています」

　小腹がすいたとき用に、パンやドライフルーツなどを持ってきている。

「もしご迷惑でなければご昼食を用意しておきますので。ご用が終わりましたら、食堂へお越しください」

　神官らに用意してもらおうとは思っていなかったが、そうもいかないらしい。

「ありがとうございます。では、ありがたく伺います」

　そう言って神官たちの包囲を抜けたファルマは、神聖国内の案内板を眺める。

「図書館はどこかな」

　小さな国だというのに、何度訪れてみても、神聖国内部の建物構造を把握できない。複雑に建物が入り組んでいて、地下構造もすさまじい。誰かの案内がなければ迷子になるが、あまり供を連れて歩きたくもないのだ。

　ファルマはしばらく歩いて図書館を探し出すと、禁書庫の司書である神学者リアラ・アベニウスを訪ねる。

「うわあっ、薬神様！」

　リアラはファルマと出合い頭がしらに、持っていた本を全部落とした。

「すみません、突然現れたので」

　リアラの本をひとつずつ拾ってあげながら、ファルマは彼女の体調を観察する。

「今日は何のご用でございますか！　あ、ご依頼の調査内容なら既にまとめております！」

「早い調査報告をありがとうございます。あれから喘ぜん息そくはどうでしょう？」

「はい！　書庫の掃除をして、閲覧室もきれいにしましたら、格段によくなりました」

　屋根裏がものすごいホコリだったんですよ、とリアラはおぞましそうに述べた。

「きれいにすると、発作が出ることはなくなったんです。薬神様の出してくださったお薬もよく効きました」

　目ヤニも出なくなって禁書もよく読めます、と嬉しそうに語る。ハウスダストに晒さらされていたことが発作の原因だったのかな、とファルマはその話を聞いて推測する。

「そろそろ薬が足りなくなる頃かと思って、届けに来ました。量を調整しますね」

「ええっ、私のことを覚えていてくださったのですね！」

　リアラは感激して何やら祈りを捧ささげ始めるが、ファルマは患者情報をノートに一元管理しているので、誰の薬がいつ切れるかきちんと把握しているのだ。

　ファルマは薬袋をリアラに渡して、依頼していた古い聖典の調査内容を受け取る。

「ありがとうございます。また調査をお願いしますね」

「よろこんで」

　お互いにもちつもたれつの良い関係を築けているようだ。

　彼女のことはエレンに引き継いでおいたから、今後もかかりつけとなるだろう。
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　神聖国を発たったファルマは、エルヴェティア王国はずれの寒村へと立ち寄る。

　そこに住まう平民の少女エマが、村の入り口に現れたファルマに気付く。

「宮廷薬師様！」

　洗い場で野菜を洗っていたエマは、何もかも放り投げてファルマの元に駆け寄ってきた。落ちた葉物野菜にしこたま泥がついてしまったが、その野菜をファルマが拾ってあげると恥ずかしそうに受け取った。

「エマさん。薬局に手紙をありがとうね」

「手紙を読んでくださったのですね！」

「ちゃんと届いたから、顔が見たくなって」

　先月、ファルマはエマから近況を記した手紙を受け取っており、その返事を直接伝えたいと思って立ち寄ったのだ。

「この私なんかのために、サン・フルーヴからですか？」

「神聖国に用があったから、そのついででもあるよ」

　以前のときは高熱を出していたエマの母親も飛び出してきて、嬉しそうにしている。

「その節は、本当にお世話になりました」

　ファルマはできるだけ足を延ばして、少しずつこれまでに出会った人々のもとを訪れている。

　もう最後の日がくるかもしれないから。

「お母さんもお元気そうで何よりです。エマさんは血豆、あれからどうなった？」

　エマはよい靴をはいている。ささやかな変化に、ファルマも嬉しくなる。

「はい、靴を替えたらできなくなりました！」

「それはなにより」

「神官様たちが神術陣を敷いてくださったおかげもあり、あれからぴたりと悪霊も出なくなりまして。村民一同、ほっとしたところです」

　エマの母親がそう教えてくれる。

「こんど、近くの街道に薬局ができるみたいですよ。薬師様のおかげですか？」

　エマははしゃいでいる。聖帝の下命により、異世界薬局が国外のギルドと提携して医薬品を供給する体制が整いつつあるのだ。

「ああ、あそこは異世界薬局の提携店なんだ。エルヴェティアの薬師ギルドと提携して、出店を進めているよ。一般用医薬品が安価に買えるようになるはずだ」

　エマが母親のために血豆が潰つぶれるほど歩き求めた薬を、それほど遠くない場所で安価に買い求めることができたなら、きっと人々の暮らしがより良く変わるはずだ。

　ファルマはそんな信念のもと、聖帝の強力なバックアップを受けて、提携薬局の国外出店やノウハウの共有を急いでいる。

「わあ、これで隣町まで買いに行かなくてもよくなります！」

　人々の健康を守るため、必要とする人に、薬が届くように。

　そこで提供される医薬品は、世界中のどこでも同じ品質であってほしい。

　それを取り扱う薬師も、高度な知識を有する、頼れる専門家であってほしい。

　今もファルマはこの世界に、そんな未来を思い描いている。






閑話　帝国外科医ギルドと狂犬病






　サン・フルーヴ帝都のはずれに、由緒のある大きな平民屋敷がある。

　幾重もの野バラの生いけ垣がきに囲まれ、人を寄せ付けない深い森を抜けた先にあるそこは、通称〝アガタのバラ屋敷〟と呼ばれていた。

　門柱にあしらわれた大きな医神の彫刻が目印のバラ屋敷には、別名がある。サン・フルーヴ帝国外科医ギルド（別名・帝国平民外科医師会）本部だ。

　この組織は帝国の平民医師のためのギルドであり、平民以外を診ることもない。床屋外科を前身としており、専門範囲は外傷、深部ではなく体表面に存在する潰かい瘍ようの切除、浣かん腸ちょう、創傷治療、瀉しゃ血けつ、周産期管理などで、床屋を兼業で営んでいる医師もいる。

　外科医ギルドが辺へん鄙ぴな場所にある一因は、その不遇の歴史に由来する。

　この世界では長らく、医学の花形というと薬草を用いた薬学だった。床屋外科は血を扱ったり人体を切ることを限定的に引き受ける職業とされており、貴族社会でも平民社会でも帝国薬師ギルドの一段下に置かれていた。暴利をむさぼり私腹を肥やし、各地に豪邸を建てた平民薬師の集う薬師ギルドとは異なり、帝国の中心部に堂々とギルドを構えることができなかったのも、迫害の名残をにおわせる。

　帝国における外科医の立場を引き上げたのは、先帝の腫瘍摘出手術に成功して侍医長の座に就任した、医神の加護を持つ外科医、クロード・ド・ショーリアックだと言われている。彼は平民医院や施療院の保護を行い、皇帝への働きかけを通じて、床屋外科医たちに一定の予算を措置し続けている。

　そして、そのクロードの師にあたる人物がこのバラ屋敷の女主人、アガタ医師だった。

　彼女は現在平民であるが、もとは貴族で侍医を務めており、数々の手術手技を開発した。だが、宮廷内でクロードに技量を追い越されたと知るや、神殿に乞い自ら神脈を封鎖して平民へ降下し、身を引いてこの地に隠居して数十年たつ。

　彼女は医師として築いた財を投じて平民の床屋外科医らを組織し、外科技術を伝え、外科医ギルドを立ち上げた。平民の組織であるため、帝国侍医団や、貴族の医師らを会員とする帝国医師会とは交流はない。

　今年で八十歳になるアガタは、帝国各地から集つどった主要な平民医師ら二十名ほどを会議のテーブルに招き、彼女が庭で育てたローズヒップティーと、ハーブの練り込まれたクッキーをふるまい、それらを嗜たしなみながら憂わしげに議題を読み上げる。

「最近、辺境を中心に帝国の医院での平民の死亡率が高くなっているようですね」

　先月も憂慮すべき事項として報告が上がっていたが、今月は顕著に悪化している。

「は、そのようです」

　アガタは資料を読み込み、これまでを振り返るように口を開いた。

「帝国医師会は、貴族・平民医師ともに筆頭宮廷薬師ファルマ師の経営する異世界薬局の薬を術前、術後管理に採用しました。師の提言どおりに手術部位、血管、血流に対する感染防御を行うこと、深刻な出血には輸血を行うことで、以来目覚ましい治療成績をあげてきました。医師会本部にファルマ師を招き、研修会を執り行ったこともありましたね。うまくいっていた、そのはずでした……」

　思い切った改革として、帝国医師会はそれまで多大な需要のあった瀉血の施療をとりやめた。何かあれば瀉血が安易に用いられ、患者もそれを希望してきたのだが、ファルマの報告書によれば瀉血は意味がないどころか有害な治療法であった。

　そのため、アガタの旗振りにより、真性多血症などの場合を除き、帝国中の医師たちに瀉血を一切禁止したのだ。その結果、瀉血患者におんぶにだっこの状態であった各医院の収入は激減した。

　減収に加えて、この難局。アガタのため息は深くなる。

「アガタ先生……」

「どこかで道を間違えていたのかしら。やり方をもとに戻したほうがいいのかしら」

　ファルマの方針に従ったのは間違っていたのだろうか。所しょ詮せん貴族の開発した治療法では平民を救うことはできないのだろうか、とアガタは考え込む。

「ファルマ師の知識は革新的なものでした。私は目を悪くして、十年も前にメスを置きました。ですが、一人の外科医として、平民にも取り扱える神術に頼らない外科技術確立のための道を信じていました。しかし、その希望が崩れ去ろうとしています」

　アガタは眼鏡をはずして、深いため息をつく。

「私があと二十歳も若ければ、寝食を忘れ原因を調べ尽くしてやれたでしょうに」

　この世界では、外科医は視力、集中力、長時間の手術など体への負担が大きいため、体力がもたなくなれば引退して後進に道を譲り、マネジメントに精を出すというキャリアが一般的だ。ごくまれに、床屋に戻る者もいる。

　ずっとはできない仕事だからこそ、後輩へは道標を示したい。アガタは強くそう願っていた。

「待ってください」

　帝都の中心部に医院を構える老医師のドナルドが、深い皺しわの刻まれた手を挙げる。

「私の医院では、手術成績に変化はありません。むしろ向上の一途をたどっています」

　暗雲の立ち込めていた議論に光明が差してくる。

「ドナルド先生の医院は、異世界薬局からもっとも近い医院ですね。ファルマ師が手伝いに来てくださるのですか？　最近、繁盛していると聞いています。異世界薬局の恩恵があるのですか？」

　帝都在住の別の医師がドナルドにつっかかる。

「はい、輸血が必要なときには異世界薬局の薬師が直接来てくださいます」

　ドナルドは思いがけない糾弾に面食らったのか、うつむいてしまった。

「異世界薬局には貴族の薬師がいますし、貴族は神術を使いますからねえ。そりゃ応援に来てくれれば……浄化神術でもかけてもらっているので？」

「い、いえ。そのような……」

「しかし、ドナルド先生は羨うらやましいなあ。うちも異世界薬局の近くに引っ越したい」

　ドナルドの隣に座る医師が、ドナルドの医院の立地の優位性を指摘する。ほかの医師も羨せん望ぼうのまなざしをむける。治療成績は、医院の繁閑に直結するのだ。

「貴族の医師も薬師も、平民医師の応援になんて来ませんからね。門前払いがいいところです。対応してくれる貴族の薬師がいるのは、異世界薬局だけなんですよ」

　もと貴族のアガタは、その話を聞いて居心地悪そうに咳せき払ばらいをする。

「そうですね、貴族の医師や薬師は浄化神術も使いながら治療をしますからね。ですが、そういうことではないのでしょう？　ドナルド先生」

「はい。ファルマ師は私の受け持ちの患者に手を出しませんし、浄化神術もかけていただいたことはないです。辺境の医院で治療成績が悪いのでしたら、症例をもっとよく検証するべきかと」

　ドナルドは俯ふ瞰かん的な検証を求めた。

「そうですね。集計によると、動物による噛かみ傷の治療成績が著しく低下しています。手術例を見ても、どれも深刻な咬こう傷しょうではありません」

「死因は？」

「発熱や錯乱、最終的には昏こん睡すいからの死亡です」

「何かに感染したのでは？」

　〝感染〟という概念は、この数年で世界中の医師と薬師の間に急速に広まった。

　かつて〝悪疫〟と呼んでいたものの一部は感染症によるものであったということが、顕微鏡の発明によって明らかにされた。感染症の概念を学ぶことによって、かつて死病として恐れられていた症候群──黒死病や白死病などは、治療見込みのある感染症となった。

　外科医の天敵である、傷の腐敗を防ぐこともできるようになった。感染制御を学ぶことによって、今や帝都での出産は世界一安全なものとなっている。

　ファルマの台頭によって、何もかもが変わったのだ。彼を信奉する者は多く、帝都は彼の手によって何度も救われていた。

　アガタは情報を補足する。

「私もそう思いましてね。教え子のつてで帝国医薬大の臨床検査部に検体を送りました。あそこには、ファルマ師が教育した精鋭の技師団がいます。でも、何も出ませんでした」

　医薬大の検査は、世界最先端の科学技術に基づいた方法で行われたものだ。そこで感染症ではないと否定されてしまっては、どうしようもない。感染症は外科医の専門外のため、それ以上疑義を出せる判断材料もない。

「悪霊憑つきの動物に噛まれたからではないのですか？」

　ドナルドの言葉に、アガタは大きくため息をついた。

「それでしたらもっと厄介で、打つ手がありません。悪霊憑きは貴族の外科医に診てもらうか、神官を呼ぶしかなくなります。平民が平民を治療することにこそ意義があったのですが……」

　平民は悪霊を祓はらえず、平民を診てくれる貴族の外科医もいないのだ。それでも、ドナルドは諦めない。

「症例報告を持ち帰ってもよろしいですか？」

「かまいませんよ、ドナルド先生。手分けして原因の究明にあたりましょう」

　外科医ギルドは、大きな課題を抱えることになった。
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　ドナルド医師は帝都中心部に戻るなり、まっすぐ異世界薬局を目指した。

（なんとでも言うがいい、軽蔑するがいいさ！　私は遠回りをするより叡えい智ちを仰ぐ）

　あてになるのは遠くの同業者より、近所の薬店だ。気軽に相談してほしい、と口癖のように言っていたファルマの言葉を鵜う呑のみにして、ドナルドは異世界薬局に相談してみることにした。

（社交辞令だろうがかまうものか、彼ならば必ず答えにたどり着く）

　閉店までに間に合ったので思い切って異世界薬局に突撃してみると、そこにファルマの姿はなく、エレオノールという薬師が対応した。

「あら、ドナルド先生。あいにく店主は今いませんけど、何か？」

「それは間が悪かったですな、では明日また出直してきます」

　エレオノールでは手に余る案件だろう、とドナルドは彼女を値踏みする。

「店主でないとできないお話ですか」

　エレオノールがあからさまに落胆したように見えたので、ドナルドは慌てて否定する。

「いえ……詳しい方でしたら、どなたでも」

「では、私が伺いますよ。解決しなくても、せめて用件だけでも」

　エレオノールは人懐っこく微ほほ笑えむと、店舗を閉めてじっくりと話を聞く準備を整える。

「僕も聞きたいです！」

　さわやかな印象の、大柄な青年が寄ってきた。名札にはロジェと書いてある。

「私たちも伺っても？」

　集まってきた二人の薬師の名札には、それぞれセルスト、レベッカと書いてある。仕事を終えた四人の貴族の薬師がドナルドを囲んでくるので、ドナルドは圧倒されてしまう。

（貴族に囲まれるとは満まん更ざらでもないのう！）

　ドナルドは若干面おも映はゆくなりながら、床屋外科医たちが直面している問題を、資料を見せながら手早く打ち明けた。資料を閲覧していたエレオノールが確信したように頷うなずくと、分厚い教科書をバサッと開いてドナルドに示す。

「私は狂犬病を疑いますわ」

　エレオノールの後にすかざず三人の薬師が頷くので、ドナルドは戸惑う。

（えっ、この薬師らはみな、筆頭宮廷薬師のファルマ師に匹敵する知識量があるんか！）

　ドナルドが示された項目の概要欄を読んでみると、この症例は感染症だとある。

「え、しかし感染症ではないと帝国医薬大の臨床検査部のお墨付きで……」

　ドナルドがアガタから借りてきた検査結果の写しを示すと、エレオノールは検査項目を確認して、首を横に振った。

「この項目では無理です。狂犬病ウイルスは帝国医薬大では検出できないんですよ」

　エレオノールは、帝国医薬大の臨床検査部の内部資料を確認している。

「それに、どんな検体を提出しましたか？　患者が生きているうちですか？　唾液、髄液、角膜塗抹標本、頸けい部ぶ皮膚……」

　新品の一級薬師のバッジをつけたレベッカが後を続けると、ドナルドは肩をすくめて答える。

「アルコールで固定した組織片ですじゃ」

「それでは難しいですね、蛍光抗体法もできるかどうか」

　さらにレベッカの後を受けて、エレオノールが困ったような顔をする。

「狂犬病とは人畜共通感染症で、狂犬病ウイルスが引き起こします。ウイルスを保有する特定の動物に噛まれたりひっかかれたりすると、傷口からウイルスに感染します。噛まれた部位から神経系を通ってウイルスがゆっくりと脳を目指し、数か月の潜伏期間の後、風邪のような症状に始まり、最終的には昏睡、呼吸の停止によって死亡します。一度発症すれば必ず死亡に至る、恐ろしい感染症ですわ……」

　ドナルドはエレオノールの説明に、鼻水がたれそうになった。

「はぁ……ゴホッ、ガハッ」

　彼らとは知識レベルが違うとドナルドは実感し、口を開けすぎたので痰たんが喉に絡んだ。

「あら失礼、お飲み物も出さず」

　エレオノールがよく冷えたアイスティーを出してくれる。

　喉を潤しながら、ドナルドは言われた内容を反はん芻すうする。理解するのもきつい内容だ。

「完全に治療法がないんでしたっけ。確か教科書にはそう書いてあったと思いますけど」

　ロジェが、エレオノールから奪った教科書をペラペラとめくっている。

「完全にないのよ。有史以来、世界一致死率の高い病気といわれているそうよ。だから、ファルマ君がワクチンを開発しようと奮闘していたの」

「前に店主様が『砂糖と一緒に、てんさいの葉の中で作らせてしまおっかな！』とおっしゃっていたやつですか？」

　エレオノールの言葉を受け、セルストが思い出したように手をぽんと打つ。

「いえ、狂犬病ワクチンに関しては、野犬からウイルスを採取して培養細胞を使って増殖させ、それを分離して不活化ワクチンの試作品を作っていたわ。ファルマ君はできないらしいから、エメリッヒ君とジョセフィーヌちゃんが」

「用意周到ですね、さすがは店主様です」

　レベッカが感心したように頷く。

「そういえば、店主さんってなんで細菌やウイルスを培養できないんですか？」

　ロジェが不思議そうに尋ねると、エレオノールも歯切れが悪い。

「神力の出力の影響かしら。ファルマ君が微生物を扱うと、殆ほとんど死滅するんだって」

「チーズ工場とかに来ないでほしいですね」

「ワイン工場も酵母菌が死にます」

「パン工房も立ち入り禁止ですね」

　はた迷惑な能力に、三人の薬師らは三者三様の率直なコメントを出していた。

「いや、そんな体質があるなら外科医にとっては守護神のようなお人ですじゃ。手術の際に傍そばにいてほしいぐらいですじゃ。ファルマ師は外科医になるべきお人ですじゃ」

「確かにそうですわね」

　エレオノールはドナルドを置き去りにしていたことに気付いたらしく、愛想笑いをした。

「ファルマ師の名前からして、そういう星のもとに生まれているような気がしますのじゃ」

「名前については、お師匠様の思いつきだからあまり言わないであげてください」

　宮廷薬師ブリュノ・ド・メディシスのネーミングセンスについては、触れてはいけない。

「ええと、すみません、脱線しました。異世界薬局には外傷の患者さんがあまり来ないので、狂犬病が流行していることに気付きませんでした。それは一大事ですので、さっそくワクチンを外科医院に提供し、動物に噛まれた後に曝ばく露ろ後ワクチン接種をしましょう」

「え、ええんですか！　というか、そのワクチンというのは？」

　ドナルドの問いにもエレオノールは嫌な顔ひとつせず、ワクチンについてイラストをまじえて説明を始める。

「感染症にかかると、体内ではその病原体を攻撃し排除する免疫が作られます。このしくみを利用して、あらかじめ細菌やウイルスに対する病原体に抵抗するための免疫を作り出させておいて、実際に病原体が体内に侵入したときに発症や重症化を防ぎます。ワクチンには主に三種類あり、生きたウイルスや細菌の病原性を抑えた生ワクチン、病原体の感染能力を失わせた不活化ワクチン、病原体の毒性をなくしたトキソイドに分けられます。店主が作っていたのは不活化ワクチンで、実際に動物細胞に感染させて増殖させ、それを不活化──ウイルスのパーツをバラバラにすることによって得られます」

「ということは、病原性のないウイルスということになるんですか」

　ドナルドは混乱しながらも要点をまとめる。

「そうなります。完全な弱毒化ウイルスの生ワクチンと比較して、不活化ワクチンはウイルスの残骸なので、私たちの体にある免疫細胞に〝これは攻撃対象だ〟と学習させるために何回か接種する必要があります。ですが、狂犬病ワクチンは安全ですよ」

「血液中にそんな異物を取り込んで問題ないんでしょうか？」

「もともと、血液中には数えきれないほどの活動中の細菌やウイルスが侵入してきていますよ。私たちの免疫細胞は、それと日夜戦っています。ですので、量的問題以外には特に珍しいことではありません」

　レベッカが諭すような口調で補足した。

「異世界薬局マーセイル工場にいる弟に、ワクチン精製指示の電報を打ちましょうか。店主様にも報告しておきますね！」

　セルストがすぐに打電の準備をする。

「お願いね。助かるわ」

「それは何をしているんですかのう」

「店主が現在手掛けている新薬の準備は数百種類にものぼっていますが、もちろん一人では手に負えないので、各地の生産拠点、研究拠点に技術を分散して預けてあるんです。細胞培養の実験手法もマーセイルの工場で軌道に乗せているので、電信を使って同じ品質で大量生産を依頼することができるんですよ」

　エレオノールはカレンダーを見て、余裕をもって納期の日数を計算する。

「納期はまた連絡しますが、一か月みてください。どのくらいのロット数が必要ですの？」

「そ、そんなにすぐ……！　薬剤の代金の見積もりをいただきたく。それから必要数を考えます。使用期限も教えていただいていいですかのう」

　ドナルドは震える声で返事をする。えらいことになった！　と全身に鳥肌がたつ。

「ええ、ではすぐに。セドリックさん、マーセイルに確認がとれたら、見積もりをお願いします」

「かしこまりました」

　あまりにも薬価が高すぎると患者が薬剤代金を支払えず、場合によっては金銭的な事情で治療を諦めるかもしれない。そうなれば、医師が治療費を立て替えるしかない。

　すわ破産しそうだぞ！　しかし依頼した手前、払えないとも言い出せない。どうしたものかとドナルドの脳裏に金策がよぎる。

「あのう、その新薬は特注ということで、きっと目が飛び出るほど高いのですよのう？」

「ええ、もちろん特注品ですので、それなりに費用はいただきます」

「うう……」

　ドナルドの顔に脂汗が滴り始めたのに気付いたのか、エレオノールがカウンターの奥に控えていた事務の男性に耳打ちをしていた。

　すると、セドリックという名札をつけた男が書類一式を整えてドナルドに手渡す。

「帝国医薬品普及補助金の申請用紙はこれですので、これを所定の場所に持っていけば、高額な薬剤の代金が九割還付される補助金をもらえますよ」

「そんな制度が！」

「先月からできましたよ」

　ドナルドは地獄から救われたように思った。

「それでは、今日はここまでにします。またいらしてくださいね！」

　夢でも見ているような気分で、ドナルドは異世界薬局をあとにした。

「さすがは聖域の薬局。ここに来て、なんとかならないことがない」

　こんな都合のいい薬局があるのか、とドナルドは信じられない思いだった。





　◆






「え、原因が分かったうえに解決できそう、ですって？」

　バラ屋敷の主人アガタは、早朝に馬車を飛ばして訪ねてきたドナルドの報告に驚いて、階段でつまずきそうになっていた。この年で骨折でもしたら、とドナルドは気が気ではない。

「まだ一日もたってないのにですか？」

「はい、異世界薬局の薬師に相談しましたら、即解決の運びでして。狂犬病が疑われるとのことです」

　ドナルドは脱いだ帽子を両手で持ってハンドルのようにゆっくりと回している。自身もあそこで何が起こったのか、まだよく分かっていないのだ。

「ファルマ師に相談をしたのですか？」

「いえ、彼は不在でして。対応してくださったのは、ほかの薬師でした。四人の若い貴族薬師が全員で話を聞いてくれまして……。なんというか、平民にも厚待遇で恐れ多いというか」

「身分は関係ありません。同じ医業を営む者です、卑屈になるのはおやめなさい」

　それは常々アガタが外科医たちに言ってきたことだが、平民出身の医師、特に高齢の者の意識改革は難しいことだった。

「人畜共通の感染症ですので、犬の捕獲とワクチンの接種を推奨するということでした。詳しくは、このワクチンの説明書に書いてあります」

「新薬の受け渡し日はいつ？」

　昨日の今日持ってきたにしては、情報量が多すぎる。その資料も手書きではなく印刷物だったので、アガタは二度驚く。

「一か月後に、異世界薬局に取りに行くことになっています」

「それまでに……私たちも追いつくわよ」

　アガタは髪を振り乱して宣じた。

「確か……ワクチンの製造方法は技術局に登録されているのよね」

「はい」

　アガタは外がい套とうを羽織り、帽子をかぶる。半年ぶりのお出かけだ。

「私はこれから技術局に行きます。情報を洗いざらい開示してもらって、ワクチンの受け渡し日までには完璧に準備を整え、狂犬病に対する治療の最初の症例報告を出しますよ！」

「お供しましょう」

　ドナルドが仰々しく礼をする。




　アガタはワクチンの製造技術とともに、聴診器に注射筒、手術器具、老眼鏡の設計図まで持ち帰ってきた。

　そして数日後、アガタが外科医として現役復帰するとの知らせが外科医ギルドを駆け巡った。

「へえ。アガタ先輩、あのお年でさすがだ。これは私も負けていられないな」

　アガタの完全復活を耳に挟んだクロードが、そんなことを言ったとか。






五話　パッレの覚悟と客人の来訪






　一一四八年六月十五日になった。

　ファルマはその日、朝からエメリッヒやジョセフィーヌらと帝国医薬大の研究室にいた。

「教授、これ以上遠心分離機の速度が上がらないんですけど……」

　三人で遠心分離機の挙動を見ていると、少しずつ異音が始まった時点で装置の回転数が落ちてゆく。ファルマは記録をつけながら、二人に打ち切りを告げる。

「うーん。この回転数とＧでは超遠心は厳しいかなあ……。無理はしなくていいよ」

　今は遺伝子治療用のウイルス精製のために、超高速回転を可能とする遠心分離機の改良を行っている最中だ。

　超遠心分離機とは、溶質に遠心力をかけることにより、沈降挙動を解析するものだ。

　地球世界では百万Ｇもの加速度を生み出すことができ、分子の大きさの差のふるい分けができるものだが、異世界ではそうはいかない。

「でも、今より真空度を上げれば空気抵抗も減りますよね？」

　エメリッヒがチャンバーを力ずくで極高真空状態にしようと杖つえを構えるので、ファルマはその杖を押さえる。

「いや、もう十分」

　風の正属性の神術使いのエメリッヒだが、ファルマが神術の応用を教えたので真空を作り出すことができるようになっていた。空気の密度を移動させればいいのだと教えただけなのだが、彼もパッレと同様にすぐに原理を理解して応用に移す。

「やめよう」

　ファルマの決断は早い。粘るときは粘るが、諦めも早いのだ。

「ええ、しかし超遠心を使わないと目的のウイルスやタンパク質の濃縮と精製が……。最短で精製できそうなのに」

「カラムやメンブレンフィルターを使えば、低速でも濃縮できるよ、私たちだけが使うわけじゃないから、皆が使えないと意味ない。安全にいこう」

　代替手段があるからには、安全第一でいきたい。それに、帝都で研究室を爆発させたら、マーセイル工場にいるテオドールの笑いものになる。

「さっき言ってた、超遠心分離機が爆発するって話ですか？」

「遠心力に耐えられなかったり、サンプルのバランスが少し崩れてスウィングローターが崩壊しても爆発するよ。爆発というのは正確ではないな、崩壊だね」

　現状はローターの回転数の電子制御ができていないので、なおさら危険度は高い。前世では、超遠心分離機の事故には細心の注意をはらっていた。学生にもバランスのとり方には気をつけるよう、口酸っぱく言っていたが、それでもたまに事故が起こるものだ。

「遠心力って恐ろしいんですね……」

　ジョセフィーヌがぞっとしたようにのけぞって、顔をひきつらせる。ファルマは眉間にしわを寄せている二人を休ませるために、声のトーンを変えてぽんと手を打つ。

「いったん休憩にしよっか！　お腹がすいたな」

「学食行きますかー。確か二十日まで、パルフェ祭りだったはずなんですよ。ジョセフィーヌさん、好きですよね。うちの妹たちがチェックしていて。今日も学食に来ているはずですよ。昨日もいたんですけど」

　エメリッヒの妹たちはスイーツの情報収集に余念がなく、その情報は逐一兄にも報告されているようだ。

「パルフェ、賛成ですー！　妹さんたちと合流しましょう」

　ジョセフィーヌも満まん更ざらでもないようだ。

　ファルマは、ロッテにそっくりなエメリッヒの妹たちの顔を思い出した。エメリッヒの一族はロッテの遠い親戚なので、ロッテの顔を思い出せばだいたい当たらずも遠からずだ。

「そういえば、妹さんたちと弟さんは元気？」

「ええ、毎日元気にスイーツ開拓をしています。食べた分、ダイエットに忙しいようです」

「そ……そう。確か基礎代謝、脂質代謝、糖代謝が低い遺伝子型だったから、妹さんたちには食事に気をつけてもらって」

　運動をすればいいというものではない、きちんと予防をしなければね、とやんわりと伝える。彼女たちは確か遺伝型を調べると、糖尿病リスクが高かったはずだ。

「はい、伝えておきます」

　エメリッヒはまじめに受け止めているようだった。

　ファルマもエメリッヒも有閑階級の高等遊民であるはずが、なぜか平民以上に忙しい。




「教授！　ご報告したいことが」

　ファルマたちが白衣を脱いで、さあ学食にお昼でも食べに行こうかと移動していたとき、秘書のゾエが追いすがってファルマを呼びに来た。

「え？　メレネーが貿易船に乗ってきた!?」

　帝都と大陸は今や大陸間で通信が可能なのに、その第一報はマーセイル経由だった。

「教授？」

　ジョセフィーヌがファルマの顔をうかがうので、ファルマは二人に手を振って見送った。

「ああ、ごめん。二人で学食に行ってきて。急用が入った」

　パフェ食べてる場合じゃないぞ、ということはファルマにも理解できた。

　エメリッヒたちは当然ながら、新大陸での顛てん末まつを知らない。

「後で来てくださいよー。パルフェ祭りですよ、パルフェー！」

　ジョセフィーヌは、ファルマが食いっぱぐれるのではないかと気にかけているようだ。

「行けたら行くね」

「行けたら行くという人は、だいたい行かないものですよ」

　ゾエが耳元でささやく。

「鋭いな」

　最近ゾエが手厳しいのは、今日のように唐突な厄介事が転がり込んでくるからだろう。

「それで、メレネーたちは今どこに？」

「ええ。メレネーほかマイラカ族の六名はマーセイルで検疫を受けて、帝都を目指しているとのことです。ええと、このマイラカ族って何ですか？」

　ゾエが、マーセイルからの電報をつらつらと読み上げる。

「帝都に来る！」

　一か月ほどの航海をしてきただろうに、どうして帝国側の貿易商の誰も出発前に教えてくれないのかとファルマは白目になる。

「ええと、マイラカ族というのは新大陸の現地住民の人たちだよ」

「そうなんですね！　ではもちろんお会いになりますよね？　帝都の観光などの案内は？」

「俺がもてなすの？」

「教授を訪ねておいでなので、教授がすべきなのではと思いますわ」

　ゾエは諭すように伝える。ファルマは驚いて自分を指さし不本意そうな顔をしたが、確かにそうだなと腑ふに落ちる。

「でも俺、招いてないんだけどな」

　大陸間通信でも間に合うだろうに、とファルマは思う。

「まあ、細かいことは気にしないということで」

「そっか……。ゾエさん、帝都の観光スポットを教えてもらえる？」

「そうおっしゃると思って、帝都で評判のレストランを見繕っておきました」

　手回しのよい秘書のゾエは興奮した様子で、リストをファルマに手渡してくれた。彼女は普段から、要人や客人との会食の場を用意するのにもそつのない仕事をしてくれる。

「食べられないものとか聞いてなかったな。アレルギーとかあるかな」

　大陸ではエリザベスが薦めたものの干し肉は食べなかったな、とメレネーの行動を思い出すが、彼女の服装から何から生活様式のイメージが湧かなすぎて、何を食べているのかよく分からない。

「海の近くにお住まいだったのですよね。では、魚介を食べていたのでは」

　確認はしてないが、貝塚のようなものがあったので、貝は食べていたのだろう。

「そうかもしれないな。ちなみに、帝都の観光名所ってどこかな」

「建築の見どころというと、守護神殿などはいかがでしょう。帝都の建築様式は、国外からのお客様は珍しがられるようですよ！」

　ゾエが微妙な観光スポットを提示してくる。

「建築物の観覧にはいいけど、中に案内するとなると、思い切り宗教上の問題がありそうだ」

　下手をすると、神殿内で霊を呼び出そうとするかもしれない。それを見た神官らと宗教戦争まったなしだ。

「では、宮廷を訪問するプランは？　ご存じのとおり、壮麗な文化的建築物ですから」

「聖下に確認が必要だな。甘いものでも食べながら考えるか。ゾエさんもパルフェ食べに行く？」

「行きます」

　ファルマたちは、遅ればせながらパフェ祭りに合流した。
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　ある日、パッレはド・メディシス家の執務室で精力的に働くブリュノを訪ねた。

　部屋に通されると内側から鍵をかけ、ブリュノの執務机の上に『サン・フルーヴ帝国帝位御ぎょ璽じ』と書いてあるカードを置く。

「申し上げるべきか迷ったのですが、やはりお耳に入れるべきかと」

「何だ」

「聖帝エリザベス聖下より、サン・フルーヴ帝国皇帝の帝位挑戦権を拝受しました」

「それは聖下より伺っている」

　ブリュノは神妙な顔をして顔を上げ、少し声を潜めた。

「この挑戦権を、ファルマに譲渡できないかと聖下に奏上したいのですが」

「ほう」

　パッレの目標は、あくまでも薬師として独立することだ。挑戦権を受け取りはしたものの、皇帝の座に興味はない。それを聞いたブリュノは、困ったように額を押さえながら答える。

「新たなる皇帝は、神聖国によって見み出いだされるものだ。したがって、帝位挑戦権の譲渡はできない決まりになっておる。だが、権利を一度も使わないということもできる」

「それは機会の損失です、聖下は後継者を見つけたいとお考えなのでしょう。新たな皇帝の候補を立てることができなければ、聖下のご公務の負担もご心労も重なるばかりです」

「そうであろうな」

　ブリュノは歯切れの悪いしゃべり方になる。

「聖下は、ファルマのことを過小評価しておられます！」

　パッレは熱気のこもった言葉でブリュノに問いかける。

「既に筆頭宮廷薬師としてとりたてているであろう」

「薬師としての腕もそうなのですが……私は最近、神術訓練においてもファルマに勝ったことがありません。彼は年齢こそ足りませんが、聡そう明めいで、類たぐいまれなる神術の使い手で、薬神の加護と知識を得て、帝国の数々の危機を救いました。彼は英雄です。彼が即位したあかつきには、帝国は栄え、舵かじ取とりを間違えることはないでしょう。私は彼の兄として、彼の素質を畏い怖ふしてすらいます。人格も申し分ありません、彼ならば人民に慕われるよき皇となると思います。ファルマも薬師の身でありたいということは承知していますが……」

「はっきり言って、ファルマは皇の器ではない」

　ブリュノはパッレに話して聞かせる覚悟を決めた。

「父上までそんなことをおっしゃるのですか。なぜ彼を認めないのですか。私に配慮してのお言葉であれば──」

「そうではないのだ」

　パッレはとうとうブリュノの口から、ファルマが神聖国において神籍を持ち、正統な守護神と認められているという真相を知ることになる。

　ブリュノの執務机に置かれていた紅茶がすっかり冷めきってしまうまでの間に、ブリュノは順を追って、パッレの知らなかったファルマの姿を話して聞かせた。

　真相を知ったパッレはうなだれる。

「彼は、まことに薬神……なのですか」

「さよう。彼は守護神であるがゆえに、皇帝位につくことはない。宮廷薬師の地位に甘んじておられるのも、彼の言葉を世に伝えるに都合がよい」

　パッレが記憶をたどるに、これまでにも数々の加護を受けていた気がする。

　彼のもっとも近い場所にいて、彼の言葉を聞き、彼に命を救われ、彼のわざを見てきた。それは、薬神を守護神に持つド・メディシス家に与えられた福音だったのか、因縁だったのか。

　そして自分は、そんな彼にどんな態度で接してきたか。パッレは思い出すだけでも後悔で体が熱を帯びる。
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「私は、守護神様に数々の無礼をはたらいてしまいました。のうのうと生きてゆくことなど、耐えられない。死んでお詫わびしなければ」

　百万遍の祈りを唱え、この身を引き裂き、血と心臓を捧ささげなければと、パッレは悔悟の念からそうせずには気が済まない。

「それだ。そういう反応は困る。彼は特別扱いを望んでおらず、人々とともに生き、人々に寄り添い、人のために力を使い果たして滅びる益神だ。だから私もこれまでどおり、彼の願うように親子のように接している。そうしてほしいと仰せだからだ。お前はこれまでのように、兄のようにふるまうのが正しい」

　ブリュノは大きく息をついて、ペンを置く。ブリュノがまとめている資料は、ファルマの伝える医学と薬学を記録編へん纂さんしたものだ。ブリュノもまた、その日に備えている。

「……そうだったのですか。それでは私が皇帝になり、彼のもたらす医学や薬学を保護し、普及させるのがよいでしょう。彼が身み罷まかられてからでなく、世にまします間に」

「うむ……。彼はこのところ、ゆかりのある各地を訪ねておられる。現世との別れを惜しんでいるようにも見える。言葉には出さんが、あまり時間はないのかもしれんな」

　パッレは焦燥を握り潰つぶすようにぎゅっと拳を握りしめる。

　薬神はパッレの弟ファルマに宿り、彼の魂を生きながらえさせている。

　薬神は時折、パッレやブランシュの前で、あどけない弟の面影を見せることもある。それは、弟をなくしたパッレに配慮した薬神からの救いなのだろう。

　薬神がこの世を去るとき、ファルマ・ド・メディシスの魂も天上に連れてゆくのだろう。

　パッレは沈痛な面持ちで瞳を閉ざす。その瞳には、うっすらと涙が浮かんでいる。

「今日より、薬学のほかに、聖下より帝王学の教えを請おうと思います」

　彼は静かに、決意を吐き出す。

「よろしい、では聖下に奏上しておく。聖下は宮殿に招く準備は整えておられる」

「ありがとうございます。そして今と思い定めたら、帝位に挑みます」

　パッレは己のなすべきことを定めた。




　ブリュノの執務室を出たところで、パッレはファルマとばったり出くわす。どこかで買ったのか、たくさんのクッキーを抱えている。

　話を聞かれたかと身構えるが、彼は無防備な笑顔をむけてくる。

「兄上、今から下でロッテとお茶するんだけど一緒にどう？」

「ああ！　その後で神術訓練しようぜ！」

　昨日まではこうだっただろうか、とパッレは彼に気取られないよう取り繕う。

「しないよ、今日は忙しいから。またにしよう」

　なるほど、このお方が当代の薬神様なのか、とパッレは改めて彼に対たい峙じする。

　彼は華きゃ奢しゃで、ほわっとしていて、見るからに頼りない。

　それでも、小さな体で数々の奇跡を起こしてきた。

　白血病に蝕さいなまれ死を待つのみだったパッレの傍そばに昼夜を問わず付き添い、その天上の薬学をもって、確固たる理論のもとに癒いやしてくれた。

　彼の言葉を、広く世に普及する書物として編纂することを許された。

　帝国医薬大の中枢として、医学薬学の普及に腐心された。

　そして、世に光明を与え、人々を癒して、もうすぐいなくなる。

　もっと早く知っていれば……パッレはそんな感慨を胸の奥に押し込む。

　パッレは嬉うれしそうに階段を下りてゆく彼の小さな背中に、そっと祈りを捧げた。

「薬神様、あなたはこんなに近くにいらしたのか」

　薬神をかたどったかりそめの守護神像に額ぬかずき、毎日のように祈りを捧げていたパッレを、彼は後ろからどんな思いで見ていたのだろうか。
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「明後日、俺を訪ねてお客さんが来るから、観光プランを決めてみたんだけど」

　ゾエの手配で関係各所へ全ての根回しを終えたファルマは、自宅でロッテの意見を聴取する。

　パッレも誘ったので、彼もお茶会に加わっている。

「このプランで女子が楽しめるか教えてほしいんだ」

　ロッテはおやつを給仕しながらファルマの言葉に耳を傾けていたが、ポットを持つ手を止めた。

「女子といっても色んなタイプがいますが、よいのでしょうか。ほら、ブランシュ様とエレオノール様だってタイプが全然違いませんか？」

　そう言ってロッテは小首をかしげる。

（うーん……確かにメレネーとロッテはタイプが違うっていうか、正反対だけど）

　まあいっか、と、ファルマは資料をロッテに手渡す。

　パッレにも見せているが、パッレは何か別のことを考えているようで、今日は少し様子が変だ。父上に絞られたのかな、とファルマはあまり触れないようにしておく。

「メレネーはロッテと年が近いから、ロッテの意見も聞きたいんだ。兄上も意見があったら、何でも言ってよ」

　メレネーは十五歳だと聞いたので、ファルマの一つ上、ロッテの二つ上だ。天てん真しん爛らん漫まんな子供の心を忘れたファルマであるから、ロッテが喜ぶプランにすればメレネーのウケも間違いなさそうという目もく論ろ見みだ。

　一日目は自宅でメレネーたちを迎え、昼食は貸し切りレストランでランチ、午後は帝都を散策、宮殿へ招待、ド・メディシス家で歓迎パーティーの後、一泊。

　二日目は薬学校を視察、あとはお買い物と自由行動に付き合う。

　ロッテはファルマのプランに目を通し、恍こう惚こつとした笑顔をむけた。

「これならばっちりだと思います！　私がこのプランに参加したいぐらいです」

　その反応に手応えを感じたファルマは、ほっとする。

「買い物なんてそんなにするか？」

「これでも足りないぐらいだと思うよ」

　タイムテーブルを見ていたパッレは、買い物タイムが異様に長いのを疑問に思っているようだが、ファルマは長時間の買い物をすると踏んでいる。

「ちなみにこのお客様って、どんな方なんですか？　まず詳しくお聞きしないことには、意見を申し上げることもできません」

　ロッテは面識のない人物なので、そういう反応にもなる。

「実は新大陸からやってきた、霊や呪術を操る呪術師の人たちで……」

「ひぃぃぃ！　霊を操るんですかーっ！　神術陣を描かなければーっ！」

　しまった、ロッテには刺激が強すぎたようだ。これではメレネーたちの印象が最悪だと、ファルマは渋い顔になる。

「別に怖い人たちじゃないよ。絵を実体化することもできるんだよ」

「えっ！　絵をですか？」

　宮廷画家のロッテは、絵と聞くと心が躍るのだろう。声にも艶つやが戻る。

「もしかして、私が描いた絵も動くんですか!?」

（あっ、そうか。アニメーション！　しかも３Ｄ！）

　ファルマは、メレネーとのコラボによる新たな芸術の幕開けの可能性に気付いてしまった。
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　翌々日。

　薬局のシフトをエレンに任せ、ファルマは自宅でメレネーたちを出迎える。

　マーセイルの代行領主アダムの手配があったのだろう、メレネーと呪術師の一行は帝国風の装いでやってきた。

　メレネーは仕立ての良いドレスを着ており、育ちの良いレディに見える。彼女に随行している呪術師らも上等のスーツで、女性もパンツスタイルのスーツを準備してもらっていた。

　迎えの馬車から降り立ったメレネーと随行者五人は、ファルマに気付くと笑顔を見せる。

（ええと、男性が三人、メレネー含めて女性が三人か）

　ファルマは初対面の人物もいるな、と把握する。

「久しぶり、メレネー。帝都にようこそ」

　ファルマは朗らかに声をかける。わだかまりはあったが、お互いに水に流すべきだろう。

「出迎えご苦労。お前も変わっていないな、ファルマ」

　ファルマが手を差し出すと、メレネーは強く握り返してくる。

　その力強さから、和解をしたといってもメレネーが完全にファルマに気を許したわけではないという強い意思を読み取り、ファルマも緊張感を取り戻す。

「そっちの人たちを紹介してもらっても？」

「こちらは私の一番目の兄のアイパ、同じく二番目の兄のレベパ、三番目の兄のボンパ、次期村長のミナ、ミナの妹のベナだ」

　似たような顔立ちと名前なので、あとで写真を撮って覚えようとファルマは計画する。

　彼ら彼女らは十代から二十代といった年齢層で、メレネーが一番年下のようだった。スカーレット・ハリスの日記の記述にあったように、年功序列制ではなく、呪力が強い者順に地位が高いという社会なのだろう。

「よろしく。ファルマと、こっちがクララ」

　メレネーを知るクララも、関係者としてド・メディシス家に呼んでいた。

「いらっしゃい、メレネー。船酔いは平気だったかしら」

　クララがおそるおそる挨拶をするが、どんなに取り繕っても腰がひけていた。

　ロッテやブランシュ、ド・メディシス家の者も出迎えに出てきたものの、メレネーは彼らを脅威とも思っていないようで一いち瞥べつもしないが、ミナとベナはロッテに注目していた。

「まあ、私は興味ないのだが、家族が観光したいというので私は引率だ。それに貿易でたくさんの帝国通貨が手に入ったが、せっかくならば帝国で使ってしまいたい。本当に価値があるものなのかも確かめたいしな」

　貨幣価値の確認も兼ねているとは、抜け目がない。

「そのドレス、似合っていますー」

　話題に困ったクララがとりあえず装いを褒める。

「アダムという男が準備してくれた。帝国の服は生地がしなやかで、家族たちも気に入っている。ほかの家族にも買って帰りたいが……」

「価格がお手頃で仕立てのいい洋品店、知っていますよ！」

　クララが耳よりな情報を出してきて、メレネーは満更でもなさそうだ。

「では、後でそこに連れていってくれ」

　ファルマははたと気付くが、そういえばメレネーは自分たちと肉声で話している。

「メレネー、どうやって帝国の言葉をしゃべってるの？」

「祖霊を私の頭の中に宿し、単純に通訳をさせている。帝国人は臆病で、霊を嫌悪していると聞いた。霊の姿が見えないほうが好都合なのだろう」

　一応、霊への拒否反応が強い帝国民に対して、彼女なりに気遣いをしているようだった。

「そんなことできるんだ」

　ファルマはメレネーの呪術師としての能力に恐れ入る。

「なに？　ファルマにはできないのか？」

　少し勝ち誇ったような顔をするのが小憎らしくもあり、かわいらしい。

「できないから、素直にすごいと思う。こっちの言葉に合わせてくれてありがとう。そうだ、その前に。これを取りに来たのかと思って」

「なんだ？」

　ファルマはメレネーに、美しい装丁を施したノートを手渡した。

　ファルマにはメレネーのように通訳のできる霊の恩恵がないので『スカーレット・ハリスの日記』はさすがにマイラカ語には翻訳できなかったが、帝国語に翻訳しておいたものだ。

「来年までの約束を急がせてしまったか。……優先してやってくれていたのか」

「たいした作業じゃなかったよ」

　ファルマは英語ならば、読むのと同じスピードで翻訳できる。書くこと自体に時間はかかるが、少しも嫌な作業ではなかった。むしろ翻訳中、懐かしすぎて泣けてきたぐらいだ。

　地球言語の活字に飢えている今、日本語書籍でも差し入れられたら嬉しくて公道で朗読してしまうかもしれない。

「なんだかんだで、一日でできたよ」

　地球の情報は極力伏せたが、伏せすぎもせずメレネーが知りたそうな内容を時系列に沿って記載した。

「帝国語なら霊が読めるんだろ？」

「そのはずだ。……ああ、問題なく読めるようだ」

「最初に言っておくけど、これは本当にただの日記だったよ。君らにとっての偉人の人物観が変わってしまうかもしれない」

　メレネーは毒気の抜けたような顔つきになった。内容は日記であるが、彼らにとっては聖典のようなものなのだろう。

「分かった。心を落ち着けて、大陸に戻ってから皆で読むことにする」

「それがいいと思うよ」

　ファルマは何も言うまいと思った。少なからず、彼女らにとっては痛みを伴う内容だ。

　だって、彼女らが仰いだ偉大な呪術師は、地球に帰りコークを飲みたがっていたのだから。

「それはそれとして、食事でもどうかと思ってレストランの予約をしているんだ。そういえば、食べられないものってある？」

　メレネーは随行の五人にマイラカ語で話しかけ、こちらに向き直る。

「ちょうど私たちも腹がすいていたところだ。お前たちが食べるものなら、何でも食べる。我々はカタナが好きだ」

「魚のことですね！」

　マイラカ語を覚えていたクララがすかさず通訳する。

「それはよかった。魚介がおいしくて評判のお店なのでね」

　ファルマは、ゾエのチョイスは間違っていなかったとほっとした。




　貸し切りにしておいた帝都の人気シーフードレストランで、ファルマ、クララ、マイラカ族一行は舌鼓をうつ。カトラリーを使わなくても簡単に食べられるように、つまんで食べられるタイプの一口料理を中心にメニューを工夫してもらっていた。

　どうやら貝料理コキヤージュは特に口に合ったらしく、おかわりをしていた。

「たくさん食べてしまったが、住血吸虫はいないだろうな？」

　メレネーがどぎつい冗談を放つ。

「淡水の貝ではないし、全部加熱してあるから大丈夫だよ」

　ファルマはそう言ってホタテ貝に手を伸ばす。

　メレネーは手を止めて、ファルマに向き直る。

「住血吸虫症だったか。あれにかかった者たちはどうなった？」

　ファルマは、メレネーの意外な気遣いに驚く。

「薬を飲んで、みんな回復しているよ。心配ありがとう」

「そうか」

　メレネーはそれ以上踏み入ったことは言わないが、どこかほっとしたようでもあった。

　船員たちが住血吸虫症にかかったことに関して、メレネーの責任はいささかもない。ピチカカ湖に入るのを止めなかったということはあるかもしれないが、判断をしたのは船員たちだ。

　ファルマは話題を変える。

「帝都の食事はどうかな。口に合えばいいのだけれど」

「帝国の料理は、調理方法が多彩だな。気に入った。同じ食材でもおいしく感じる。味付けも複雑だな」

「それはよかった。調味料とレシピ本を買って帰ったらいいよ」

　メレネーたちが立ち寄る予定の店が増えてゆくので、ファルマはショッピングの時間を長めにとったのは正解だったと思った。




　全員が食事を終えたところで「じゃあ、移動しようか」とファルマが声をかけると、メレネーがこれみよがしに帝国で買ったものとうかがえる財布を取り出した。

　ファルマが目をまるくすると、メレネーはどうだとばかりの得意げな態度だ。

「店に入ったら料金というものがいるのだろう？　航海の間に、帝国の文化風習についての話を船員らに聞いてきた。財布はマーセイルの漁港で買った。計算はできん、いくらだ？」

「へえー」

　予習はばっちりというわけだが、ファルマは受け取らない。

「今日は歓迎会を兼ねてこちらがもてなすから、気にしないでよ。気楽にしていて」

「それは恩に着る。お前がこちらに来たら、精いっぱいもてなす」

「それは楽しみだな」

「たくさん食べたので腹ごなしがしたいが、いいか」

　メレネーはレストランの外に出ると、そう言ってその場で屈伸運動を始めた。随行者たちもメレネーにならい、運動が始まる。ほかの五人もじっとしてはいられないようだった。

「食後すぐ運動はよくないよ、胃痛になったりする」

　自由すぎる一行に、ファルマとクララは困り果てる。

「満腹になると眠気を誘う。そうならないように、体を動かしていたいのだ」

　ダイエットという概念はないようだが、満腹になるのは嫌なのだろう。

　メレネー以外のマイラカ族の随行者たちは通訳用の霊を連れてきていないようで、帝国語を話せない。なので、ファルマがメレネーに伝えて、メレネーが窓口となって彼らに通訳をする。

「じゃあ、散策がてら、エリザベス聖下のところに歩いていってみる？」

「それがいい。エリザベスというのは、あの偉そうな女のことだな」

　通行人がぎょっとした顔で振り返り、それを聞いたクララが不敬に思われないかと慌て始めた。

「実際にこの大陸で一番偉い人なんですよう」

　メレネー一行には往来の人々の好奇のまなざしがそそがれるが、ファルマの姿を見ると、安心したように見なかったふりをした。ファルマは異世界薬局の店主兼宮廷薬師としてそれなりの知名度を持っており、今回はそれが幸いした。





　◆






　一行は徒歩で帝都を観覧しながら、帝都の人々の生活にふれつつ、宮殿に到着する。

「ここが聖帝エリザベス聖下の住まう宮殿で、広大な庭園と離宮を持つ、華やかなバロック建築様式と内装が特徴の王宮。のべ五万人の職人さんが先帝の命令で何十年とかけて建築、造園したそうだよ。内部の様式は──」

　ファルマも観光ガイドの様相を呈してきた。宮殿が勤務先ということもあり、迎賓などの行事があるときには、筆頭宮廷薬師として国内外の賓客から詳しく宮殿の説明を求められる。

「なんという建築物だ。これは人間が造ったものなのか？　空から見てもいいか？」

　メレネーが絵を具現化した怪鳥を呼び出そうとしているので、ファルマは慌てて止めた。

「飛行はだめだよ、帝都の人たちが驚くから」

「お前も飛べるではないか。何が珍しいものか」

　ファルマは一応、帝都市民からは見えないように雲間に隠れるということをしている。

「人に見えるようには飛ばないし、他には誰も飛べないんだよ！　飛ぶときにはマナーを守って！」

　ファルマはメレネーの気ままなペースにもっていかれてしまう。

「飛ぶときのマナーって何なんですかぁ」

　クララの突っ込みもいまいちキレがない。このメンツの中では、クララだけが飛べない少数派だ。

　通行人の耳も気になるので、ファルマたちは詰所を顔パスで通り抜け、聖帝との待ち合わせ場所を目指す。クララは特別に宮殿への立ち入りを許されているので、随行する。

　他の五人は宮廷内ガイドツアーに行くといって別行動となってしまったので、聖帝とはメレネー一人での面会だ。

　聖帝がメレネーたちを招いたのは、宮殿の敷地内にある隠れ家的な別荘だ。彼女が最近造営させた離宮で、迎賓館としての機能もある。

（わー、これか。聖下が建造させていた迎賓館、初公開だな）

　マリー・アントワネットが愛したプチ・トリアノンみたいだなと、ファルマは懐かしく地球の建造物を思い出す。ロココ様式の優美かつ緻密な内装とは対照的に、離宮の正面には人工湖が配され、自然と調和した田園風の中庭も堪能できる。

「足労をかけたな。メレネー」

　聖帝が友好的な笑顔を見せると、メレネーは何とも言えない渋い顔をした。

「わざわざ顔を見せに来てやったぞ、エリザベス。お前、でかい家に住んでいるのだな！」

　メレネーの挑発に、聖帝の側近が戦闘になるのではと警戒して慌てている。

「よい、親しき友人のただの冗句だ。外で控えておれ」

　聖帝はそのお節介がわずらわしいと思ったのか、側近を下がらせた。

「友人と言った覚えはないけれどな」

「まあ固いことを言うな。ここは余の家ではあるが、ただの家ではない。行政の中心であり、立法、司法の中枢でもある。小さな国家ともいえよう」

　聖帝は中庭を眺めながら、蜂のようにくびれた腰に両手を当てている。どうだと言わんばかりの態度に、メレネーが呆あきれているようにも見えた。

「一つ疑問なのだが、富を独占し、同じ国の人間には分け与えるつもりはないのか？　我らは一族の誰かが得た富は等しく分配する。分配は大切だ、将来に禍根を残さない」

　聖帝はメレネーの言葉をどこか嬉しそうに受け止めると、彼女をテーブルにつかせ、喉を潤す飲み物をすすめる。

「そこで突っ立っているのもなんだ、飲み物でもどうだ」

「いただこう」

　メレネーには搾りたてのフルーツジュースがふるまわれた。

「この宮殿の造営は、帝都で仕事を求める種々の職人に十分な仕事と報酬を与える。大規模公共工事というものを知っているか？」

「いいや、知らん。我が部族では職種が固定化されていない」

　メレネーは子供っぽく首を横に振る。

「公共工事によって職人は家族を養い、子弟らは技術を継ぎ、他業種を潤す。これもまた、富の再分配のひとつだ。そなたがこれから一大帝国を築くやもしれぬから教えておくと、集落が拡大すれば村や町となり、さらに大きくなれば国となる。そうなる頃には、人々は役割分担をするようになる。各地に勢力が生まれ、統治も一筋縄ではいかん」

「ふむ」

　納得がいかないながらも、メレネーはひとまずは聞き入れる様子だ。

「人気取りに走るなら、市民らに贅ぜい沢たくをさせることがもっとも容易な方法だ。富をばらまき、消費させればよい。だが、そんな帝国は一代限りで終わる。国家を百年、千年と繁栄させるためには、大きな人々の営みの円環を作らねばならんのだ。また、国家の財力と宮殿の威容を示すことは、不幸な武力衝突を回避するにも役立つ。現に余が即位してより一度も、サン・フルーヴ帝国は国家侵略を受けてはいない。反乱も、武装蜂起もな」

　聖帝は、インペリアリズム制における彼女の政治観を要約する。

「力で押さえつけているだけではないのか？」

「皇帝位は世襲でもなく、終身制でもないのだよ。みなが在位中の余の行いを監視し、世論という名の刃やいばを研いでいる。皇帝の力が衰えれば、世論を味方につけた若獅子に帝位争奪の決闘を仕掛けられて、討ち取られる。その決闘で弑しい逆ぎゃくしたとて、罪には問われぬ。退位後の安あん寧ねいな生活を望むならば、わざわざ暴君になろうとする者はいない。そこで最善の行動とは、民の幸福を第一とすることだ」

「……意外と大変だな。この国の皇帝になりたいやつなんていないだろう」

　メレネーは呆れているようだが、ファルマは感心する。彼女の政治哲学について尋ねたこともなかったし、それはファルマの仕事ではないと考えていた。

「いかにも。逃げを打てぬよう、皇帝の器たるものに聖印という名の呪いが刻まれている。そういうそなたこそ、年のわりには随分と重いものを背負っているように見えるが？」

「そうだったが、それは全部ファルマに押し付けて逃げた」

　突然名前を出されたファルマは、きょとんとする。

「ピチカカ湖の呪いも解けたし、晴れやかな気分だ。よく眠れるようにもなった。無の根ルタレカを失った今、私の宿命も消え失うせた。今後は面白おかしく、惰性で生きてゆく」

　メレネーには出会った頃の怨えん恨こんに満ちた、殺気立った気配はもうない。彼女を苦しめていた問題が全て解決してしまって、牙を抜かれたのかもしれない。

　二人のやりとりに、ファルマは複雑な心境になっていた。だが、誰かが背負った荷を下ろせるならば、多少はこれでよかったのだろうとファルマも感じる。

　騒々しいやりとりを察したのか、隣の部屋からビリヤードのキューを振り回しながらルイが顔を出す。

「母上、誰か来ているのですか？　その人は？」

「客人だ」

「母上？　なんとお前、子持ちだったのか！」

　メレネーがエリザベスとルイを交互に指さして驚いている。

「そうだが？　息子のルイだ」

　メレネーは気が抜けたようにのけぞった。

「子持ちで長おさができるものなのか！」

「できるが？」

「長に子供などいたら、他部族からすぐに狙われるか殺されてしまう」

　だから、マイラカ族の長は在位中必ず独身なのだと彼女は説明する。

「帝位は世襲ではないからな。ルイを狙ったとて意味がない」

　ファルマが地球の日本史や世界史を思い出すに、世継ぎの暗殺はあるあるな話だが、それは世襲だからだ。

（王族の子は暗殺や毒殺が相次いだりするけど、大統領の子が狙われるのは身代金目的ぐらいだもんな）

　ファルマもそんなことを思う。

「そうなのか。意外と考えられた、すぐれた仕組みなのだな」

　メレネーは苦虫をかみ潰したような顔で称賛を送る。

「最善とは思わんが、国の民のことを思えば悪くはないと思っているよ。なにしろ、臣民にとって皇帝とは武力であり、兵器だ。安心して担ぎ上げ、身を寄せられる者でなければ、退けたくもなるだろう」

　聖帝は自らの立場をどこか割り切ってとらえていた。

「なるほど。大国の王は、大量の反逆者に怯おびえているのだな」

「寝首をかかれぬようにはしておるつもりだがな」

　聖帝は何もかも含んだようにふふっと笑う。

「珍しい髪の色をしているな。ビリヤードでもするか？」

　先ほどから突っ立っていたルイが、空気を読まずメレネーをビリヤードに誘う。

　背後から現れたノアが「マジ今は空気読んでください」とルイを引っ張っていこうとするが、メレネーは霊が翻訳できない単語を物珍しく思ったのか、首をかしげる。

「なんだ、その『ビリヤード』というものは」

「杖と玉を使った遊戯だ、どちらが狙いどおりに玉を減らしてゆけるかの競争だ」

　ルイはノアに羽交い絞めで連行されながらも、説明を続ける。この空気の中で平気な顔をしているルイの度胸もなかなかのものだった。

「はいはい、こちらへ行きましょうね、殿下！　私がお相手しましょう」

　ノアがルイの背中を押して捌はけさせようとしていると、メレネーもついてきた。

「おもしろい、受けて立つ！」

　ファルマとノアは思わぬ展開に顔を見合わせ、エリザベスはメレネーにそっとビリヤードのキューを渡す。

「余の愛用のキューだ。折るなよ」




　しばしの間、メレネーが皇子に挑みかかってはボロ負けを喫しているので、それを見守るファルマは気まずい思いだ。

「殿下はビリヤードがお強いから、残念だけどしばらく勝てないと思うよ」

　三連敗になってしまったところで、ファルマはメレネーに降参を促す。

「他の人たちも戻ってきたし、次の予定が」

　宮廷ガイドツアーから戻ってきた随行者たちも、ビリヤードを面白そうに眺めている。

「何を言っている！　勝てるまでやる！」

「殿下は一日三時間もビリヤードを練習なさっているので、厳しいと思うよ」

　さらに敗北を喫したところで、ルイが「弱すぎて退屈」と言って打ち止めになった。

「次に来たときは叩たたきのめしてやるからな！」

　メレネーが吠ほえるが、ルイは真に受けていないようだった。

「ええと、ビリヤード台一式、持って帰る？」

　うちにある台を一台プレゼントしてもいいかな、とファルマが気を利かせる。

　ルイは神術訓練が大嫌いなので、彼が神術の腕を上げて皇帝になる可能性は低そうだ。聖帝も「あやつは神力量も頭も足りぬから、いくら鍛えても無駄」という見解で、息子の怠慢についてとやかく言わないというのもある。

　神術についてはからっきしな代わりに、ここ最近でビリヤードのコーチをつけて熱心に練習しているところをみると、プロのハスラーにでもなるんじゃないかなとファルマは予想している。

「ファルマはあの子に勝てたことがあるのか？」

「何年か前はともかく、もう勝てなくなったよ。日頃のトレーニングがものをいうね」

　接待ビリヤードなので、もともと本気を出してはならないのだが、最近は本気を出しても勝てなくなった。

「まだ子供なのにすごいな」

「それに平気で乗っているのもすごいと思うけど」

　メレネーは、聖帝が「庭内見学用に」と貸し出したライオンに乗って宮殿内を散策している。ファルマが感想を述べると、メレネーはライオンの鬣たてがみをくしけずってやる。

「なんとなく乗ってみたが、なんの動物なんだろうな、これ」

　ファルマとクララ、そしてマイラカ族の者たちは聖帝の勧めたライオンを断って、徒歩でついていく。メレネーは霊を通じてライオンに指示を出しているようで、ライオンはエリザベスからの指示よりも従順に聞いている。

（聖下のライオンと馴なじんでるなー、飼い主みたいだ）

　ファルマは何の躊躇ためらいもなく、いとも簡単にライオンを操るメレネーの度胸に感心してしまう。

　メレネーはというと、目の前の光景に目を輝かせていた。

「いいものを見た。特にこれだ」

　メレネーは、大噴水の前でライオンの足を止めた。皇帝を模した彫像を中心に幾重にも水が立ち上る宮殿の大噴水は、一見の価値がある。

「これ、よかったら」

　まめな男のファルマは、宮殿の名所とエリザベスを写真におさめたポストカードを事前に買っておいた。帰国してからの土産話にも役立つし、インテリアにも最適だ。

「やあ、これは嬉しい」

　メレネーと随行者らは素直に喜んでいた。

「ところで、どうして水が低いほうから高いほうへ流れているんだ？」

「これはただの物理現象だ。水が高いほうから低いほうへと流れるしくみを利用して、貯水槽から噴水の高低差で水圧をかけて、水が噴きあがっているように見える」

「へえ……。私がこれをやろうと思えば、霊の力を借りるしかないけどな」

　宮廷庭園の美しさに見とれているメレネーに、ファルマが念のため忠告をしておく。

「ええと、この地の霊を呼び出さないように気をつけてよ。このあたりには悪霊しかいないから。マジでやばいのがいるから」

　近場でいうと、目の前に現れるのは、かつて納期に遅れて庭園の噴水で自殺したという造園家だろう。ファルマの前に現れたことはないが、宮廷人たちから話を聞くに、グロテスクな容貌をしているらしい。

　だが、メレネーに言わせると心配には及ばなかった。

「この地には縁もゆかりもないから、この地の霊を呼ぶことはしていない。祖霊には日々に手を合わせ、彼らの功績と恩義を語り継ぎ、祖先に感謝を絶やさない。そういうものだが、お前らの基準でいう悪霊しかいないとは、ここは呪われた大陸だな。お前たちが祖霊を粗末にしたのだろう」

　確かにこの大陸の人々は守護神を信奉しているが、死者が霊として現れるのを恐れていた。霊を大切に崇あがめ、手厚く祀まつっていればあるいは、悪霊に怯える暮らしをする必要もなかったのだろうかと、この大陸のたどり得た別の可能性に思いを馳はせる。

（いや、それでなんとかなる感じじゃないんだよな。こっちの大陸の霊は性質が違う気がするんだよね。でも、それってもしかして守護神にも責任がある？）

　ファルマの存在そのものが、霊を挑発しているのかもしれない。確かに、神力を駆使して霊をその場所から退けたなら、反発も起こるかもしれないという気もしてくる。

「もしかして、霊を鎮めたりするの得意だったりする？」

「ん？　できるが？　何か頼みたそうな顔をしているな？」

　ファルマは思わぬ活路を見つけたように思った。

「きちんと依頼案をまとめてからにするよ」

「まあ、そのくらいはお互い様だ」

　そんなに頼み事があるのか、とメレネーはいったん驚いた顔をするが、朝飯前だと言わんばかりに請け負ってくれる。

（もしかして、メレネーって霊のいざこざに関してはすごく頼りになります？）

　クララがファルマに「よかったですね」と、こそこそと耳打ちをした。





　◆






　その夜は予定どおり、ド・メディシス家で歓迎パーティーを開催した。

　せっかくの機会だからということで、異世界薬局の職員たち、帝国医薬大のゾエ、エメリッヒ、ジョセフィーヌらも招いている。

　エメリッヒは明らかにメレネーらが帝国民とは異なる人種だとみるや、興味津々でＤＮＡをとりたがった。

「もう俺、我慢できません」

「いったん落ち着こう」

　会話もそこそこに試験管を出そうとしていたエメリッヒを、ファルマが制する。

「歓迎パーティーで客人のルーツ解析をしようとするのはやめよう」

「いや、でも彼らと俺たちが共通の祖先なのかどうか気になりませんか。しかも、呪力ってどんな遺伝子制御で動いてるんでしょうか」

「気にはなるけれども」

「もしかしたら、神脈に対する呪脈のようなものが俺たちの体に眠っているかもしれないんですよ。今日を逃せば、いつ会えるっていうんですか。そう思うといてもたってもいられなくて。ちょっとだけ口の中をこすらせてほしいんですが、同意説明していいですか？」

　キリッとした顔でファルマに伺いを立てるエメリッヒは、好奇心の塊だ。口こう腔くう上皮細胞のスワブ用の綿棒を取り出そうとしていたので、ファルマは即没収した。

「早い、早いよ！　やるとしても今じゃないし、得られた情報は全て相手に提供するんだよ。あと、未成年の検査はだめだ」

　ファルマがエメリッヒに提供していた遺伝子提供の同意文書は厳密なもので、被験者が完全に理解したうえで、同意して採取されなければならない。

「遺伝子検査のガイドライン的にはそうでしたよね」

「藪やぶから棒はだめでしょ。君は初対面の相手にいきなり告白してしまうタイプなの？」

「え？　はい。失敗したことありませんし」

「そうなんだ」

　ファルマは前につんのめりそうになった。たとえが悪かった。

　ファルマがちらりとロッテやエレン、ジョセフィーヌらを見ると、コミュ強の彼女らはすさまじい打ち解け方をしている。

　メレネーらはエレンにすすめられて初めてワインを嗜たしなみ、ほろよい気分になっていた。

「ちょ、ちょっと！　メレネーはお酒、飲んだことあるの？」

　ファルマが急性アルコール中毒の対応をしなければならないかと気を揉もんでいると、

「果実酒を作って飲んでいたぞ。適当に混ぜたら何かできた」

「確かにそれでできるけれども！　初めてじゃないの？　ならいいか……よくないけど」

　未成年は飲酒すべきでないというのはファルマの持論であり、それは自身も守っている。

「このワインというものは不純物がなくて、面白い味がする」

　メレネーはお気に入りのようだ。

「買って帰ったら。ワインなら船旅でももつよ」

「そうする」

　宴もたけなわで、本日の目玉の宮廷楽団の演奏が始まった。よりすぐりの熟練者による宮廷楽団をド・メディシス家へ私的に派遣してきたのは、聖帝による心遣いだ。

　帝国語を解する霊を脳裏に住まわせるメレネー以外の随行者は、帝国民と会話ができないながらも、音楽には国境がないらしく、ボディランゲージで薬局職員らと踊り始めた者もいた。

　打楽器が得意な者がオーケストラのティンパニやスネアを借りて、メレネーはアカペラで手足を打ち鳴らし、マイラカ族らの打楽器のパーカッションが始まる。

　彼らに触発された宮廷楽団も、負けじと即興セッションをたちあげる。

　数分後には民族音楽のセッションが成立するのは、さすがに貴族たちのわがままにアドリブで即応してきた宮廷楽団といったところだ。

「今の、新しくていい感じじゃなかったですか？　新時代、きてますよ！」

「ほんと！　聴いたこともない音楽！」

　エレンやロッテらは頬ほおを紅潮させて感動している。ファルマの反応はというと、なじみのあるフュージョンミュージックかなあという感じで新しくは聞こえないが、興奮さめやらぬコンサートマスターにとっては革命的なセッションだったようだ。

「こうしちゃいられない、譜起こしをしてきます！」

　コンサートマスターはペンと紙を持って、走ってどこかに行ってしまった。異文化交流、大いに結構だと思う。

　その後は、テーブルゲームやボウリングなどを楽しむ。メレネーたちはもてなしの礼にと、ド・メディシス家の絵画に霊を通じて干渉し、絵を動かしたり額縁から出してみせた。

（これは屏風びょうぶから虎も出せそうだし、４ＤＸの映画館ができそうな勢いだな）

　久々に見た４ＤＸアニメーションに、ファルマも喝采を送る。

「この、絵を動かすのって、ものすごく需要があるんじゃない？」

　エレンが興奮気味にコメントする。

「も、もう一回やってくださぁい」

　宮廷画家のロッテはコラボしたい気持ちが昂りすぎて動どう悸きを起こしたのか、胸を押さえている。

「ロッテ、落ち着いて」

「わっ、わかりました……！」

　ロッテはゆっくりと深呼吸をする。

「例えば故人や恋人のポートレートが、生きているかのように動きだしたら……欲しい人はたくさんいるだろうな」

　と、ファルマは実用化への想像を巡らせる。

「もしかして、ちょっぴりエッチな絵なんかも……動くんですか？」

　何かのスイッチが入ったレベッカの妄想が止まらない。

　なにやら帝国民が盛り上がっているのに気付いたメレネーが、ぴしゃりと言った。

「呪力を持った術者がいないと絵は動かんぞ」

「ですよねー」

　構想があればきっと映画館ができるのもすぐだろうな、とファルマは予想する。




　宴も終わりに近づき、酔い醒ざましにド・メディシス家のバルコニーに出てきたメレネーをファルマが介抱する。

「やっぱり、お酒を飲むのを止めればよかったよ」

「ふわふわして気持ちはいいのだが、どうしてよいか分からん」

　メレネーはファルマにしなだれかかると、しっとりと腕を回してきた。

（これは、誰かに目撃されたら終わるやつだぞ）

　酔っ払いには付き合いきれないし、スキャンダルもごめんだ。メレネーは目を閉じるとファルマに唇を寄せてきて危うい雰囲気になってきたので、ファルマは右手をかざす。

「誰と間違えてるの。酔いを醒ますよ」

　ファルマは物質消去でエタノールを抜いて、メレネーの酔いを醒ます。

「な、なにをしている！　まさか私を手て籠ごめにしようと!?」

「ええっ！　処置しただけだって！」

　理不尽ながら、正気に戻ったメレネーに叱しかられるほかなかった。






六話　薬草園での密談






　翌日は、予定どおり帝国医薬大の見学にメレネーを連れ出した。クララを一日付き合わせるのも気が引けたので、ファルマは一人でいいよと断ってツアコンをする。

　メレネーの随行者らは、医薬大より帝国貴族らの神術訓練の様子が見たいというので、ド・メディシス家の所有する神術訓練場に行って、家付きの騎士らの神術訓練の見学をすることになり、ファルマとメレネーは二人だけの学校見学だ。

　メレネーは医薬大正門にある教授陣の肖像画に気付いて、足を止める。

「なんだ、これは」

[image: ]

「この大学の教授の絵だよ。伝統的に、教授の肖像画が飾られているんだ」

「ファルマもいるな。ひとりだけ子供なのだな。これは何年前の絵だ？」

「一年ちょっと前だよ。もう少し成長したら、描きなおしてもらおうかな」

　就任当時に描いてもらったものなので、既にずいぶんと幼く見える。あまり童顔に見えてしまうと、当初のエメリッヒのような血気盛んな学生になめられるのでよくないとファルマは痛感する。別に大学に入学してからなめられても、講義や試験で相手が勝手に返り討ちになるだけなのでかまわないのだが、ファルマの外見によって国外からの入学希望者が聴講を諦めたり別の大学に行かれると、まずまずの機会損失ではある。

　メレネーは、ブリュノとエレンの肖像画にも目をとめた。

「この二人も知っている」

「実は、父がこの大学の総長なんだ」

「家族と知人で経営しているのか、人手不足なのだな」

「……」

　帝国医薬大総長の権威も形無しだ。異文化交流も難しい。

「それにしても、動かない絵を見ていると、どうも落ち着かん。少しにぎやかしていいか」

「にぎやかにしないでよ！　帝国には今のところ、絵を動かす技術なんてないんだ」

　メレネーにとって、絵は動画でなければならないもののようだ。逆にそれが、ファルマにとってはカルチャーショックでもあったりする。

　メレネーは挨拶代わりとばかりに教授陣の肖像画を呪術で動かしたので、学生たちからは悲鳴が上がったり、大喜びだったりだ。

「絵が生きているみたいです！」

「すごい、ド・メディシス教授の神術ですか？」

　メレネーは学生らのリアクションのよさに気をよくして、ふふっと笑っている。大迷惑だとは思いながらも、ファルマは彼女の素朴な一面を垣間見た。

「インパクトはすごいけどさ……」

　そう思いながら、ファルマは変な顔をした自分の動く肖像画を眺める。

「もうやめてもいいだろう？　あと、父上の顔だけは動かさないでくれ」

「いやだね、ささやかないたずらだ」

　メレネーはまるで子供のようないたずらでファルマを困らせるが、彼女の本心はよく分からない。まあ、お互いに子供なのだから仕方がないかとファルマは諦め、掲示板に『諸般の事情で今、絵が動きます』と記した。

「ちょっと、ド・メディシス教授！　なにをやってるんですか！」

　大学の事務長らが騒動を聞きつけて、執務室からわらわらと出てきた。

　事務長は動く絵を見るなり混乱しながらも抗議してくるが、そう言われてもファルマにはどうしようもない。

「いえ、私の仕業じゃないので戻せなくて」

「ご同行者がやったとしてもです。どうするんですか、これ。医薬大の品格というものが！」

　引率者責任のようで、ファルマは割を食っている。メレネーは腹をかかえて笑っていたが、そろそろ許してやるかと言って事務長の希望を聞く。

「では、来訪者を視線で追って威嚇したり、不審者を睨にらんだり、道案内をしたり、夜間は眠るぐらいにするか？」

「おや、それは結構」

「余計怖いから！　いつまで動くの、これ」

「私がもういいと言うまでだな」

　ファルマのつっこみもむなしく、事務長が気に入ったのでそのままということになってしまった。夜間、大学に来た学生が、眠る肖像を目撃して卒倒するに違いないと思うと、ファルマは胸が痛い。
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　のっけから大暴走のメレネーだったが、次に案内したのは薬草園だ。

　ここをどうしても見たいと言っていたので、薬草や薬花の咲き乱れる薬草園の附属温室に彼女を招き入れる。

　薬草園には世界各地の薬草や毒草、果樹などが栽培され、薬草調合実習などでも活用される。

　メレネーは暑いのか、ワンピースをごっそり脱ごうとしている。

「ちょっと待って。それ以上は外では脱がないことになっているんだ」

「この服の下にも着ている」

「それは下着というんだよ、露出しないやつなの」

「それではまずいのか。なぜ帝国の作法にしたがう必要がある」

　大陸では薄着で生活していたので、帝国の服装では暑いのだろう。過激な肌の露出があったとしても、それは彼らの文化なのだ。ファルマがそれを恥ずかしいものとして、とやかく言うことは間違っている。

　困ったなと思っていると、ファルマの名を呼ぶ声が温室の外から聞こえてきた。

「ここにファルマ・ド・メディシス教授はおいでですか！」

「はい。おります」

「おお！　私は帝国美術大学の総長です」

　ファルマを訪ねてきたのは、長い青髪を個性的なアレンジでまとめている、美術大学の女性教授だった。確か一度、宮殿で見かけたことがある。

「ええと……私にご用ですか？」

　正直、美術大学の総長がわざわざ薬草園までファルマを探しに来る理由が思い浮かばない。

「たまたま貴校の前を通っておりましたら、正門に動く絵画があるではありませんか！　通りすがりの学生を問い詰めましたら、ド・メディシス教授の神術だろうと！　私はもう、いてもたってもいられず！　魂が揺さぶられましたわ！」

　情熱的なポーズでメレネーの呪術を絶賛する教授を、ファルマは止められない。メレネーの演出が芸術家の琴線に響いてしまったらしいので、誤解は早いうちに解く。

「実は、私ではなく彼女の術です。彼女はメレネー、新大陸から観光に来ました」

「素晴らしいですわ！　異文化の話を聴いて刺激を受けたいですわ。ぜひ、わが校で教きょう鞭べんをとっていただけませんこと？　報酬は弾みますことよ！」

「すみません、彼女はこの大陸に住んでいませんので、ちょっとそういうお話は困ります」

　ファルマが止めに入るが、メレネーは教授に無理やり両手を握られている。

「どういうことだ？」

　埒らちが明かないと思ったファルマは、メレネーに質問をする。

「この方は画家で、芸術を教える学校をひらいている。メレネーの絵を動かす呪術を教えてほしいみたいだけど、呪術を教えるのは無理だろう？」

　思わぬところからきたスカウトに、ファルマがメレネーに「断れ」と目配せする。

　メレネーはしばらく考えて、結論を出した。

「断る、教えられない」

「そ、そんなぁ！」

　教授は取り付く島もないが、ファルマは内心ほっとした。

「またのちほど、正式に当家より使いを送ってお返事しますから」

　ファルマはそう言って、教授にはお引き取りいただく。肩を落として帰ってゆく教授に、メレネーは手を振っていた。

「メレネーたちが祖先から代々受け継いできたマイラカ族の呪術は、そう簡単に人に教えていいもんじゃない。そうだろ？」

「なぜそう思う？　お前たちは洗いざらい知りたいのではないか？　ファルマがハリスの言葉を翻訳してくれたり、薬草や薬のことを教わる代わりに、こちらも何か帝国人の欲するものがあるか検討したが、特になさそうだ。呪力がないのに呪術を教えても意味がないし」

　一応でもお返しを検討してくれたというのは、ファルマにとっては意外だった。歩み寄りをしてくれている。

　あの教授の申し出は、メレネーが帝国貴族の神術を学ばせてほしいと言ってくるようなものだなとファルマは想像する。

（呪術は使えなくても、霊を操る技術を神殿は重宝しそうだけどな）

　メレネーがこれほど無防備では、少し心配になってしまう。彼女は一度信頼した相手には、あまり警戒心を見せないようだ。

「あのね。これは裏のない言葉として受け取ってほしいんだけど、武力以外の交渉カードは、そう簡単に切ったらだめだよ。国際交渉の基本だ」

「なぜ、他国の人間を利するような真似をしているんだ」

「俺はサン・フルーヴにいるけど、帝国の人々にのみ与くみしない。どこかの国だけでなく、できれば多くの人々が幸せでいてほしいと思う。メレネーたちの子孫に、百年後も大陸で笑っていてほしいから」

　今は帝国との交易だけだが、今後侵略者に狙われないとも限らない。

「今、サン・フルーヴ帝国は世界一の帝国で、エリザベス聖下はメレネーたちのことを尊重してその大陸から手を引こうとしている。けど、相手が知りたいと思うことこそ、伏せておくべきなんだ。メレネーたちの呪術は、帝国やほかの国と事を構えることになっても互角以上に戦える戦力になる。その力を、たとえ相手が使えなかったとしても教えてはいけない」

「エリザベスが仕掛けてこなくても、帝国の次の長おさや他の国の長は分からない、というわけか」

　薬草園にはファルマとメレネーの二人きりになり、周囲に人の気配はない。

　二人は薬草園内のベンチに腰掛けて会話を続ける。

「忠告痛み入る。それはそれとして、せっかく二人きりなので、お前とはもっと情報交換をしておきたい」

「いや、だから帝国の人間に呪術のことを言ったらだめなんだよ」

　今説明したのにとファルマはつっこみたくなるが、メレネーは黙って首を横に振った。

「お前は人間ではなく、薬の神なのだろう？」

「え？」

「私の霊が夜の間に調べてきた。私の大陸には祖霊パラルという賢き霊がいる。その霊がお前のことを〝霊の王〟と呼んで恐れていた。この国に来て神官という者たちを調べたらすぐ、お前が何と呼ばれているか分かった」

　メレネーはたった一夜の間に、使役霊を駆使してサン・フルーヴの帝都を調べ、ファルマの正体をつきとめていた。メレネーがこちらの大陸に来たのは、ファルマの素性の調査という一面もあったのかもしれない。

　しまったと思ったが、メレネーはファルマの反応を見て正解を確信した様子だ。

「私の大陸には偉大なる霊はいても、神というものはいない。それがどんな存在なのか分からない。しかし薬の神は、霊の敵ではあっても人間の味方のように見えた。なぜならお前は、海を越えて私たちの一族も生かそうとし、ピチカカ湖の呪いを解いて、私たちから何も奪わずに帰っていった。ハリスの日記を翻訳してくれたり、昨日と今日の様子を見るに、我々を歓迎しようとして心をくだいている。お前は人をわけへだてなく慈しむのだ。違うか？」

　メレネーはファルマに無む垢くな笑顔を見せた。こんな風に笑えるんだな、とファルマは新鮮に思う。

「……うまく返事はできないけど」

「お前は大陸の呪術や霊のことを知らないようなので、伝えておく。ちなみに、私は敵国の人間に内情を暴露しているのではない、薬の神に打ち明け話をしているつもりだ。同じ内容がハリスの日記にも書いてあるかもしれんが、たぶん書いていないのだろう」

「分かった。そのつもりで聞く」

　マイラカ族が呪術を使えるようになるためには、子供のうちに祖霊マアテたちの審判を受ける。その審判で認められた者が、資質に応じて呪力を与えられ呪術師となる。神脈に対応する呪脈というものはない。霊に選ばれた者が呪術師なのだから霊の敵にはなりえず、もちろん悪霊などというものはいない。

　そんなシステムを、メレネーはファルマに淀よどみなく話して聞かせた。

（神術体系と呪術体系って全然違うな……。ルタレカは同じなのに）

　共通点があったのはルタレカぐらいで、コンセプトもまったく異なっている。

「少しずつ分かってきたよ。呪術体系の中には、巨人とか巨大な霊の伝承があったりする？」

「誰もそういった話を聞いたことはない。巨人とはなんだ？」

「そっか、知らないか……ありがとう」

　メレネーは首をかしげていたが、ファルマに打ち明けてすっきりしたと言った。

「こちらからも質問だ。薬の神には何ができる？」

「薬師と同じだよ。薬を創って、人を治す。それがどんな人であっても」

「そのために、こういった植物を育てているのか。確かに、この温室にあるものは見慣れない植物ばかりだ」

「この大陸の植物とは、きっと植生が違うからね。似たものはあるかもしれないけど、メレネーのいる大陸にあるものとは違うかもしれない。植物から取れる薬はわずかだから、薬の成分だけを純粋に精製したものを使うといいよ」

「では、私の住んでいる大陸の植物は薬としては利用できないということか？」

　大陸の薬用植物の知識を得ても使えないのでは意味がない、とメレネーは落胆する。

　どうしたものかなと思案したファルマは、あることを思い出す。

「そういえばハリスさんの日記には、薬用植物やハーブのことが書いてあったよ。メレネーが住んでいる大陸にも、確かに原料はあるんだけど」

「それを参考にすればいいのか？」

「効果は一つ一つ確かめていくしかない。そのまま鵜う呑のみにするのは危険だ」

　ファルマはメレネーと共にハリスの日記を調べてみると、

　Gravel Plant（アメリカイワナシ：利尿作用がある）

　Box Tree（ハナミズキ：頭痛に効く）

　Blue cohosh（ルイヨウボタン：鎮痛や陣痛促進）

　Hydrangea（ハイドランジア：膀ぼう胱こう炎に効く）

　などなど、薬用植物の存在が記録されている。

「これらは薬として使えそうか？」

　メレネーが期待を込めたまなざしで見てくるので、ファルマは心苦しい。

（これらの植物の効能は、全部おまじないの域を出ないな）

　それもそのはず、ハリスの知識は二十世紀初頭のものであり、その有効性については現代地球薬学では否定されているものもあるので勧められない。メレネーが真まに受けてはいけないので、使えないと明言しておく。

「偉大なる呪術師の記録が、全く無用のものとは」

　メレネーが分かりやすくしょげるので、ファルマは悪かったなと気まずくなる。

「この薬草園にある薬用植物の中で、効果を持つものを大陸に持って帰って栽培すれば、そこから新たな薬をつくることができる。うちの関連薬局の店舗を大陸に出店して、そこに薬師を派遣してもいいけど、どうする？」

　メレネーが希望するなら、異世界薬局大陸支店の出店を検討してもいい。新大陸への赴任に興味のある薬師はたくさんいるだろう。

「それではだめだ。その店が撤退したら、何も残らない。我々は便利だった薬の記憶を懐かしみながら病に苦しむことになる。借り物の知識ではだめなんだ。本物でなくては。我々が賢くならなければ」

　メレネーがこう言うのは、ハリスのもたらした銃の現物を紛失したあと、マイラカ族は自力で護身用の銃を作ることができなかったからだという。そして、ハリスの技術は一代限りのものとなっってしまった。

　マイラカ族では銃の原理も理解できなければ、火薬の成分も、火薬を作る方法も突き止めることができなかった。ハリスが直接教育をした者は呪術にかまけ、部族抗争によって死に絶え、後世に伝わらず技術は続かなかった。メレネーはそれを痛恨に思っていたようだ。

「分かった。本格的にこの大陸の薬学をはじめとした科学技術を学びたいってことだね。でも、一朝一夕では無理だ、ある日急に技術が身につくなんて奇跡は起こらない。たぶん何を学ぼうにも、マイラカ族の誰も基礎学力が足りてない。何年もここで学んで学問をおさめるつもりがあるなら、喜んで受け入れるよ。エリザベス聖下に留学のご許可をいただこう」

　教育を受けたいという者を拒む人間は、この医薬大学校の教授陣に一人もいない。

「メレネーが留学するの？」

「それは一族の中でやる気があって見込みのありそうな者、ということになる」

「分かった。またそういう話になったら教えて」

「世界のしくみを学べば、我々は呪術を手放すこともできるのかもしれない」

「メレネーは呪術を手放したいの？　どうして？」

「お前もうすうす、分かっているのではないか？」

　呪力や呪術に長たけていても、いつかはその力を使い果たす。力を失った者は、暗殺に怯おびえなければならない。呪術の才能は個人の特性によるものが大きく、後世に伝わらない。呪術師の寿命は短く、戦闘により真っ先に犠牲になる。

　ファルマを脅かすほどの呪術の腕を持ち、マイラカ族の長としての地位を得ながら、メレネーが胸に秘めていたのは、ささやかな願いだった。

「マイラカ族全員が呪術を手放すことは、間違っていると思うか？」

「思わない。神術使いも同じような葛藤を抱えているから」

　神術使いも同じだ。神力の有無がこの国では全てを決めてしまっている。同じ人間なのに、貴族と平民との間には分断があり、平民は国の枢要に取り立てられることもない。貴族は、神力を得たことを責任と感じ、義務を果たすために日々激しい鍛錬を積んで己をすり潰つぶす。

　ファルマとメレネーの思いは同じのようだ。

　もし世の中が平和で、悪霊も発生しない状態になったら。

　ファルマも、悪霊がいなくなり、神術を使わなくても誰でも普通に暮らしていける日々が来ればいいと思っている。技術の継承についても、神術より科学のほうが優れていると思っている。

　それは地球人として漠然と感じていたことだが、ファルマがこの世界に来てから貴族に囲まれていたために、誰にも話したことがなかった。貴族たちが享受している特権を、使わなくてもよい状態にすることにほかならないからだ。

「だから俺は、限られた人にではなく皆が使える、役に立つ技術を誰もが学べるようになってほしい。でも、悪霊が闊かっ歩ぽしている現状で、この国の神術使いたちが神術を捨ててしまうことはまだ難しいな」

「先日も言ったが、この国の人々を脅かしているものが悪霊だというならば、私たちマイラカ族が、霊と争わず鎮めることができるかもしれない」

「それはありがたい。でも悪霊だけじゃない。霊よりもっとでかいのがいる」

「なんだと？」

　次元のはざまに潜む巨人、この世界の管理者であろう『墓守』。その墓守が駆動させ、世界の崩壊を食い止めているという鎹かすがいの歯車。異界から現れ続ける守護神の降臨もまた、神術依存の社会を強固なものにしている。

　道のりは果てしなく遠い。それでも、一歩ずつ歩みを進めることに意味はあるのではないか。

　暗中模索ながら、ファルマはメレネーという理解者を得た気がした。






七話　薬谷完治とファルマ・ド・メディシス






　薬草園での密談を終えたファルマは、メレネーを教授室に招き入れて、ソファをすすめた。

　秘書のゾエには今日は外してくれと言っておいたので、ここでも二人きりだ。

　当然ながら、エメリッヒにも来るなと言ってある。来るなと言っても納得しなかったので、あとでファルマが彼の実験を代行する段取りになっている。

「ここが教授室。適当に座って。何か飲む？」

「水でいい」

　メレネーは、教授室の飾り棚の置物などを珍しそうに触っている。

「ここはお前の別荘の部屋か」

「仕事場だよ。ここで仕事をしているんだ」

「薬を売る店もやっていると言っていなかったか？　仕事が多すぎなのでは？」

「経営者と店主をね。今は結構ほかの人にも任せてる」

　メレネーとのやりとりにおいて、彼女たちの呪術体系の基本構造や社会システムを知ったことは大いにファルマに刺激を与え、一気に世界に対する解像度が上がった気がした。

　世界を破は綻たんさせる力である神力や呪力を使わなくても人々が平穏に暮らしていける世界に変えてゆくことは、ますますもって必要だとファルマは考える。

　そのために、神術や呪術をなくす必要がある。

「呪術がなくなることに納得せん者も多いだろうが、間違っていないと思う」

「同意見だ。でも順序どおりにやらないと、ただ悪霊や墓守に蹂じゅう躙りんされて終わる」

「薬の神は、その墓守という巨人を見たのだな」

「ごめん、名前で呼んでくれる？　落ち着かないし」

　うまく言えないが、そわそわする。神聖国で公式に人間をやめはしたが、せめて個体名で呼んでほしい。つけてほしくないあだ名をつけられて冷やかされている気分だ。

　メレネーは首をひねる。

「ん？　神殿は〝薬の神〟と呼んでいるようだが」

「あそこはそういう宗教だから、事情が違って」

「分かった。私は称号で呼ばれると誇りに思うが、お前はそう思わないのだな。では名前で呼ぼう。ファルマは巨人を見たのだろうが、どんなやつだった？」

「ありがとう。半物質の杖つえで攻撃してみたけど、次元をずらされたよ」

　ファルマが墓守を目撃したのは一度だけ。帝都が悪霊によって襲撃されたときだ。

「次元？」

　メレネーは当然ながら知らない用語だ。

「なんていうかな、杖が届かないところに逃げられた」

　つまり、墓守は上位次元の存在なのだろう。

　ファルマはこの神力や呪力という、ファルマのいた地球においては到底説明のできない力が、どのようにこの世界の維持に寄与しているのか理解できない。理解できなければ先入観を取り払い、観測から始めるのが科学なのだが……エネルギー保存の法則を破ってうまくいくとは、どうも思えないのだ。

「なぜ、地球に似た世界にしたかったんだろうか」

　ファルマは、この世界に来てからずっと疑問に思っていた。

　この世界の歴史は浅く、神力や呪力の存在、わずかな地理の相違を除けば、ここは地球環境のそれに酷似している。墓守は何をしたかったのだろうか。

　農神の少女は地球出身ではなかったが、地球とよく似た場所から来たと言っていた。仮に別の宇宙に知的生命体がいたとして、地球に似た文明をたどることなどありえるのだろうか。

（この世界は地球とは異なり、地球文明をコピーして動かしている世界なんだろう。そんなの、うまくいくわけがない）

　生物進化とは、生物同士が絶えず競争を繰り広げ、環境に最適化した結果でしかない。地球史が土台として存在しない状態で地球文明をコピーし、同じ惑星で同じイベントが発生し続けたとしても、同じようにはならない。既にこの世界と地球では大陸の分布が大幅に異なっているので、準備された環境すら同一ではなく、論じるに値しない。

　しかも、化石燃料や土壌資源のコピーを忘れているし、火山活動も弱い。少しでも初期値が異なっていれば同じ結果にはたどり着かない。そもそも地球史を完全に巻き戻したって、また同じような生物進化の歴史をたどるとも限らないのだ。

　それでうまくいかなくなった部分を取り繕うために、神力や呪力などのチートで辻つじ褄つまを合わせようと頑張っているのだろう。

（やるからには、頼むからちゃんとやってくれ。この世界の人々の命運を握ってるんだから）

　ただ一つはっきりしていること……この世界の管理者は、管理が下手だ。

　ファルマはメレネーにそんな話を打ち明ける。

「結局墓守は、この世界の運営に失敗している。どれだけ鎹かすがいの歯車で延命をはかっても、遅かれ早かれこの世界は終わる」

　破綻を繕うための存在を別の世界から拉致してきて守護神とし、この世界の維持のためにすり潰つぶしている。

　拉致されるほうもたまったものではない。それに、自分はもう死んでいるからいいとしても、地球のある空間が巻き添えを食らうのは看過できないとファルマは嘆く。

　ファルマは、この世界を破綻から立て直すまでの道筋を考えた。

　一、悪霊のいない世界を作る。

　二、神力、呪力を使うことをやめ、物理学による整合をとる。

　三、鎹の歯車を寄生先の世界から引き抜いて、この世界を自立させ安定化させる。

　四、一～三の状態が保たれているか、信頼できる管理者が監視し続ける。

　墓守の支配を覆すなどと威勢のいいことを考えてみても、一介の人間であったファルマに、ひとつの世界の運営などできそうにない。墓守をそそのかすか、説得するか、意思決定を司つかさどる領域に介入するほかないのだろう。

「ほかの世界を巻き込まず、自分で独り立ちできるように整合性のとれた自然法則に切り替えていこう。経験を積めば、きっとうまくいくから」

　これを守らせるのが最低ラインだ。素直に聞き分けてくれればいいのだが。

「もう一つ方法がある気がする」

　メレネーがファルマに提案する。

「壊れていない、鎹の歯車とつながっている向こう側の世界に行く」

「え？」

　メレネーの発想はぶっ飛んでいた。

　つまり、薬やく谷たに完かん治じが存在していた世界。地球。日本。東京。そこへ行くとメレネーは言っている。

　懐かしすぎる地名だが、もうあまり向こう側の記憶を思い出すことができない。記憶を侵す禁術に踏み込み、神薬や霊薬を創りすぎた。

　それよりも……、

「あの、それは異世界への侵略っていうんだけど」

　これはさすがにまずい。

「あちら側の世界は壊れていないんだろう？」

「知らないけど、たぶん壊れてない」

「こちらが侵略しなければいい。お前が私たちの大陸においてそうしたように」

「丸腰で行ったとしても、普通に向こうの人類にやられるし、権力者にも怒られる」

　鎹の歯車にすり潰されるルートを攻略して異世界への通路を開いたとして、その先の世界へと突き進むと、薬谷完治のいた研究室へとつながる。

　その研究室から出た瞬間、その気がなかったとしても地球への侵攻ということになる。

　地球側の立場で考えると、異星人の侵入など許されるわけがない。

「誰に怒られる？　人の王か？」

　ＮＡＳＡとかかな、とファルマは真顔になる。あとは、電波望遠鏡を利用して地球外生命体の電波を受信したり探査機を探している、ＮＡＳＡのＳＥＴＩ（地球外知的生命体探査）というプロジェクトもある。

　東京の某大学の研究室からワラワラと異世界人が出てきたら、地球人一丸となって殲せん滅めつ作戦をとられてしまうだろう。怒られるどころの騒ぎではない。大パニックになる。

「そうだね、色々ある。普通に攻撃されて、鎹の歯車ごと破壊されて終わりだと思う」

「ハリスがそうだったように、ファルマも向こう側の世界から来たのだな」

「そうだよ」

「向こうの世界のことを、もっと教えてくれ」

　ファルマは教授室の鍵付き棚に置いていたノートＰＣをデスクの上に置き、開いてみる。ＰＣはこの世界の人々には見えないし触れられないので、盗難は起こりえない。

　地球の写真ならば大量に持っていたはずなので、それをフィルムにトレースしてメレネーに見せてあげることはできる。

「ん。なんだその箱は？」

　メレネーは、透明化しているノートＰＣを輪郭にそって指でなぞっている。

「メレネーにも液晶部分が見えるのか。もしかしてこの写真も見える？」

「いや、輪郭は分かってもそれ以上は見えない」

「残念だ。見られたら一目瞭然なんだけど……」

　しかしそれを見せてしまったら、いよいよ大々的に地球の文明をこの世界の住人に目撃させてしまうことになる。

　ファルマは何枚かトレースして、地球の風景をメレネーに見せる。彼女は地球文明に興味津々だ。

「この箱の群れ、見てみたいな」

「高層ビルのそびえる街だよ。この一番高いビルの頂上には、雲がかかっていたりする」

「なるほど。向こうの世界には、墓守のような管理者はいるのか？」

「さあ……宗教の問題になってくるな。信じている人もいるけど、少なくとも会ったことはないし、向こうの世界の人間はその証明すらできてないな」

「なんだ、ファルマ。お前は向こうの世界の仕組みを全く分かっていなかったのだな」

　言われてみれば、とファルマは当たり前のことに気付かされる。

「うん、まあ……それらしき伝承や聖遺物は世界各地に残っているけど、事実ではないと思う」

「ファルマ、お前はハリスの日記を事実ではないと思うか？」

「いや、現物もあるし、事実だと思うよ」

　なにしろ、日記という現物が残っている。

「ならば、なぜお前の世界の各地に存在した伝承は事実ではないと思った」

「反論しにくいことを言うなあ……」

　なぜ、神話や伝承を創作物だと思ってしまうのだろう。

　ファルマはこの世界より進んだ知識と神力こそ持っているが、脳内は普通に地球における一般人なので、地球上でさらに上位存在がいるかどうかは分からない。

　メレネーはファルマの目を見て断定したようだ。

「私はいると思う」

「いないと思うけど」

「いいや、いる」

「いないよ」

　子供の喧けん嘩かのような言い合いになっていて、見苦しいところだ。

「〝見えない〟ことは〝いない〟ことではない。私は霊の世界を知っている。現に、お前の言っている墓守という巨人は、お前にしか見えないのだろう？」

「そうだけどさあ……」

　地球で大々的に「造物主などいない」と言ってしまえば、大変なことになる気がする。

「では、鎹の歯車というものの先に行って、向こうの世界に出てみよう」

「鎹の歯車ってどんなものか知ってる？　人をすり潰す形をしてるし、近づくのは危険だよ。現に、何人もの人間や守護神を食らってるんだ」

「私は近づかないし、中には入らないが？」

　どういうことかと、ファルマは自分を指さす。

「俺？　俺も行きたくないよ。まだこの世界で思い残してることがたくさんある」

「そうは言ってない。既に死んでいる者、つまり私の霊を行かせればいい。霊なら通れるし、霊は私の心に見た映像を伝えられる」

「向こうの世界に霊の偵察を送るってことか……」

　それはありかもしれないと、ファルマはメレネーの意見に乗ってみることにした。

　となると、メレネーの滞在中に試してみたい。しかし、鎹の歯車に近づくのは危険すぎる。また蓋ふたが抜けて何かが解放されてしまったら、もう対処できそうにない。

　どうしたものかと思案して、そういえばと思い出す。

「待って。鎹の歯車経由ではなく、ほかに異界につながっているかもしれない場所がある」

　鎹の歯車より比較的安全に立ち入れる異界、つまり聖泉から入れる異界の研究室だ。

「それはいい。今から行けるのか？」

　メレネーは先ほど供された〝ファルマのおいしい水〟を飲み干すと、席を立った。

「行けるけど、装備を整えたほうがいい。それに、あの研究室に入るには回数制限があるんだよ」

「二人きりで行動できる日がほかにあるのか？」

　ファルマは相変わらず真っ黒なスケジュール帳に目を落とす。

「ごめん、スケジュールがいっぱいだった」

「どうせそんなことだろうと思っていた。では、今から私の絵鳥に乗っていこう。そこの学校の庭に絵を描いていいか？」

「芝生を荒らしたら怒られるよ。それより、もっと速い方法がある」

　ファルマは「寒くなるから」と言って自分の厚手のコートをメレネーに着せると、手慣れた様子でリュックに手早く色々なものを突っ込んで背負い、窓を開ける。

　窓の下と周囲を見渡すが、人目はないようだ。

「お前に乗っていくのか。神の使う飛翔ひしょう方法には興味がある」

「俺のことを乗り物みたいに言わないでよ」

　ファルマが彼女をエスコートするように手を差し伸べると、メレネーはにこっとして手を取る。

　ファルマは、彼女の体に自らの神力を含ませる。パッレがパラダイムシフトを起こした結果、色々と挑戦的な神術の使い方に取り組んでいるので、それに刺激を受けてファルマも人体を〝物〟として扱うことにした。

　位相幾何学的には、ファルマが杖を持って飛ぼうが、杖を腰に差したまま飛ぼうが、メレネーと手をつないでいようが、まったく相同だ。

　杖といえば〝乗らなくてはならない〟という先入観にファルマがとらわれていた。魔女がほうきに乗って飛ぶ姿のイメージが強すぎたが、杖は帯びてさえいれば乗らなくてもよく、コアさえあれば杖を持たなくてもいい。

「なるほど、私の体を自分の一部にしたのか。お前は人をモノのように扱うのだな」

「言い方がちょっと」

　たじたじになりつつもファルマは窓を蹴り、二人で空へと飛び立った。




　雲を抜けると、急激に気温が下がってくる。

「兄のおかげで学ぶことも多くてね」

「兄とは、あの銀髪のやつか」

　メレネーの息が白く凍り付く。

「尊敬できる兄だよ。新旧の神術にも詳しい。さあ、加速するよ。寒いからしっかりくっついててね」

　ファルマはメレネーを抱き込んで自身と一体化させると、空気の層でメレネーを守りながら、空気の薄い高高度へ脱出し、空気抵抗を避けながら音速に達する。

　かつて目的地までは一時間ほどかかっていたが、この状況なら十分もすれば到達できる。

　メレネーは何も言わず、ファルマの邪魔をしないように身を寄せていた。

　目指すは帝都より遠く離れた場所に位置する、人を寄せ付けない断崖絶壁の切り立った台地だ。





　◆






　ファルマとメレネーは、寂せき寥りょうとした大地の上に降り立つ。そこは雲に覆われて、簡単には人が立ち入ることができない場所だ。

「どうした？」

「あの距離をこの短時間で飛べるとは。私の絵鳥でも無理だ」

「メレネー一人なら運べるよ。飛行速度は重さによるかな」

「お前、つくづく人間が歯向かってはいけない存在だな……」

「メレネーにはかなり追いつめられてたけどね。ルタレカを取られたときには終わったって思ったし。実際、尻尾巻いて逃げただろ？」

「はは、お前も焦っていたのか」

「日和ひよって逃げたのは、たぶんあれが初めてだよ」

　それは痛快だ、とメレネーは少し得意げになる。

「ファルマが神力を手放すと、こういったこともできなくなる。ここには二度と来られないが、もう来なくていいのか？」

「そのときはまた、飛行機で来るよ。今俺がやっていることは、科学技術の進歩で達成できることばかりだ。人間は神術を使わなくたって、宇宙にだって行けるんだよ」

「そうなのか……。ではなおさら、なくしてしまったほうがいいな」

　メレネーは決意を固めるように、そう呟つぶやく。

　このあたりにあったはずだと予想をつけながら、ファルマは聖泉へと近づく。

「ここには本当に、お前以外には誰も来たことがないのだな」

　メレネーが呪術を使い、霊を駆使して地形を分析する。

「そういうのまで分かるの？」

「少なくとも、人や動物が死んだ痕跡がない」

「へえー……すごいよ。メレネーって、長おさになるまでにどれだけ訓練を積んだの？」

「まあ、長となるまでには色々あった。それでも、こうやって誰かの役に立っているなら、努力も報われるというものだ。お前もそうなのではないか？」

「俺は、神力を得るために努力なんてしてない。借り物の力だっていう引け目がずっとある」

　この世界で落雷で死んでしまったファルマ少年は、血ち反へ吐どを吐くような神術のトレーニングを積んでいたに違いないが、薬谷完治にとって、神力とはもらい物なのだ。

　霧の大地の中を歩き、水を消去せずに目視で探すと、窪くぼ地ちに小さな聖泉が見つかった。

「あった！」

　少し離れて探していたメレネーが駆け寄ってくる。

「この泉の底に異界があるのか」

「ある。まず泉の中に飛び込んで、水の中から水面だけ凍らせる。そこに裏側から体を突っ込むと、何もない空間に出る。その先に異界へとつながる研究室があって、さらに奥に進むと真っ暗な窓がある。向こう側に脱出できるとしたら、たぶんその先だ」

「全然分からん。ファルマと一緒に聖泉に飛び込んでみなければ」

「じゃあ、その作戦でいこう。水の中では話せないから、研究室の間取りを教えるね」

　ファルマは手帳に図面を描き、メレネーに解説する。

　薬谷研は薬学研究棟の３０１～３０５号室で、３２１号室に居室を持っている。聖泉から入れる入り口は、廊下から准教授室の３０１号室に対しての一方向のみだ。

　地球世界側には存在するはずのほかの入り口は、聖泉側から見ると存在しておらず、開かない。

　実体であるメレネーはこの空間に入れないし、入るべきでない。

　この異界の研究室に滞在できる時間はだんだんと短くなってきており、一定の時間になると研究室の外に締め出される。ファルマが研究室の扉を開いたら、制限時間内に彼女の霊に向こう側へ突破してもらうしかない。

　３０１号室では薬谷がソファの上で仮眠をとっており、生死の境をさまよっている。

　それを無視して研究室３０２号室を経由し、３０４号室の培養室に進む。

　そこから見える窓の外には、あるはずの廊下がなく、虚無の深しん淵えんがある。

　異界への脱出口があるなら、その先だ。

　出入りを繰り返すたび、だんだんと異界は拡張しており、廊下側に出られるかもしれない。

　メレネーには、事前にそんな情報を伝えておく。

「この説明で分かった？」

「分かった」

　本当に理解できているかメレネー本人に説明してもらうと、きちんと理解できていた。

「時計が何時何分になってるか見てきてほしいんだけど」

　異界の研究室は三時三〇分から四時三〇分までの時間を繰り返し、薬谷完治の生死の結果が重なり合っている。何度も往復をしたために、研究室に入っていられる時間が短くなっている。タイムリミットとなる四時三〇分まであと何分あるのか、知っておきたい。

　前回は、三時五〇分まで進んでいたはずだ。

「時計とやらの読み方が分からん」

　ファルマは時計のある場所を教えて、デジタル時計の時刻のうち、右側の二つの図形を覚えてきてほしいと伝える。それなら分かった、とメレネーは渋々頷うなずく。

「その、異界の部屋で寝ているという男は何者なんだ？」

「それが本当の俺だ。たぶん、たまたま異世界への入り口が発生した場所で死んだ。だから、こっちに連れてこられたんだと思う。放っておいたらそのうち死ぬから、何もしなくていい」

　ファルマは、帝都守護神殿から回収したＴ大学の職員証をメレネーに見せる。三十歳のときの写真だが、既に顔色が悪い。そりゃ死ぬよなと、今になって思う。

　メレネーは職員証を眺めて、ぷっと笑った。

「人の顔を見て笑わないでよ」

「いや、そうじゃない。お前、子供じゃなかったのか。どうりで言うことが子供らしくないわけだ」

「老けてるってこと？」

「落ち着いているというか、達観しているというか。違和感があったのだが、大人だと思えば納得がいく。子供の体に大人の精神。ごまかすのも大変だろう？」

「大人の体に子供の精神よりはましかな」

　かけあいもそこそこに、ファルマとメレネーは上着を脱いでタオルを用意し、聖泉へと飛び込む。ファルマが聖泉の裏側から神術で水面を凍らせると、メレネーは氷の中に手を突っ込もうとする。だが、メレネーの手は氷の表面で弾はじかれてしまった。

　メレネーの息が続かなくなったので、ファルマは物質創造で彼女の周囲に酸素を纏まとわせる。

　ファルマは手を伸ばして氷を貫通させ、向こう側の空間に出ると、メレネーに手を伸ばして異空間越しに掌てのひらを合わせる。メレネーは、ファルマの体を貫通させて異界に霊を送り込む。

　准教授室への入り口のカードリーダーは壊れかけているが、それでも職員証を押し付けると、数秒の間のあと、認証を受け付けてくれた。

　ピッと音がして、准教授室への扉を開く。

　准教授室の内開きの扉は、もう人が入れるほどの隙すき間まはない。腕がやっと一本通るぐらいだ。

　ファルマがドアの内側に腕を差し入れていると、腕を伝ってメレネーの霊が異界へと侵入した。中を見ようとするが、内部が暗くなっていてよく分からない。

　それから一分もしないうちに研究室のドアが閉まり、ファルマたちは聖泉の外に弾き出された。ファルマは危うく腕を挟まれるところだった。

（あぶねー……腕がなくなるところだった）

　放心状態になったまま、二人で聖泉の水面を漂う。霧がわたっていて、空も見えない。

　今回は異界の研究室に侵入していないのでファルマの神力量に変化はなく、体が透明化するという現象も起こらない。

「お疲れ様、メレネー。弾き出されるまで早かったけど……何か分かった？」

「一回外に出よう。少し時間をくれ」

　メレネーは状況を整理しつつ、考え込んでいるようだった。

　ファルマはメレネーを助け起こして聖泉の外に出る。

　二人ともすっかり水浸しになってしまったので、タオルを頭からすっぽりかぶり水分を拭ぬぐう。

「ええと、着替えがあるよ」

　聖泉で何が起こるか分かっていたので、ファルマも準備は万端だ。メレネーは着替えはいらないと言って、タオルドライで水気を切った。

「話せそう？」

「ああ。気を取り直した。順繰りに話していこう」

　まず、メレネーの霊は研究室に入り時計を確認した。時計は、一二を指していたらしい。デジタル時計なので、四時一二分しかない。やはり、以前来たときより進んでいる。

　次に、薬谷完治が寝ているというソファを確認したが、誰もいなかった。不審に思ったが、３０１号室を通り過ぎ、３０２号室を通過、３０３号室を通り抜けようとしたとき、３０３号室のドアが外側から開いて、誰かが入ってきた。そして、ファルマやエレン、パッレの使うものと同じ水の神技と思おぼしき攻撃でやられたというのだ。

「は？　あの空間は神術は使えないはず……」

　メレネーの霊はオタマジャクシのように霊体を細長く展開していたので、３０３号室に入っていた部分はやられてしまったが、３０２号室側にいた体部は無事だった。

　霊が３０１号室に逃げ帰ると、３０３号室から誰かが追ってきたという。

　霊はその正体を見極めようとしたが、漠然としか分からなかった。

「はっきりと断定はできないが、お前だった。そのカードの人物が、私の霊を殺した」

「もとの世界の俺、薬谷完治には神術は使えないよ。それに神しん杖じょうも持っていないし、神技は撃てない。そんなの不可能だ」

「杖はなかったが、小さな黒い棒を持っていた。それを左胸から取り出し構えて神技を放った」

「胸ポケットから取り出したっていうのは、ペンのこと？　それは単なる筆記用具だよ？　神杖じゃない」

「私に言われても知るか」

　メレネーはむすっとしている。彼女からすれば大切な霊をやられたのだ。しかし、腹を立てることもできないというところだろう。

「そうだね、ごめん。それで、俺がそれをむけて神術を使ったの？」

「何か話しかけてきたが、言葉が翻訳できなかった」

「そいつ、本当に俺だったの？」

「もう一回行って覗のぞいてくるか？」

「いや、もう指一本ぐらいしか入らないと思う。本当に入れなくなっていると困るから、あとの一回はまだとっておいたほうがいい」

（向こう側にいるのは、誰だ？）

　確かに、異界の研究室の中で一度だけ心筋梗塞から生還してもとの世界に戻ったであろう薬谷完治が存在するのは、ファルマ自身が目撃した。それが今回の彼なのだろうか。

（生還した影響で……？）

　もしメレネーの霊を浄化した何者かがこちらの世界の神術使いなら、メレネーの霊が東京側に出ようとしているのを侵入ととらえ、悪霊だと認識した。

　では、異界の向こう、東京側から分析室のドアを開けて入ってきて、霊を認識し、神術を使ったのは何者だ？

（まさか俺が神術を使えるようになっている？　向こう側の世界は、何かが変わってるのか？）

　インターネットで情報を確認しなければ。何か変わっていれば、情報の更新があるはずだ。

　ファルマは向こう側の薬谷が何を考えているのか、そして本当に薬谷なのか、もはや分からなかった。ただ、こちら側の世界にとってはまずいことになった。それだけは飲み込めた。

（もし、俺のことが見える俺と、異界の研究室で鉢合わせしたら……どうなったんだろう？）

　殺されたかもしれない。ファルマはそんな可能性に思い至った。






八話　全遺伝子疾患治療薬






　ファルマとメレネーは、聖泉から帝国医薬大の教授室に戻る。

　濡ぬれた服で飛ぶと体温を奪われるので、メレネーには持参していた綿毛布をかぶせて帰ってきた。

　しっかりと扉の鍵をかけてから窓を開けて出たので、教授室の中へは誰も立ち入っていない。前回はエレンと二人でいるところをゾエに目撃されて、誤解に誤解を重ね大変なことになってしまったので、同じ失敗は繰り返したくない。

「風邪をひくから着替えて」

　メレネーがくしゃみをしかけていたので、今度こそ濡れた服を着替えてもらう。

「ありがとう、付き合ってくれて。メレネーの体調と霊の調子はどう？」

　ファルマは、薬やく谷たに完かん治じと思おぼしき人物に神術で攻撃されたメレネーの霊のことも心配する。

　メレネーは頭の中に少し霊を残していたので、まだファルマと意思疎通がはかれる。

「私は平気だ。だが、私の霊は頭の中にわずかに残していたもの以外は殺されてしまった。もう戻らん」

　メレネーはむすっとして、納得がいかないといった顔をしている。

　彼女にとっては家族も同然の霊だ。彼女は数体の霊を使えるようだが、失われた霊は戻ってこない。彼女の霊はファルマと薬谷完治の双方に殺されたということになる。

「だが、ファルマが悪いのでもない。仕方がない、あいつが強かったのだし」

「ほんとにごめん。まさか襲撃されるとは思わなくて」

「もし制限時間となって強制的にあの部屋の外に排出されなかったら、あの男は扉を通じてこちら側に出てこられたんだろうか。いや、それ以前にあいつがこちら側に出てきて追ってくる可能性はないか。なんなら、既にその辺に来ているのではないか」

　メレネーが恐ろしい疑問を口にする。

「いや、それはないでしょ。もしそうなら、俺たちに気付かれずに飛んで追ってきたことになるよ？」

「お前にできることなら、向こうにもできるだろう。お前なんだから」

「確かに、特殊な杖つえを持っていたらね。そして仮に俺が向こうに行けるなら、向こうの俺もこっちに来られるということか。しかし俺は向こう側にはまだ到達していないから、本当にこちら側に来られるかは分からない」

　もうしそうなったら、自分がこの世界に二人いるという矛盾が発生することになる。

（向こう側の薬谷がこっちに出てきたら、今ここにいる俺はどうなるんだろう？）

　どちらかが消えるか、統合されるのだろうか。考えるだけでもぞっとする。

　こちらは研究室からつながる異界の構造すら把握していないが、向こうの薬谷はとっくに調査を終えていて、異世界へのゲートの安定化方法も心得ているかもしれない。

　自分が敵だった場合は、なおさら厄介だ。思考回路が同じなので、行動が読まれてしまう。

　さらに薬谷以外のほかの神術使いもいるのなら、向こうには世界的な科学者、技術者、軍事専門家等も大勢いるだろうし、設備も武装も全てがこちらの文明より上だ。

　こちらが神術を駆使して迎撃しても、一日に使える神力量に上限があるために、一般神術使いたちは大規模空爆などを防ぎきれない。科学文明の差で一方的に蹂じゅう躙りんされる展開となる。

　二つの世界の生存競争へともつれ込んだ場合、大義名分を得た地球人はどれだけでも残酷になれる。ファルマは軍事には詳しくないが、ドローンを用いた無人爆撃機、大量殺さつ戮りく兵器の使用も躊ちゅう躇ちょしないだろう。

（核兵器を使われたら……）

　物質消去能力があるので防御は可能だが、いつどこで使用されるか分からないので防衛は現実的ではない。

（一瞬で核分裂反応を起こす核種を特定できなければ終わりだし、どれがそうなのかも見分けがつかない。大陸各地に複数撃ち込まれたら対応できないし、他にも生物兵器、化学兵器、放射能兵器だって取り揃そろえてるだろう。現代地球と全面戦争になったとしたら、勝ち目なんてない。一か月もあればこっちが大陸ごと消し飛んでるぞ）

　地球人って……残忍！　と、三年あまりの滞在ですっかり異世界人側の立場になってしまったファルマである。

　もしかしたら神術や呪術に利用価値を見み出いだすかもしれないが、それが神脈や呪力を持たない地球人には使えないものだと分かると、それを攻撃に使われるリスクをわざわざ放置しておく理由もないだろう。

　それよりもなぜ、薬谷があそこにいたのか。ファルマはそこに立ち返る。

（普通に考えれば実験の途中だった、はずだ。もし、異世界人の襲撃を予測していて待ち伏せしていたなら、装備も不十分な俺が主戦力になっているわけがない。やはり実験をしていたら偶然、廊下側から室内に悪霊が見えたのでドアを開けて撃った、そんな感じか？）

「いや、でも……もし、俺の中に入っているのが俺ではないのなら……。だって、こっちのファルマは俺に意識の大部分をとられてるんだからな。向こうの薬谷だって、中に俺以外の誰かがいないとも限らない……」

「なぜそう思う」

　悶もん々もんとしているといつの間にか独り言になっていて、メレネーの存在を忘れていた。

「向こうの世界の俺は水の神術は使えないし、神力だってない。この世界でいう平民と変わらないんだ」

「その仕組みが分からないんだが、水の神術が使えるのはどういう人間なんだ？」

　マイラカ族たちの呪術に属性は存在しないので、神術属性や守護神、正と負の概念は理解しにくいようだ。

「この国の貴族のうち、水属性と呼ばれる者なら使える。もう少し技名なんかの特徴が分かればいいんだけど……あれ、メレネー、そいつはどっちの手で神技を撃ってきた？」

　はたとファルマは重要な確認方法を思い出した。

「こっちの手だ。マイラカ族の中でもこっちの手を使う者が多いが、何か参考になるのか？」

　メレネーは身振りで、右手だったと教えてくれる。左胸のポケットから右手で筆記用具を取り出して、そのまま撃ってきたそうだ。

「いや、大きなヒントになった。中にいるのは俺じゃない。俺は筆記用具は左手でとっていた」

　薬谷完治は左利きだ。考えたくないが、ファルマは一つの可能性に思い至る。

　あの、サン・フルーヴ帝都の中心部でファルマ少年が落雷に遭った日。

　こちらの世界の薬谷完治の意識の中にとけていなくなってしまったと錯覚していた彼。

（向こう側の俺の中にいたのは、ファルマ少年ではないのか？）

　ファルマが慄おののいてると、メレネーは眠気に耐えられなくなったらしく、ソファの上にねそべってすやすやと寝始めた。

　戻ってくる途中、呪力を消費すると眠たくなってしまうのだと聞いていた。異界の研究室への侵入や薬谷完治からの襲撃への対応で呪力を使い、遂に力尽きたといったところだろう。そのあたりは、パッレが神力を使いすぎて倒れるのに似ている。

　ファルマが寝入ってしまった彼女の体温を確認すると、少し体が冷えていたので、毛布をしっかりと着せ込んで、そのまま寝てもらうことにした。

　長旅のあと、帝都観光、慣れない文化風俗に取り囲まれ、そして聖泉への突撃といった弾丸ツアーは、十五歳の少女にはハードだったことだろう。

「ありがとう、メレネー……」

　ファルマはその幼い寝顔に感謝すると、意を決してＰＣを開く。

（向こうの世界は今、どうなっている？）

　聖泉から戻るたびに、向こうの世界の因果関係が少しずつ変わっているかもしれないというのは、これまでにも気付いていた。

　だが、今回の侵入では初めて外からドアが開いて中に誰かが入ってきた。明らかに、これまでとは違うことが起こっている。

　薬谷完治。

　向こうにいるのは確かに自分のはずなのに、彼が何者なのか正体を掴つかめない。

　この頃には、ファルマは神聖国から神術回路を介して帝都神殿まで敷設していたネットワークから、さらにいくつかの無線中継を経ることで、帝国医薬大の教授室でもインターネットに接続することができるようにしていた。

　相変わらず彼が取り寄せることのできる情報は、薬谷が亡くなる直前、つまり西暦二〇四八年五月二十八日午前三時台までの情報に限られているが、画面の向こうには全く知らない世界が広がっていた。

　ヘッドラインのニュースのトップに見えたのは、首相会見の動画だ。

「え？　首相が違わないか？」

　そこには、見慣れない人間が映っていた。名前を見ても、全く知らない。そんな国会議員いたっけなというレベルだ。

「ちょっと待って、令和って？　今年は二〇四八年で、令和三〇年!?　向こうの世界の元号は万ばん保ぽうではなく令和になったのか？」

　元号からして、ファルマの知っている元号と違う。

　ファルマの知る世界では、明治、大正、昭和、平成、万保となっている。

　だが、現在は明治、大正、昭和、平成、令和と元号がつながれている。

　令和はファルマの知らない元号で、二百年ぶりの譲位によって元号が変わったというのも驚きだった。そんなシステムがあったことすら知らなかった。

「れいわ……れいわ……かなり違和感があるな」

　前回、異界の研究室に入った後にネットで確認した元号は万保だったことを思い起こせば、かなりダイナミックな変化が起こっている。ファルマは飛び跳ねそうになる心臓の鼓動をおさえつけながら、過去数十年にわたって起こった出来事を探す。

　近代史のまとめサイトのほかに、新聞、報道各社には各年の出来事をまとめたアーカイブが存在する。年代ごとに大きなニュースがまとめてあるが、近年薬谷の知らない大きな相違点があった。分岐点になったのもこのあたりだった。

「ウイルスによるパンデミック……？　二十一世紀の地球でか？　世界的に大流行した？」

　ファルマの知る限り、小規模な鳥インフルエンザウイルスの流行はあったが、そんなウイルスの発生も流行もなかった。

　ファルマは頭を抱えそうになりながら、何があったのかとＷＨＯ、ＣＤＣ、厚生労働省、国立感染症研究所などの総括の報告を読む。ファルマが現代において医学情報を収集するときは、適切なデータを取り扱い適切な方法で評価され、学説の検証、相互批判が担保された研究者や専門家のコミュニティでの査読を経た学術論文や、それらをまとめた国際機関、公的機関の情報にあたる。

「スペイン風邪を彷ほう彿ふつとさせる流行だったのか……信じられない」

　疫学的な知見や医療技術を積み重ね続けているにもかかわらず、人類の歴史において、感染症の流行は繰り返される。それは理解できていたが、世界中でここまで死者数が増えるものかとファルマは驚きょう愕がくする。

　結局、この感染症は世界各国で迅速に開発承認されたワクチンの継続的な投与と、世界的に発生する変異株とのいたちごっこの末に、ようやくのことで終息を迎えた。

　ファルマは、こちらの世界ではほぼチートともいえる抗菌薬を、濫らん用ようと言われても申し開きのできない、薬剤耐性のリスクを無視して薬剤師の判断としては好ましくないレベルで用いることで黒死病の世界的な拡大を抑え込むことに成功した。

　そして、地球でも新型感染症が世界的な流行となり、多くの死者を抱えていた。

　二つの世界には、疫学的にも大きな出来事が起こっていた。

　ファルマは、かつて薬谷が在籍していた大学のホームページを訪れる。

　これほど歴史が変わってしまっていても、異界の研究室の外から白衣を着て入ってきたという状況証拠から推測するに、職位や常勤、非常勤の別はどうなっているか分からないが大学には在籍しているはずだ。部外者が電子認証付きの研究室に入ってくるのは難しい。

　自分が在籍しているかどうか、こんなに不安になるなんて……と、ファルマはいつにない緊張感を持つ。
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「ん……？」

　ファルマは思わず二度見した。

　薬谷完治は三十一歳時点で准教授だったが、同じ研究室の教授になってしまっている。

「三十一歳で？　何をやったらそんなことになるんだよ」

　ファルマが業績欄を確認すると、業績はそれほど多くはなく、たった一つの薬剤の開発に集約されていた。

　二〇四五年、三年前に薬谷はＳＯＭＡという遺伝子治療薬を開発していた。

「ＳＯＭＡって……なんだ？」

　ＳＯＭＡといえば、リグ・ヴェーダにも記載のある、インド神話に登場する不老不死の霊薬の名でもある。こちらの世界でいうところの、エリクシールという神薬にコンセプトが似ている。

　ファルマ少年はエレンの弟子だったから、禁術について聞いたことがあったかもしれない。あるいは、禁書を読んだことだってあるかもしれない。

（まさか、神薬を再現した？　禁書でも持っていったか、神術薬を向こうに持ち込んだ？）

　ファルマはあることに気付いて、嫌な予感がしてくる。

　相手は神殿に認められた神術使いだということは確定しているのだ。この世界ではめったにないが、神殿以外の宗教は異端として扱われる。ファルマ少年にとって異端にあたる宗教に登場する霊薬の名を名付けたということは、もうそれは直ちょく截せつ的に神殿への背信行為になる。

（こんなに堂々と異世界で神殿への背信行為ができるとすれば、彼は信仰を捨てたか、守護神の正体を知って信じる気をなくしたか……）

　ファルマは、薬谷完治がＳＯＭＡを発表した論文のリンクをあたる。

「メンテ中だ」

　発表元の雑誌のサイトが、ちょうどメンテナンス中とあり閲覧できなかった。ネットで検索しても、原文にも関連論文にもアクセスできない。臨床研究情報ポータルサイトなどもあたってみるが、こちらも臨床試験を実施中だという情報はあるが、どんな薬剤なのか詳細が見えない。

　情報が故意に遮断されているかのようだ。

「徹底的に妨害されてる。邪魔してくるのが墓守かほかの誰かなのか分からないけど、この情報を絶対俺に見せないつもりか」

　各種バイオインフォマティクス系のデータベースなどから読める部分を断片的に拾い読みすると、どうやらＳＯＭＡとは疾患治療関連酵素群、染色体維持ユニット、遺伝子修復関連酵素群からなる、遺伝子異常を徹底的に修正する、複数の遺伝子治療薬のようだった。

　要するに、自己複製機能を持ちながら遺伝子異常を修正し、生涯にわたって治療してゆくという薬剤のようだ。

「どんな構造してんの！　見せてよ、それを！」

　気の早い一般人からは『夢の万能薬』との期待も高く、人類の寿命は大幅に延びるだろうと予測されているようだ。

　ファルマが考えるに、万能薬というキーワードははっきり言って無駄だと思う。

　さらに、全ての疾患を治療するというコンセプトも意味が分からない。

　健康とは『身体的・精神的・社会的に完全に良好な状態』であることをいう。

　予防医学は大切だが、健康とは将来疾患になるリスクを徹底的に取り除いたり、懸念される遺伝子異常がないということではない。

　ヒポクラテスの時代でさえ『良いことをするか、できなければ少なくとも悪いことをするな』というコンセプトだったのに、わざわざその時代以前の考えに戻ってしまうのかとファルマは懊おう悩のうする。

　ただ、その薬剤のポテンシャルは途方もなく、人類を病から解き放つだろう。

　エメリッヒの一族の遺伝性疾患だってそうだ。

　ナタリー・ブロンデルも脳腫瘍再発のおそれから解放される。

　パッレも白血病の再発はなくなる。

（向こうの俺、とんでもないもの作ってるけど、こんな薬を作って承認が通っていいのかよ）

　薬剤名の頭文字を取るとたまたまそういう略称になっただけらしいが、少なくともＳＯＭＡなどと名付けたりするネーミングセンスはファルマにはなかった。

（俺がしゃべってる動画はないのか）

　ＳＯＭＡの詳細を話していると思しき講演動画などはかたっぱしから見られなくなっていたが、一つだけ閲覧できるものがあった。

　その道のプロに密着取材をするというテレビ番組で、薬谷完治の特集を組まれたときの動画があったので、ファルマは目を通す。ＳＯＭＡの発表の時期に薬谷が注目されたらしく、その生い立ちにも触れられていた。

　ファルマは自分自身をこれほどうさん臭そうに、険しい顔をして見つめることになるとは思わなかった。

（なんか肌つやもいいし、アスリートみたいな体つきで普段から鍛えてそうだし、外見が健康的すぎる。研究者っていうより、スポーツインストラクターじゃないか？　効率よく仕事して、家に帰って普通にジムとか行って私生活も楽しんでる勝ち組パターンか……。話し方が俺と全然違うし、話の間合いのとり方や目線の配り方、イントネーションも微妙に違う。言葉の抑揚も少ない。おそらく、中にいるのは俺じゃない）

　ファルマは動画を見て確信を深めつつ、雑談まじりの会話の中でプロデューサーの質問に答えた薬谷の回答に耳を疑った。

『薬谷先生は幼少期に不思議な体験をされたとか』

『はい、一時的な記憶の混乱だったのかもしれないのですが……』

　彼は十歳の頃に意識不明で救急搬送をされたことがあり、それを境に目が覚めると人格が変わったかのような錯覚を覚えたそうだ。その後、それまで全く興味を持っていなかった医学や薬学に興味を持ち始めたという。

（んん……？）

　ファルマは思い返してみるが、自身が薬谷完治であった人生のうちに、十歳時点で緊急搬送されたことも、自分を異世界人だと思ったこともない。ちゆの死後はもう、ひたすら勉強や部活にあけくれていた。

　引き続き動画を視聴していると、驚くべきことに向こうの世界の薬谷完治は一度覚えた情報を一言一句まで覚えている状態になっていたという。

『え、一言一句ですか？』

　台本はあったのだろうが、プロデューサーは大げさに驚いてみせる。

『そうなんです』

『今これ、私が読んでる推理小説なんですけど……』

　プロデューサーが持参したページをペラペラめくって、ランダムに選びましたと言わんばかりに目を閉じて指をはさみこむ。薬谷はそれを受け取ると、そこから数ページ目を通す。

『彼女が警察署に戻ったのはいつですか？』

『一二七ページの三行目、〝午後八時、彼女は上司に予定を変更する旨を告げ、捜査協力をはねつけた香川の件を洗いなおすとして帰署した〟です』

『うわーほんとだー、すごいですねー』

「すごい。あいつ、記憶力を無駄に使ってないか？」

　わがことではないかのように面食らったあと、ファルマは思い出した。

　自身がこの世界に来たとき、ロッテは〝ファルマ・ド・メディシスは、ド・メディシス家にあった書物の内容を全て覚えていた〟と言っていた。覚えている、のレベルを見誤っていたが、それは本当に一言一句だったのかもしれない。

　現ファルマも化学構造式や薬学関連については覚えているが、それはもちろん努力の賜たま物ものであって、知識も専門分野に限定される。何より、丸暗記しようと思わなければ覚えられない。

（間違いない、彼はこの世界のファルマ・ド・メディシスだ。二十一年もそっちにいたのか）

　ファルマは彼が異世界、東京で過ごした時間に思いをはせる。

　十歳のファルマ・ド・メディシスの魂と、三十一歳の薬谷完治の魂が交換されたとき、片方は三十一歳が十歳に入り、十歳はタイムリープして十歳に入った。

　動画を流し見していると、薬谷は妹が脳腫瘍をわずらったが治験に参加して、それが奏功したことにも感銘を受け、薬学の道を目指すようになったと話していた。

（ん？　奏功？　一時的に腫瘍が縮小したのか？　ちゆは亡くなっているんだよな？　でも、これだとまるで一命をとりとめたかのような……）

　ファルマは息を止めて、薬谷ちゆという名前を検索してしまった。一般人だった場合、名前が出てくるかどうか分からない。しかし、無防備なのか肝がすわっているのか、彼女はＳＮＳを実名でやっていた。

　同姓同名の可能性を考えるまでもなく、顔に彼女の面影があった。

（警戒心皆無だなあ。おかげで見つけられたけど）

　そこには、大人になった薬谷ちゆの写真や動画が数多くアップロードされていた。あまりにも頻繁に動画をあげているので、微妙な気分になってくる。

（ちゆ、前からそうだったけど自分大好きなタイプか……）

　ファルマが絶対に見ることのできなかった薬谷ちゆの未来が、そこには溢あふれていた。

　彼女は証券会社に就職したようで、同期会にあけくれていた。

　時折家族の話題も出ていることから、向こうの世界ではまだ両親が健在であることにも驚く。彼らの写真を見て、そういえばそんな顔だったなと思い出す。二人とも交通事故で亡くなった歴史も取り消しになったらしい。

「ああ……こうなったのか。元気そうだ」

　家族たちの写真を確認し、ファルマはほっと息をつく。

「どんな方法であれ、相当な苦労をしただろうな、ファルマ少年は」

　つながれた、ちゆと家族の命。本人も含めて、誰一人悲惨な境遇に陥っていない。

「よかったなあ……」

　耐えられず、涙がこみあげてくる。

　ファルマ少年は二十一年の歳月の中で、それが適切な方法であるのかはともかく、地上から疾患を駆逐しようとしている。薬谷完治が地球世界でなしとげたかったが、叶かなわなかったことだ。

（俺たちは、お互いがやりたかったであろうことをしていたんだな）

　ちゆのＳＮＳの最新の投稿を見て、ファルマは絶句する。

『今年の夏は、お兄ちゃんとフランス旅行に行きます！　マルセイユのプラド・ビーチ、楽しみです！　ビーチに大きな観覧車が出るらしいんですよ！』

　こちらのファルマにダメージが突き刺さって、悶もん絶ぜつした。

（まあ、俺がマーセイルでエレン、ブランシュ、ロッテとバカンスをしていたと知ったら、ファルマ少年から『けしからん、代われ』と言われるかもな）

　そう思い直し、ファルマも矛をおさめることにする。

　そしてファルマは、彼も故郷を思い出すことがあるのだろうと、十歳で家族と引き裂かれ遠く故郷から離れたファルマ少年の心境も慮おもんぱかる。

　ファルマが画面を見ながらもだもだしていたら、メレネーが起きて不審そうな顔をしているので、これまでの経緯をざっと説明する。

「なるほど。お前の中にもともといた人格が、あの男の中に入っていたのかもしれない。そして、彼は向こうの世界に神薬を再現した、と」

「そんな薬剤が承認されるのも俺には理解できない。不思議な力が働いている気がする」

「墓守が存在するのだから、お前のもとの世界がどうなっているかなど分からん」

「……そうだね」

「ところで、向こうのお前はなんの薬を創ったのだ？」

「ざっと簡単に言えば、どんな病気にも効くという薬だ。万能薬に近い」

　ファルマは手放しでそれを歓迎することはできない。

　ＳＯＭＡは遺伝子疾患を遺伝子治療で治療したうえ、生殖系列にまで影響を及ぼす。それは、遺伝的多様性を手放すことにほかならない。

　極端な話、アフリカなどにおける遺伝子異常である鎌形赤血球貧血症を治してしまったら、マラリアへの抵抗性が低くなる。遺伝子変異をことごとく正常化させ、染色体を安定化させるということは、進化をやめるということにもつながりかねない。そもそも、遺伝子においては正常の定義もないに等しい。

「その万能薬は、向こうの世界の人間では創れなかったのではないか？　例えば、神術を使って創ったとか」

「科学的根拠を示してデータを提示し、世界中のどの研究室でも再現ができないと薬剤にはならないから、それはないと思うけど……。神術が使えることが、何かに関係はしていたのかもしれないな」

　ファルマは、参考までにメレネーに尋ねてみた。

「もし万能薬があると言われたら、メレネーは飲みたいと思う？」

　メレネーは乱れた髪の毛を布で編み込んでいきながら、しばし考えていた。

「私は、一族の大人を半数に分ける。そして、くじをひかせて半数に飲ませる」

「なんで大人で、その半数なの？」

「仮にあらゆる病を治す素晴らしい薬だったとしよう。しかし、予想外の出来事が起こるかもしれない」

「それは薬剤そのもののリスクのため？　仮に副作用も長期的な影響も全くない薬であっても？」

「例えばだが、それを飲むと呪力がなくなったり、特定の人種には効かないときなどに、全員で飲んでしまっていたら取り返しがつかない。そして、子供に飲ませないことで、わずか一世代で人員を回復することができる。だから、飲んでも飲まなくても一族の繁栄に影響のない方法をとる」

（真さな田だ父子の〝犬いぬ伏ぶしの別れ〟かな？）

　生物には様々な生存戦略がある。どんなに安全で便利で画期的な発明が生まれたとしても、全員が使うべきではないというのがメレネーの考え方だ。

（だよな。懐疑的なものにはそういう反応になる。でもたぶん、このＳＯＭＡという薬剤の安全性が長期的に裏付けられたら、人類の殆ほとんどが一気にのっかる。ＳＯＭＡは寿命を倍ほど延ばす可能性を秘めている。老化による肉体の衰えからも解放され、健康寿命も最長になる。若返りと生病老死のうちの病、老、死から解放されるメリットに抗あらがえる人間は殆どいない）

　人類の殆どがＳＯＭＡを受け入れてしまったら、人類という種の遺伝子の多様性は一気に乏しくなり、生存と環境への適応においてのアドバンテージを損ねる。

　人類の遠い未来に思いをはせると、ＳＯＭＡを使うべきではないと思う。

　ＳＯＭＡ、それが穏やかに人類を滅ぼすとしたら。ファルマ少年は人類にとっての救世主などではなく、災厄の神、人類を終わらせる邪神ともいえる存在になるのかもしれない。約六五〇〇万年前、メキシコのユカタン半島に小惑星が衝突し、陸生および海生生物の大半が死滅したときに代表される、ビッグファイブと呼ばれる五度の大量絶滅をも繰り返し許容したように。

（その道は〝正解〟じゃない）

　人類の絶滅のあと、新たな生物が適応放散し、空席となったニッチ（生態的地位）を奪い合い、新たな生態系を築き上げ、人類以外の何物かが進化を続けるだろう。






九話　終わりにむけての計画






　ファルマはしばらく放心状態になって、何もやる気が起きなかった。

（鎹かすがいの歯車によってこっちの世界も終わるけど、このままだと地球人類も遠からず終わる）

　地球世界にいるファルマ少年がＳＯＭＡを作ってしまったなら、薬やく谷たに完かん治じの責任において、地球に戻ってＳＯＭＡを修正しないといけないかもしれない。

　もとの世界に戻れる気もしなかったが、ファルマはそんなことを考え始める。

（俺が向こうに戻るのは現実的ではないから、なんとかファルマ少年自身がＳＯＭＡの欠点に気付いてくれたらいいんだけど。というか、なんでそんなものが承認されたんだ……？）

　自問自答してみたが、それらしき理由はいくらでもあった。

　彼が薬谷完治として過ごした時期にも、それが歓迎されそうな土壌は醸成されていた。

　毎年のように生み出される革新的な治療薬や医療技術、それを支え高騰し続ける医療費。日本や世界各国で急速に進んでいた少子高齢化により、医療費の伸びは国民所得を上回るものとなっていた。患者負担を上げても上げても、財政支出は追いつかない。希少疾患や難治性がんの治療の決め手にも欠いていた。

　そんなとき、若返りや長寿命化をも実現する夢の万能薬、ＳＯＭＡが日本の薬学者によって開発され、有害な事象が起こらず、ベネフィットがリスクを上回ってしまったら。適応疾患を最大に見積もって、それぞれの疾患の治療薬として厚労省にスピード承認されるかもしれない。

　ＳＯＭＡは膨らみ続けていた医療費を大幅に抑制し、健康寿命を伸長し、生殖可能年齢をも大幅に引き上げ、七十歳を超えても妊娠できるとあれば、少子化問題や労働力の問題も当面の間、先送りにすることができる。

　倫理的な問題を置き去りにして、誰もＳＯＭＡの承認を止めることはできなかったのだろう。

　死を恐れ若返りを望む人類の殆ほとんどが、万能薬なるものに飛びついてしまう気持ちは分からないでもない。

　ファルマも同じ穴のムジナだ。この世界で数々のチートを使いながら、身近な人々の病に対して小手先の手段で抗あらがってきた。

（俺もきっと同じだ……。俺も向こうの世界にいたら、問題に目を瞑つむりながらただ歓迎したに決まっている）

　メレネーは、地球世界に思いをはせて沈み込むファルマに言葉をかける。

「何を落ち込んでいる」

「……故郷が滅びるかもしれないと思って」

「お前の思っているようなことは、向こうの世界の人々も思いつくのではないか。そうそう心配することはないのかもしれないぞ。お前がいた世界の人間は、お前と同じように賢いのだろう？」

「俺なんて、大して賢いうちにも入らないよ……」

　地球上の優れた人々と比較して、自身には何も強みがない。空っぽのまま、ただ突っ走って死んでしまった。

　地球人の一人として、地球の人々と彼らが積み上げてきた科学の叡えい智ちを信じたいが、地球人の一人だからこそ、ファルマは彼らの弱さも知っている。

「とはいっても、そのソーマだとかいう薬を飲むのをやめたらもとに戻れるのだろう？　何をそんなに悩んでいるんだ？」

「戻らないから悩んでるんだ」

　このＳＯＭＡという薬は、ひとたび効果を発揮し始めたら、永遠に遺伝子異常を修正し続ける。あろうことか、生殖系列のゲノムも修正してしまう。

　ＳＯＭＡの投与をやめたとしても、人類は本当に老いや病死から解放されてしまう。

　安全装置のようなものが組み込まれていたら話は変わってくるが、果たして人類は自身の健康を損ねてまで病苦を受け入れるだろうか。そうは思えないのだ。

「メレネー、向こうに行く案はなしになりそうだ」

　考えれば考えるほど、やはり何かがおかしい。

　ＳＯＭＡの存在する地球に行くべきではない。戻ってこられなくなるかもしれない。ファルマはそう判断した。

　鎹の歯車に寄生されているからか、向こうの世界でも異常が起こっている。向こうの地球はファルマの知らない世界だ。ひとたび足を踏み込めば……。

「こっちの世界を正常化させることが先決だ。そうすれば、向こうの世界も寄生が解けてもとに戻ると思う」

「分かった。向こうの世界のことは向こうのお前や、分別のある者に任せよう。こっちの世界に残ると決めたなら、向こうの心配をしている余裕はないぞ」

　メレネーの言葉は、年齢に似つかわしくなく頼もしい。

「ファルマの第一の目標は〝悪霊のいない世界を作る〟だったな。それであれば、この大陸に住まう悪霊を一体一体お前が浄化したり私たちが鎮めるのではなく、呪器を全て集めて私の住む大陸に持ってくるといい。この大陸の霊がどうなるかを一度観察してみよう」

　現存する呪器のマップは、サロモンら神官が作ってくれていたはずだ。それを一つずつファルマが回収してメレネーたちに渡せば、大陸における霊の出現を防げるとでも言いたげだ。

　彼女の提案には一考の余地がありそうだったが、ファルマはそれでいいのかと疑問に思う。

「でも、予想に反して悪霊を呼び込んで、メレネー達の大陸も汚染されてしまったら？」

「そのときは通常の対応をすればいい。もともとお前がやろうとしているようにな」

「分かった。じゃあ少しずつやってみよう」

　できることから少しずつ取り掛かる。慌てなくても、時間はまだ十分にある。





　◆






　その数日後。

　サン・フルーヴ宮殿内神殿で行われる大神殿の定例会に出席するため、ファルマとメレネーは宮殿へ赴き、エリザベスや主要な神官らと合流した。そこには、サロモンや各地の守護神殿の神官らも集まっていた。

　聖帝エリザベス一世の代になってからというもの、鎹の歯車に対する警戒のためと交通の利便性から、神聖国の機能をサン・フルーヴ宮殿内神殿へ移し、主要な行事や会議もそこで催されることが増えてきた。大陸各地から帝都へ向かう道はふんだんに予算をかけて整備されているため、帝都宮殿内神殿に大神殿の機能が集約することは、神官たちからもおおむね歓迎されている。

　ファルマの口添えとエリザベスの許可を得て、今日に限り、本来神官のみが参加する定例会にメレネーの参加も認められることになった。ファルマは大聖堂に集った彼らを前に今後の方針を述べて、率直な意見を募るつもりだ。

　しかし、そうとは知らない神官たちは、久々に守護神が臨席すると聞いてそわそわとしている。

「守護神様から我々にお話があるとか」

　新たな仕事を言いつけられるのではないかと怯おびえる者もちらほらいる。

「定例会の前に、薬神よりお言葉があるそうだ。心して聞くがよい」

　聖帝は大聖堂の中央部の大神官の席に座している。メレネーは客人として、その隣に席を用意された。

　ファルマは祭壇前に立って、慣例にしたがって神官らの祈りにこたえ加護を与えたあと、おもむろに語り始めた。

「これからお話しすることは受け入れがたいと思いますが、意見を聞かせてください」

　彼が伝えたのは、この世界を未来永えい劫ごう、悪霊の脅威のない世界に変えたいのだということ。

　そして、この世界の正常化のためには、この世界の因果を破は綻たんさせている神術と呪術を手放し、科学を基本とする新たな理ことわりのもとに世界の発展を目指してゆく必要があるということも、明確に伝えた。

　定例会には神殿関係者しかいなかったが、神官らの間に動揺が広がる。

　神術を手放すということは、すなわち貴族階級の特権を失うことだ。神官はともかく、世俗の貴族らにとってもそうやすやすと受け入れられるものではない。

　彼らはファルマの言葉を真っ向から否定するわけにもいかず、あれやこれやと理屈を並べ始める。

「しかし、神術を使うなと言われても、こっそり使おうとする者が後を絶たないと思います」

「我々が神術を手放したとして、子孫にまでそれを守らせるのは現実的ではないかと」

「神脈の開閉をつかさどる詠唱が外部に漏ろう洩えいしてしまった場合は……？」

　神術使いの誇りを手放したくない神官たちが、もっともらしい言い訳を考えては口々に述べ立てるが、ファルマは冷静に否定する。

「心配はいりません。私があなたがたの神術を根こそぎ使えなくしますので」

「ほう、それはどのようにして」

　聖帝は挑戦的な表情でファルマに問いかける。

「皆さんの同意を得てからにしますが、私は世界中の神術使いの神術関連遺伝子群をいちどきに破壊しようと思っています」

「すみません、おっしゃる意味がよく……」

「簡単に言うと、神脈を不可逆的に破壊します」

　ファルマはできるだけ感情を込めないように、無表情のまま伝える。ここに席を連ねる全員の心を折る行為だ。憎まれ役となるが、買わなければならない。

「『聖泉の水すい涸こ』をかけるということですか？」

「違います。神脈そのものをなくします」

　神官たちは驚きょう愕がくし、顔に恐れの色を張り付けた。

「あなた様は、私どもの体を作り変えることができるのですか」

「はい。あなたがたの体を構成している全てを作り変えることができます」

　ファルマは俯うつむき気味に肯定した。多少はったりもあるが、やる気になればできる。

「神術使いの素養は子孫に遺伝しませんし、神脈はなくなります。私の目をあざむいて隠れたり、逃げたり、回避することは事実上不可能です」

　ファルマがこの惑星全域を指定して物質消去を発動し、神術関連遺伝子群の最初から終わりまでの配列をいくつかの化合物として認識し、配列の一部を切り取って遺伝子をジャンク状態にすれば、遺伝子の機能そのものをなくすことができる。

　大神殿の禁書の記述によれば、神術使いの神脈に流れる力は常に一定とのこと。

　その前提を信じるなら、この世界から神術使いが一人もいなくなれば、ファルマが彼らに分け与えられるはずだった世界中の神力を一人で独占することができる。

　その力は私利私欲のために用いるのではなく、墓守と対等にわたりあうために利用される。つまり、この世界をこれからも末永く維持してゆくために、神力を没収するのだ。

　その目的と意図を伝えてもなお、神官らの動揺はおさまらない。

「世界中どこにいても、ですか……？」

「地の果て、海の果てであってもですか」

「逃げられないと思います。そのときが来たら、一人も逃さず潰つぶすつもりです」

　彼らを守るために、彼らから神力を取り上げる。

「こんな方法しか思いつかなくて、申し訳なく思っています」

　あまりにも無慈悲かつ一方的な手段を告げられて、神官らは恐怖に顔をひきつらせている。はったりではないと気付いたからだろう。

「潰すといっても、痛みなどはありません。私が術を使っても知覚できないと思います。ある日突然神脈が枯れ、神術が使えなくなる。神術陣に蓄えられていた神力もやがて尽きる。穏やかに、この世界から神術が消えてゆく。それだけです」

「同様に、我々の呪力も破壊してもらうつもりだ。神力も呪力も、両方なくなる」

　マイラカ族に呪力を制御する遺伝子群も見つかったため、同じ方法で呪力をなくしてしまうことができる。メレネーはファルマの案を支持する姿勢をみせた。

「そういうことであれば、拝承しました。ファルマ様がお決めになったことですから、我々神官は受け入れて平民へと身を落とします。守護神様からお預かりした神力は、守護神様へとお返しするのが道理。神脈の破壊はいつ実施なさるのですか」

　サロモンはなんの拘泥もなく神脈の破壊に応じ、具体的な日取りをファルマに伺う。

「今から五年後と定めたいと思います」

「では、この世界で神術を使えるのは守護神のみという情勢になるのか？」

　聖帝からの質問だ。

「一時的にはそうなりますが、それもすぐに終わります」

「そなたはどうなる」

　歯切れが悪いので、聖帝はファルマの安否を気にしているようだ。

　ファルマはその質問をやりすごすこともできたが、包み隠さず伝えることにした。

「私は鎹の歯車を破壊したときに巻き込まれて、消滅するでしょう。実は、私の体は少しずつ消えかけています。しかしうまくいけば、ただ消えるだけでなく、この世界の正常化を見守ってゆくことになります。せめてこの世界の役に立てるなら、私はそれで十分です」

　ファルマの固い決意を聞いたサロモンは口惜しそうだが、反対する様子はない。守護神の決定には従うと言ったからだろう。

「ファルマよ。お前の父親、母親、兄妹きょうだいたちには話したのか？」

　家族の話をされると、ファルマも少し決意がゆらぐ。

　ああ、ブランシュは泣くだろうなあ、とか。

　パッレやブリュノ、ベアトリスに伝えるのはしんどいな、とか。

　この体はファルマ・ド・メディシス少年の生きた証あかしであり、家族から彼を奪うことになる。

「悲しんでくれるかもしれませんが、私はもともとこの世の人間ではありません。この地の医療や科学の未来を見届けたいという未練はありますが、自然界の理を曲げて、誰かの生きる場所を押しのけてまで生にすがる道理は最初からありません。私は死者で、死者は無にかえるべきです。消えるときは潔く、それは私の美学でもあります」

　自分にだけ特例を適用してはならない。

　自分の時間は終わっていたのだから、本当はもう戻るべき肉体もない。

　この世界の霊を全て滅ぼしたら、最後に浄化されるべき霊は自分だ。

　見るべきものは見て、やるべきことはやった。話すべきことは話した。あとはもう、誰かがやってくれる。自分でなくてもいい。

　メレネーとそういう話をしていたではないか。

　あと五年もあれば、それはもう十分に時間を延長してもらったと言っていい。

（俺がこの世界で経験したことは、長い長い走馬灯のようなものだったのかもしれない）

　ファルマは神官たちの、まるで異物を見るような視線を受けながら、じんわりとそんな感覚に身を浸していた。

「神力を奪うことと引き換えにはなりますが、全員で滅びるより、私以外の全員を生かす道をとります」

「一つお伺いしたい。なぜ五年後なのですか。今年の闇日食の脅威がありますが」

　感情をかみ殺すかのように話を聞いていたサロモンが、どうしても咀嚼そしゃくできなかったらしく疑問を投げかける。

「鎹の歯車に私の神力を注ぎ込んでいるので、今年の闇日食まではもつと思います。次の闇日食の予定日をリアラさんに調べてもらって、五年後と特定しました。それだけの時間があれば、大陸中の呪器を回収することもできましょうし、悪霊が本当に消えたのか確認する時間もあります。そしてこれが一番の目的なのですが、私の持ちうる知識や技能を、後進に最低限伝えることができます。科学の礎が築かれたのを見届けてから、この世を去ることができます。とはいっても、鎹の歯車や私の体が五年ももつか分かりませんので、最短半年から最長五年ということになります」

　ファルマは、大まかにそんな道筋をたてていると神官らに伝えた。

　計画実現の足掛かりとして、まずはメレネーたちの協力を得て、呪器をメレネーの大陸に移し無害化する。持ち運べる呪器は神官らが収集し、直接ファルマのもとに持ってくるという算段だ。

「とはいえ、私どもでは取り扱えない呪器もあります」

「それは私が取りに行きますね。手がかかりそうなものは置いておいてください」

　もちろんファルマ自身も呪器を取りに行くつもりではあるが、一人では体が足りないので手分けをしてもらう。

「この大陸にある呪器をマイラカ族が全て引き受けてくれるのであれば、手前どもにとってはありがたいですが」

　神官らにとっても、教区の安全を脅かす呪器の厄介払いができるのは悪くない話だが、面倒をかけるメレネーの手前、彼らも神妙な顔つきをしている。

「メレネー、本当によいのか？　それがそなたの利益になるのか？」

　聖帝は彼女の黒い双そう眸ぼうを覗のぞき込むが、メレネーは冷やかに言い放つ。

「受け入れてよいとは言ったが、状況を見て対応する」

「それが妥当であろう。では、ファルマの提案に従って各おの々おの準備をすすめてゆこう」

　聖帝は、ファルマとメレネーの計画を受け入れた。

　この会議は大荒れになるかと予想していたが、メレネーと聖帝のおかげで話をまとめることができそうで、ファルマはほっと胸を撫なで下ろす。

「賛同いただき、ありがとうございます。ただ、私の案が最善だとは思っていません。異論や別案があれば受け付けています」

　ファルマが深々と頭を下げて退席し、聖堂内では通常の議題に移ろうとしていたとき、一人の女神官が勢いよく席を立つ。

「まってください！」

　ジュリアナが発言を求め、その場は騒然とする。

　彼女は周囲に取り押さえられそうになったのを振り切って祭壇を駆け上がると、ファルマの前に転がり込むように跪ひざまずいた。

「ジュリアナさん？」

「おかしいと思います！」

　ジュリアナの絶叫が大聖堂に響き渡った。

「私は、ファルマ様に命を救っていただきました。生きることを諦めた私を、死のうとしていた私を、あなたはこの世界にとどめてくださった」

　ジュリアナは無礼もわきまえず、這はいつくばったまま聖帝に詰め寄る。

「聖下も、それでよろしいのですか？　この方は、この世界に生きる人々のために一生懸命で、諦めないで命をつないでくださいました。それなのに、神殿はファルマ様一人を犠牲にして、それで私たちは助かってのうのうと生きようとしているのですか？　守護神様にお仕えする神官とは、あなたがたの信仰とは、そんなものだったのですか？」

　ジュリアナは涙を流しながら、悔しそうに体を震わせる。

「守護神様は人間を守ってくださるのに、人間は守護神様を守ろうともしないんですか！」

　ファルマは腰を落としてジュリアナと視線を合わせ、彼女に言葉をかける。

「ジュリアナさん、庇かばってくださってありがとうございます。私はもう人間ではないので、人間のように思っていただかなくて構いません。もともと死んでいる霊のようなものなのに、人と関わりたくて、ここまできてしまいました」

「よくないですっ！　やめてください、こんなときだけ。あなたは守護神様ですが、人間の心を持っていると仰せでしたよ！　私は臆病な人間なので、私がもしあなたの立場なら、怖いと思います。たとえもう死んでいたとしても、二度も死にたくないし、消えたくないと思います。でも、あなたは強くて優しいから、私たちに罪悪感を植え付けないために……」
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　ジュリアナは嗚お咽えつして言葉が出てこなくなったようだ。それでも服の袖で洟はなをすすり、まさぐるように言葉を続ける。

「……私は忘れていません。私を助けてくださったのは特別なことではなくて、人間同士の助け合いだからと仰せでした。だったら、こんなの絶対間違っています！　神殿は今まで、守護神様を鎹の歯車の生いけ贄にえに捧ささげて、その断末魔の悲鳴に耳をふさぎながら生きながらえてきました。それと今回の何が違うんですか？　もう、こんなのやめましょう……でないと、また延々同じことが続くんです！」

　ジュリアナは、床に身を投げ出してでも抵抗することに決めたらしい。

　そのなりふり構わない具申を、目を閉じて聞いていた聖帝は、宙をさまよわせていた扇をパチンと閉じる。

「よくぞ申した、ジュリアナ。世界のため、仕方ないと言い聞かせて、彼の提案を鵜う呑のみにして諦めるところだった。余も、彼が〝諦められなかった一人〟であったのにな……。二度も余を救ってくれた恩神に、なんと薄情なものよ」

　聖帝の瞳に、希望を取り戻したかのような淡い光が戻る。

「そなたはそなたの計画を進めるがいい。余は、そなたを生還させる方法を考える」

「目標がぶれれば、それだけ失敗する確率を高めます」

　ファルマは困ったように首を横に振る。優先すべきものは、自分の命ではない。




　定例会が終わり、メレネーは聖堂内の椅子にかけてジュリアナを慰めていたファルマの隣に腰を下ろすと、ぽつりと告げる。

「ファルマ。私もだ。私もお前に滅んでほしくない」

　ファルマは何とも言えない気持ちになりながらも、各々がそう思ってくれたことに対して、感謝を胸に刻んでおこうと思った。




　メレネーたちはファルマとの再会を約束して、それから数日後に呪器を受け入れる準備をするべく故郷へと帰っていった。






十話　薬神と異世界有識者会議






　一一四八年六月二十八日。

　サン・フルーヴ宮殿内に、聖帝エリザベスの招きで神術使いらが極秘裏に集められた。

　大神殿禁書庫番、神学者リアラ・アベニウス。

　宮廷薬師ブリュノ・ド・メディシス。

　一級薬師パッレ・ド・メディシス。

　一級薬師にして異世界薬局主任薬師、エレオノール・ボヌフォワ。

　ファルマの直系の教え子、一級薬師エメリッヒ・バウアー。

　宮廷獣医、ジョセフィーヌ・バリエ。

　聖帝は書面で口止めをしたうえで、神殿内のみで秘密保持されていたファルマの計画を共有する。ブリュノ以外の全員が驚きょう愕がくに打ちひしがれていたが、ジョセフィーヌは声を震わせながらも素直な感想を述べた。

「教授が薬神様かもしれないというのは、医薬大に通う者であれば一度は疑ったことがあります。ご本人は否定されていましたが、まさか事実だったとは……。私たちは、守護神様に教えを授けていただいていたのですね」

　ファルマを師と仰ぐエメリッヒのショックも大きかったようだ。

「私の守護神は薬神なんです。私の一族は遺伝性の死病にとりつかれ、薬神に呪われたと思っていました。しかし、そうではないと励まし、弟を癒いやしてくださったのは教授でした。あれは薬神固有の神術を使われたのですね。言葉にならないです……。教授を超える案を出すのは難しいですが、教授の計画にほころびがないか、批判的吟味を行ってみます。権威の説を鵜う呑のみにしないこと、科学の世界に上下はないこと、それは教授に教えていただいたことです」

　顔面蒼そう白はくで答えるエメリッヒは、ファルマを除いてこの世界でもっとも遺伝子操作技術に詳しく、なおかつ手技にも習熟した学生である。

　彼は一分もかからないうちに閃ひらめいたらしく、目を輝かせた。

「早速なのですが、教授の案を崩せそうな部分があります」

「早いな！」

「聖下、教授は本当に不可逆的に神脈を破壊するとおっしゃいましたか？」

「ああ、確かにそう言った。のう、アベニウスも聞いておったろう」

　聖帝が肯定し、リアラ・アベニウスも促されて頷うなずく。

　エメリッヒは深刻な顔つきで考え込む。

「……何か見逃しているのでしょうか。教授が実行されようとしている遺伝子操作は、不可逆的ではありません」

「私も同じように考えていました。もとに戻せます」

　パッレが、先に言われたとばかりに後に続く。

　パッレはエメリッヒのように手を動かして実験をしてはいないので詳しい部分は理解できていないが、ファルマと共著で教科書を書いた彼は、原理的な部分は完全に理解できている。

　やや遅れて、エレンとジョセフィーヌもあっという顔をする。

「確かに全身遺伝子操作ができる教授ほど簡単にではありませんが、局所的には神力を生成するメカニズムは残されており、我々にも扱える技術です。なので、この世から神術を消し去るという計画に抜け道があるように思うのですが」

　エメリッヒはパッレとブリュノの顔色をうかがいながら、何か間違っているのではないかという疑いを抱きつつファルマの計画の甘い部分を指摘する。

「それはどのようにして？　ちなみに、あまり難しい話はいらんぞ。理解できん」

　理解できないことを確信したらしい聖帝は、堂々と予防線を張っておく。

　パッレがエメリッヒに説明を譲ったので、エメリッヒは起立して簡単に説明する。

「例えば、現在聖下の皮膚細胞を体外培養しているように、自身のリンパ球や骨芽細胞、皮膚細胞などを体外培養し、破壊された遺伝子を遺伝子組み換え技術によって修復して自分の体に戻せば、少ないとはいえ神力を得ることは可能です。少ない神力でも使える神術はいくつかありますからね。それを足掛かりに、神術薬学や禁術を復活させることもできます」

　ファルマの教育の甲か斐いあって、エメリッヒはほぼファルマと同レベルに、実行力を伴う技術的立案ができるまでになっていた。

「それに不思議なのですが、そもそも神術遺伝子群の破壊はどうやってなさるのでしょうね。現実的かつ手数が少なくて済むのは、上方制御している遺伝子を変異させて神術遺伝子群の機能を止めてしまう、などでしょうか。遺伝子配列をいじるにしても、ＤＮＡ二本鎖を切断してしまえば染色体の不安定化につながるので、教授は臨床でそのようなことはやらないと思います。平民化で起こることと同じプロセスを実行しようとしているのですかね……？」

「たぶんハッタリだな。詳しいやつがいないと思って、説明を端折はしょってやがる」

「ファルマ君はそういうことはしないと思うわ。何か意図があるのよ」

　パッレが切って捨てると、エレンがファルマの弁護に出た。

「そういうことをする弟だぞ？」

　パッレとエレンは二人して、どちらがファルマに詳しいかを争っている。

　二人は聖帝の咳せき払ばらいで、ここが聖帝の御ご前ぜんだったことを思い出し、口をつぐんだ。

「私は難しいことは分かりませんが、晶石にため込んだ神力は減りませんよね。晶石の神力を使って神術を行うこともできます。晶石も消費しつくせばいつかは神力は減りましょうが、どこに埋蔵されているのかも分かりませんし、薬神様の思おぼし召めしのとおりにはならないと思います。ある日突然、神術使い全員の神脈が破壊されたとしても、なんとかして神力を得ようとする者は後を絶たないかと。そのあたりの可能性も見通しておられるのかもしれませんが、素人目にはそのように見えます」

　リアラが申し訳なさそうに、神学者としての見解を付加する。

「世界各地に残された神秘原薬に含まれる神力もありますね。把握しきれないと思いますし、これは、あと数百年はなくならないと思います。その数百年の間も神力は存在するという判定になるのなら、世界の崩壊は止められないと思います。ファルマが気付いていないのか、敢あえて触れなかったのかは不明ですが。この前提ですと、ファルマの案は崩れますね。論理的に考えて、意味がないことはするべきでない」

　パッレも神術薬学的な側面から見解を加える。

「ファルマは薬学の専門家でこそあれ、神術や神力の知識については素人です。代案を出して諦めさせるしかなかろうかと」

　ブリュノが断じた。

「しかし、ファルマ師は神術と呪術が存在するから、世界が破は綻たんしていると考えているのですよね。それなら、その力をなくす必要はあるのではないでしょうか」

　エレンが困ったように述べる。彼女はショックで何も意見が出せなくなるほど、ファルマの言葉を重く受け止めていた。

「小手先の技で神力を復活させられるなら、それはなくなったとはいえない。その時点で存在しないことは、その力がなくなったということではないんだ。ほかの方法を考えるべきだろう」

　パッレがエレンに答えながら、全員に説いて聞かせる。

「面白くなってきた。やはり束になった専門家は言うことが違うの。彼の計画倒れか、想定の範囲内か。まあ、いずれにせよ貴族全員を平民に落とすというのはかなりの混乱を生じる。ファルマの思惑どおり、五年の間に混乱なく貴族制度を解体、新体制に移行できるように準備しておく。最善の策としては、ただちに彼よりすぐれた最終解決案をぶつける。ファルマのやり方では神力はなくならない。世界の破綻を繕う別解を考えねばならん」

　エリザベスは彼らを前に、挑発的な口調で言い放つ。

「薬神との知恵比べとなろう」

　彼女は気持ちよく言い切ってから、ふらりとパッレに視線をくれる。

「ところで、神術なき世界では皇帝は何を基準に選ばれるのだろうな？　人気投票か？」

「それでしたら、私は逆にお役御免となって歓迎なのですが」

　次期皇帝の期待がかかっていたパッレは、肩の荷が下りた気分だ。

「私は薬師を続けたいもので」

　ブリュノ以外の同席者はパッレが何を言っているのか分からず、顔を見合わせている。

「なんなら、臣民を悪霊から守るという大義名分と統治の正当性が崩れて、皇帝自体が必要なくなるかもしれんな。その場合、国の代表を選挙で選んで合議制になるのか？　そちらのほうがいいような気がするな」

　当代皇帝がそんな不謹慎なことを言い始めたので、ブリュノは渋い顔をする。そうなれば宮廷薬師も廃止だ。

「神力や呪力を打ち消すような別の力って、ないんでしょうか。例えば、物質に対して反物質のような……」

　頭をかかえていたエメリッヒが、新たな側面から切り込んできた。

「それだ。まさに反物質を作り出せばいいのではないか」

　パッレが閃いた。彼はもう一歩で物質創造、物質消去を駆使できる段階にまできている。そこまで究めた神術を手放さなければならないというのは、彼にとっても葛藤は大きい。

「反神力、反呪力のような力を使わないと、結局神力を使って反物質を作っていることになりますが。神力と呪力は対応関係にないようですし」

「まいったな……反神力なんてのは、人じん智ちを超えるな」

　エメリッヒの反論に、パッレも考え込んでしまった。

「今日どうこうなるとは思わん。各自、案を練ってみてくれ。それから、ファルマにはこれまでどおりの態度で接してやってほしい。動じないふりをしていても、心細い思いをしておるだろうから、決して敵視したりしないでやってくれ」

「敵視？　教授は私の命の恩人でもあり、尊敬する師です。むしろ、神術を探究するためのよい研けん鑽さんの機会をいただいたことに感謝します」

　エメリッヒは迷いなく言い切る。この青年はファルマに対する報恩の思いが強すぎて、少し暑苦しいところがあるが、その熱量を好ましく受け取ったらしく、聖帝はふふっと微ほほ笑えむ。

「また命の恩人か。彼はこの世界に来てから、どれだけ人々の命をつないだのだろうな」

「少なくとも、黒死病の爆発的流行で世界が終わっていました。それを考えれば、世界中の人々が教授に恩があるといっても過言ではないです。なにせ従来なら、黒死病に侵された都市ごと焼き払い、感染者もろとも皆殺しにするという対応になっていたはずです。あのとき、教授が抗菌薬をもたらしたことにより、ほぼ最小ともいえる犠牲者で済んだのは奇跡というほかにありません」

　エメリッヒの言葉に、聖帝も全面同意だ。

「確かにな。薬神は疫病の流行はやる前年に現れ、疫病を鎮めて力を使い果たしては消えてゆく。だが、彼は薬神紋を二つ持っているだけあって、此こ度たびの守護神は滞在期間が長く、生ける伝説であるな。彼は自ら消えようとしているが、せっかくなら長居したついでに、いつまでもこの世界でゆっくりしてほしいものだ」

　こうして極秘裏に開催された第一回反はん駁ばく会議は終わった。




「あの……」

　皆が席を立ち慌ただしく退出してゆくなか、最後にエレンが聖帝のもとに跪いて上申する。

「聖下の大神官としてのお立場からは、先ほどのお言葉はごもっともだと思いますし、私もそう願います」

「ファルマには長らくこの世界に在ってほしいという話か？」

「はい。しかし彼はもう疲れてしまったのではないかと。近くで見ていて、そうも思います」

「それは多忙であったり、今後の不安のためだろう」

　エレンはぎゅっと唇を引き結んでいたが、震えながら思いを伝える。

「本当にそうなのかなと思いまして。今回、私たちが話し合っただけでも、彼の計画にはいくつもの綻ほころびがありました。用意周到な彼らしくありません」

　通常はファルマの計画にミスはないというより、今回の計画は彼らしくないとエレンは伝えたかった。

「彼は回避する方法があることを知っていてなお、最終解決手段として伝えたのだと思います。彼は望みどおりに死にたいのかもしれません。ですから……私たちの願いはともかく、最後は本人の願うとおりにしてほしいなと。彼を追いつめてしまったのは、私たちかもしれないので」

「……そうだな」

「差し出がましいことを申しました」

　エレンは感情を抑えきれず、一礼して辞去した。





　◆






　一一四八年七月五日。

　新大陸に三度たどり着いたファルマは、持ってきた呪器『腐ふ水すい珠じゅ』を、封印つきのままメレネーの手に添えるようにして手渡す。

　この呪器はネデール国の湖底に沈んでいたもので、濁った水と悪霊を呼び込み続けていた。

　からっと晴れた空の下、白い浜辺にはマイラカ族の集落の一族と、祖霊たちの総勢百名以上が集まった。メレネーは大勢の人々と霊の見守る中、呪器を大切そうに受け取った。

　ファルマは、やじ馬たちを眺めて危惧した。

「こんなにギャラリーがいて大丈夫かな？　悪霊が出てくるかもしれないし、せめて子供たちは家に戻ったほうが」

「なに、心配はいらん。悪霊は出んよ。出んよな？　出ん！」

　半ば自身に言い聞かせるようなメレネーの発言のあと、封印を解かれた腐水珠がメレネーの手に渡ると、メレネーの呪力を濾ろ過かして清らかな水を生み出し始めた。

「すごい、浄化されてる」

　ファルマはあまりの変貌に驚くが、メレネーは予想どおりといった反応だ。

「ほら。やはりこの大陸において、お前たちが呪器と名付けているものは悪あしきものではない。これを〝白い泉マクタ〟と名付けよう」

　メレネーがマクタをマイラカ族の子どもに渡すと、彼らは大喜びで受け取って水遊びを始めた。

「海に落としてなくさないようにね」

　言葉は通じないながら、ピチカカ湖を浄化してからというもの、ファルマは子供たちにもなつかれている。

「丁寧に祖霊を供養しているこの大陸においては、悪しきものはいなくなるのだ」

「ほんとだね。俺には思いつかなかったよ。メレネーの言うとおりだ」

　メレネーの予想は正しかった。ファルマは素直に同意する。

「闇日食まで、あと一か月と少し。できるだけ呪器を減らしておきたい。また持ってきてもいいかな」

　新大陸に呪器を持ってきても問題なさそうだということで、ファルマが呪器を少しずつ持ってくることになった。

　特に、鎹かすがいの歯車の存在する神聖国周囲の呪器は取り除いておきたかった。神聖国一帯で悪霊が出なくなることについて何かメリットがあるかというと微妙だが、墓守が出現するときには悪霊が付き従っていた。であれば、墓守との直接対決になるかもしれない場面での不安材料はなくしておくに限る。

「確かにな。一気に持ってきてもいいぞ。みんな呪器を欲しがっている」

「呪器が歓迎されるなんて、ところ変わればだなあ……。俺が運んでくるのも限度があるけど、数個ずつぐらい試してみようかな」

　呪器の運搬は、大陸間を航空機より速い速度で往来できるファルマにしかできないことだった。ほかの神術使いが船などに積んで持ってこようとすると、約一か月ほど時間がかかるばかりか、大量に積載された呪器は呪いが相互作用して、たちまち悪霊を引き寄せる呪われた大型装置と化す。そうなれば安全な航海などできず、たちまち遭難してしまう。

「それなら、マイラカ族が同乗していれば霊が暴れ出しても対処できる。それで問題なかろう」

　メレネーは次々とアイデアが閃くようだ。

「一気に大陸間を往来しないほうがいいかもしれない。こう人の往来が活発になると……」

　サン・フルーヴ帝国との交易が活発化すれば、懸念が増える。地球人類史を見てきたファルマだからこそ予想ができることだ。

「何か悪いことでもあるのか？」

「ある。早めに対処しておかないといけない。人の往来が始まると、感染症も往来を始める。これまではマーセイルの検疫所の検査を受けて、俺がメレネーたちを直接見てたから感染症の持ち込み、持ち出しはない。こっちに来るジャンさんたちの検査もしていたしね」

　有史以来、人類の移動には必ず感染症の移動も伴ってきた。

　人類が誕生したそのときから、感染症は人類と切っても切り離せない関係にあった。人の移動に伴って、感染症は旅をする。

　地球史を振り返れば、ローマ帝国ではシリアから天然痘が持ち込まれ、アフリカからヨーロッパへマラリアが広がり、モンゴルからヨーロッパへはペストが運ばれた。コロンブスのアメリカ大陸到達の後、イスパニョーラ島と名付けた現地住民の島を天然痘によって全滅させたこともあった。

　ヨーロッパからアメリカ大陸へは天然痘や麻ま疹しん、水みず疱ぼう瘡そう、おたふく風邪を運び、アステカ帝国に深刻なパンデミックを引き起こした。アメリカ大陸からヨーロッパへは梅毒が持ち込まれた。一九八〇年にワクチンによって天然痘を世界から根絶し、その後も世界的な取り組みとして感染制御を目指している地球世界とは異なり、この世界にはあらゆる感染症が保存されている。

（ほぼ確実に、マーセイル港の検疫をすり抜ける細菌やウイルスが現れる）

　マーセイル検疫所の設備では、ウイルスの感染や未知の感染症は検出できないからだ。

（渡航者には、天然痘、麻ま疹しん風ふう疹しん、マラリア、ペスト、水疱瘡、破傷風をはじめ各種ワクチン接種を必須にし、出入国を管理しよう。それでも不十分だとは思うけど）

　ファルマが感染症の恐ろしさを少しオーバー気味に話すと、メレネーは腕組みをして唸うなった。

「この地を苛さいなんでいた住血吸虫症を一瞬で駆逐したお前がそう言うなら、備えておくべきなんだろうな。しかし、病というものがそんなに多種多様だとは初めて知った」

「うん、予防できるものは予防しておこう。メレネーの言葉を借りれば、細菌やウイルスは見えなくても、存在しないわけじゃない」

「分かった。予防のための薬はあるのか」

「全てには対応できないけど、いくつかはあるよ」

　地球世界の知識と技術、人に対する臨床使用実績とその効果検証の蓄積の恩恵によって、この世界の多くの人々の命も守られるだろう。

　ファルマは牛痘接種の方法を開発し、世に知らしめた人々を思い出す。ベンジャミン・ジェスティは妻子に牛痘接種を行い、エドワード・ジェンナーは使用人の息子に牛痘接種を行い、その後二十回以上も故意に天然痘ウイルスを接種した。

　現代に生きるファルマからすれば、それは美談などではなく、目を覆いたくなるような話だ。だが、地球世界では長らく、薬の開発には現在の医療倫理の原則に反する、人権や当人の意思や同意を置き去りにした非人道的な研究が行われていた。

　一九四七年に、第二次世界大戦における戦争犯罪を裁く医師裁判の一環で、人間を被験者とする臨床研究に対してニュルンベルク綱領が制定され、インフォームド・コンセントと自発的な参加、科学的に評価すること、参加者に対する利益を提供することなどが定められた。

　現在の地球世界では、新薬や新しい治療法の開発は臨床試験を経てその安全性と有効性が確かめられ、インフォームド・コンセントによる自発的同意を得た多くの被験者から、適切に得られたデータをもとに、過去の薬に対する優越性なども検討されたうえで、ごく一部の薬だけが承認されて世に送り出される。製品となった後もデータは市販後調査の名目で集められ、有効性と安全性の確認と、治験で得られなかった新たな副作用情報の収集が行われる。

　このため、医薬品の添付文書を作成年を追って見れば、作用や副作用の情報が充実してゆく。

　効果が不十分だった、あるいは有効性がなかったとして、再評価の末に承認取り消しや販売中止になり、ひっそりと消えていった医薬品もたくさんある。

　地球世界で起こったことをメレネーにだけはかいつまんで話しながら、ファルマは医薬品の歴史に思いをはせる。

「まあなんというか、血のにじむどころか莫ばく大だいな犠牲の上に得られたお前の世界の成果だけをもらうようで申し訳ないな。開発者や試験参加者の霊には礼を言っておく」

「そうはいっても結果を鵜呑みにせず、この世界の人たちに適した薬の在り方を検証していこう」

　などと思いながらも、マイラカ族に対しては、感染症の流行の予防のため、渡航者に数種混合ワクチンの接種、隔離期間の実施を義務付けるという話をした。

　ワクチン生産については、ペストの流行を契機に既に準備を終えていて、マーセイル工場でいくつか生産体制が確立しつつあった。

　備えあれば憂いなし、とまではいかないが、憂いが少なくはなるはずだ。





　◆






　七月上旬までには、ファルマは神聖国周辺の呪器をマイラカ族のもとへ運んで無害化し、同時に貿易関係者の間でワクチン接種も始まった。

　そうしている間にも、八月十八日付近とみられる闇日食の日は、刻一刻と迫ってきている。

　ファルマは聖帝を通じてサロモンへ指示を出し、神聖国からの神官の撤退と立ち入り制限区域を設けるようにと伝えた。聖帝の細胞を培養している平民技師に対しても、万が一に備えて細胞の管理計画をたてて、八月十八日付近で培養場が無人になるよう命じた。

　その先も世界が続くことを願い、万全の備えとともに日々の生活を送りながら、ファルマは今日も異世界薬局に立つ。






十一話　薬神紋と雷の関係






　一一四八年七月十五日。

　大学の勤務を終えて敷地内を出たファルマは、自身に杖つえをむけてきた大勢の武装覆面神官らを前に困惑していた。

　聖帝エリザベスの下命で、ファルマ専属の護衛の聖騎士も何名かついていたのだが、いつのまにかいなくなっている。どこかで殺されていなければいいが、とファルマは気にかける。

　数名の神官らが渾こん身しんの神力を込めて放ってきたであろう神封じの術をファルマは軽く弾はじいて、二十五名もの神官らの神術を、物質消去を用いて同時に無効化する。

「私を封じれば神力は消えない、そう考える気持ちも分かりますが、この世界が安定するのと、わずかな期間神力をながらえて滅びるの、どちらが優先事項だと思いま……」

　ファルマの言葉を遮るように、背後からフォーク状の巨大な杖で腹部に抜けるように刺される。

（これは……）

　ファルマは驚いて、自分の腹部から突き抜けた青い杖の先端を触りながら、凶器の正体を見極める。これは間違いなく、大神殿に伝わる邪神封じの秘宝だ。

　実物を見たことがあるが、まさか自分がそれで刺されるとは思いもしなかった。

　この杖は、ジュリアナがファルマから神力を奪うために持ってきたものと類似している。秘宝の管理は厳重に行われているため、それなりに権限のある神官がこの襲撃に絡んでいることが推測された。

　ファルマがひるんだ隙すきに、背後から邪神封じの拘束鎖をかけられてきつく縛られる。邪神封じの鎖は霊体にも効く。つまりファルマを拘束することもできるのだが、ファルマの秘めた神力量が大きすぎるために、まったく神力を吸収しきれていない。

「っ……、いったいどうしたいのですか」

　ファルマはひとまず拘束されたふりをしながら、彼らの目的を聞き出す。

「悪霊と戦う唯一のすべである神術をこの世から消そうとするなど、ありえない。そんな存在は邪神に違いない。エリザベス聖下もサロモン殿下も、まんまと邪神に篭ろう絡らくされてしまっている」

（そういう解釈か）

　そもそもが思い込みの激しい人物ばかり集まっていると噂うわさの神殿という組織だ。

「悪霊と戦う術は必要なくなります、なにしろ悪霊はもういなくなるのですよ」

「それが真実だという証拠は？」

　ファルマは自身の訴えが理解されなかったことを嘆きつつも、縛られたままノーモーションでその場にいた全員の神脈を閉鎖する。

　神力が消えたことに気付き、激げっ昂こうして自じ刃じんしようとした者がいたので、ナイフの刃を物質消去で消す。自分の見ている前で自殺者を出したくない。どう弁解しようと、ファルマが彼らを殺したという構図だけは作りたくなかった。

「神封じも邪神封じも物理攻撃も、私には効きません。頭が冷えるまで、神力は預かっておきます。大神官にも報告しません、私はあなたがたの敵ではありませんから」

　憎悪に曇った瞳には何も映らず、聞く耳を持たないかもしれないが、とファルマは俯うつむく。

「一時の気の迷いであることを願います。ほとぼりが冷めたら、後日会いに来てください」

　ファルマは、邪神封じの鎖をまるで糸くずを切るように引き裂いてその場に放り投げると、砂ぼこりで汚れた服をパンパンと手で払う。服に穴があいてしまった。

　神官らはほうほうのていでその場を立ち去っていったが、神術の使えなくなった神官はもう神殿には戻れない。神殿組織では悪霊の侵入を防ぐため、朝と夕に一日二度、公おおやけに神力量の確認をしなければならないので、神力量はゼロを表示しすぐにバレてしまうだろう。

　造反者を処刑することはできるが、そこまで自暴自棄になっている神官が次々と現れている状態であれば、ほかの一団が報復に来るか、ファルマの身近な人々に攻撃がむかうだけだ。

　毎回襲撃者のメンバーは違えど、とにかくファルマの思惑を止めたいという勢力が後から後から湧いてきているのは想像できた。

　エリザベスやサロモンに告げれば、彼らの激烈な性格から予想しても、裏切り者の命はないだろう。だから、ファルマはこの件を一度も彼らに報告していない。しかし、ファルマの対応が甘いことが、かえって襲撃をエスカレートさせているような気もする。

（守護神と聖下の求心力は弱まり、神殿組織の統率に歯止めがきかなくなっている）

　あの日、聖帝エリザベスの招集でファルマは神官らを前に、神術をこの世界からなくす予定だと宣告した時点で、神官らからいくらか造反が出ることは分かっていた。

　神術を取り上げるということは、貴族らのアイデンティティにかかわる。心の準備期間を与えるという意味合いもあるが、造反者をいぶり出すために早めに伝えたともいえる。

（どうせ神力を剥はく奪だつされるなら、賭けにうって出ようと考えるのかなあ……）

　だが、頻繁に一人で大勢の神官に囲まれるのは想定外で、弄いじられているような気にもなるし、特に敵視してもいない大の大人にこれでもかと憎悪をむけられるのは、単純に落ち込む。

　神術を失ったあと神殿組織は解体されるのか、地球世界のように神術のない状態でも世界的宗教団体として存続するのか、それは聖帝の判断による。

　だが、大陸唯一の宗教として世界各国への支配を維持することは難しいだろう。神殿を後ろ盾に即位していた各国の王たちも、軒並み追放されてしまうかもしれない。

　今、ファルマを襲撃してきている彼らも路頭に迷ってしまうかもしれないが、代書業などをやって生計をたててゆくことはできるし、退職金などを支払って生活を保障することはできるかもしれない。

（貴族や神官の生活保障もしないと、治安の悪化につながりそうだな……）

　その制度を、聖帝に早めに提案する必要がある。場合によっては、ファルマの個人財産の殆ほとんどを充当してもかまわない。

　ただ、そうして元貴族を優遇してしまうと、平民との格差問題にもなる。ファルマの排除を企てている神官たちもいる一方で、ジュリアナやリアラなどはファルマに対して逆恨みしている様子もないが、それに甘えるべきではない。明日の生活が保障されなくなるなら、造反が出るのは当然なのだ。

　ファルマは帝国医薬大内の敷地に対して診眼をかける。すると、病棟以外に青い光の反応が集まっている部分がある。

「屋上か。なんでそんなところに」

　ファルマは人目のない建物の陰に隠れ、目的地にむけて跳び、ふわりと静かに屋上に着地する。

　探していた護衛の聖騎士らは、ボコボコに殴られて屋上の鳩はと小屋の前に転がされていた。

　ファルマは致命傷がないことを確認して縄を切ってやり、救出する。

　聖帝が直々に選んだ聖騎士らの人選に間違いはないのだが、武装神官の技量はその上をゆき、神術使いの技能を制限する神術もある。武装神官に襲われたら、聖騎士らもひとたまりもない。

「すみません、ファルマ様。屋上に呼び出されて、何者かに襲われて動けず……。お怪我はございませんか？」

「怪我はありません。あなたがたこそ、外科医に治療してもらってください。今日は帰るだけなので、もう護衛はいりません」

「は……。ファルマ様には何かございましたか？」

「ありません。下まで降りられますか」

「はい、降りられます。それでは本日は失礼いたします」

　護衛が怪我をする頻度のほうが高いので、もう放っておいてほしい。ファルマは護衛らを帰宅させると、厩きゅう舎しゃから馬を出しつつ思い悩む。

「ファルマ君！」

　誰が声をかけてきたのかと思えば、エレンが馬上からファルマを見下ろしていた。

「ファルマ君、今から帰るところ？　ちょっと付き合ってくれる？」

「いいよ、一緒に帰ろう」

　ファルマも自馬に騎乗する。この馬にも危害を加えられるようなら、もう通勤に馬を使うべきではなく、帰宅途中の襲撃に遭わないよう飛んで移動をすべきだろう。護衛もいらないというべきだ。不便なことが増えてゆく。

「お腹と背中、大丈夫だった？」

　エレンは、戸惑いを含んだ口調で尋ねる。

「そっか、さっきの見てたんだ。嫌なもの見せちゃったね」

「見てしまったわ。助けようと思ったけど、あっという間に形勢逆転してたから、出番がなくて」

　エレンは心配しているようだ。

「全然平気だよ。服に穴があいたぐらい。背中側、目立つかな」

「コートを脱いで腰に巻いてたら見えないわ」

「ご指南ありがとう」

　ファルマは切なくなりながら、そのとおりにする。

「あんなことされたのに、許しちゃうんだ」

「許すとか許さないとかじゃなくて、黙っておくだけだよ。エレンも黙っていてね」

　エレンの口は堅いが、念を押しておく。

「いいわ。でも、なんであんな状況に？　神官があなたを攻撃って……信じられないわ」

「なんか、邪神に見えるんだってさ」

「へこむわね……」

「でも、気持ちは分からないこともないからな」

　エレンはどこまで聞いただろうかとファルマは懸念するが、彼女の反応をうかがうに肝心な部分までは聞いていないようにも思える。

「確かにファルマ君は強いし、神力も切れないし、どんな攻撃も通らないけど、だからってさすがに邪神扱いはひどいわよね……。そもそも、邪よこしまな部分なんてある？」

　エレンは、わがことのようにかなり憤っている。

「聖下にバレてクビになっちゃえばいいのに！」

　エレンの言うとおり、今日中にクビになるだろうとファルマは推測する。

　神官の行動原理も理解できるだけに、憤るほどの感情がわいてこないファルマに対し、エレンのほとばしる感情がまぶしい。

　ファルマはひとまず話題を戻す。

「そういえば、付き合ってと言っていたけど何に付き合えばいいの？」

「神術訓練！　ちょっとだけだから」

「なるほど、でも俺じゃあまりいい訓練相手にならないかもしれないな。怪我もさせたくないし」

　ファルマが攻撃をしなくても、エレンが自爆したりするということはありえる。怪我をされれば治すのはこちらなので、わざわざ傷つけたくない。

「なによー、見くびらないでよー。私だって頑張ってるんだから」

「ごめんね。でも実際、相手にならないから……」

　ファルマは神籍に入ってより、模擬戦とはいえ対人戦闘を避けるようになっている。新大陸でメレネーたちと戦ったときに、もう対人戦闘はすべきではないと学んだ。

「ファルマ君とは随分試合してないから、たまにはいいでしょ？」

「うーん」

「〝私と踊らない？〟」

　エレンはダンスに誘う定型句を唱え、いたずらっぽく微ほほ笑えむ。

「分かった、いいよ」

　断りたい気もしたが、そう申し込まれると負けてしまった。





　◆






　三十分ほど馬を走らせて到着したのは、ボヌフォワ家の所有する湖のほとりの神術訓練場だ。

　二人で馬をつないで、五メートルほどの距離を取って正対する。

「あれ、杖はいらないの？　命の次に大事な神しん杖じょうは？」

　ファルマは、エレンが杖を外して荷物と一緒にベンチの上に置いていることに気付いた。

　ファルマがこちらの世界に来て初めてエレンの個人授業を受けた日、杖を持っていなくて怒られたことを思い出す。そんなエレンが杖を手放すとは、どういった心境だろう。

「今日はいいわ。見てて」

　エレンは杖を持たず、指先に神力を集中し始める。すると、彼女の周囲に神力が漂い、水が大きなハンマー型の形状になってゆく。

「すごい！　無杖むじょう、無詠唱の上位神技の水の大おお槌づちだ！　この短期間にすごいよ」

　ファルマは素直に驚いたので、惜しみなく褒める。

　エレンはファルマの声に集中が切れて、術が解けた。

「ファルマ君やパッレ君のいうことがやっと分かってきたから、見てほしくて」

　エレンは照れたように、白銀の髪をかき上げる。

「ちゃんとできてるよ」

「素手で撃つ神術、こんなに身軽で操作性が高いのね。ファルマ君が杖を持たなくなったの、分かる気がする」

「フォーマルな場では持ってるけどね」

「私もあなたも、毎日何百回と杖を振ってきたでしょ。杖を握る手に血豆ができて潰つぶれて、毎日杖を磨いて……」

　エレンの見ていたその努力は、きっと自分のものではない。

「エレンは杖が好きだったもんね。何本持ってるんだっけ」

「三二四本」

　迷いなく答えるところに、彼女の神術使いとしての誇りが見えた。

「博物館が開けそう」

　この世界の神術使いが杖を振るって悪霊から人々を守ってきたから、今の世界がある。エレンもその一人だ。

　でも、これからは神術はその役割を終える。

　ファルマが何とも言えず彼女を眺めていると、エレンは笑顔で振り返る。

「神術戦闘の前に、ファルマ君の神術も見せてくれる？」

（墓守との決戦を考えれば、もうあまり神力を使いたくないけど……）

　ファルマは神力消費をおさえながら、予備動作なしで湖面を凍いてつかせ、表層に美しいフロストフラワーを形成する。

　ファルマが風を作り出すとそれらは空中を舞い散って太陽光を反射し、ダイヤモンドダストを伴った幻想的な光景を作り出す。

　エレンはきゃーっと言いながら湖に走り出す。

「走ると滑るよ」

　注意が遅かったか、既に滑って尻もちをついていた。

　ファルマも湖面を踏みしめて、少し冷やされた空気に浸り、束つかの間まの癒いやしを得る。

「真夏の銀世界！　夢を見ているみたい。こんな神技見たことないわ！」

「神術が描き出す光景を、たくさん写真に撮っておくといいね」

　そしていつか、かつて存在した思い出として懐かしむといい。

　異世界に根差し、異世界の人々を悪霊から守ってきたこの技術は、もうじき消える。

　それぞれの胸に思い入れはあるだろうが、ファルマの心に躊躇ためらいはなかった。

　ファルマは湖面の氷を溶かして、もとの湖の姿に戻す。

「そろそろ神術戦闘してもいい？」

「エレンは思い切り撃ち込んできてよ。反撃はしないけど、防御したり躱かわしたりはする。それでよければ相手になるね」

「ファルマ君って、怪我しないんだっけ」

「しないよ。俺が怪我したの、三年前に落雷を受けたあの日から見たことないでしょ」

　あの日からずっと、思い返してみればかすり傷ひとつない。

「そうだったんだ！」

　意外と気付かれてなかったのだな、とファルマは目を丸くする。

「そう。的だと思って撃ってきてよ」

　決してサンドバッグ状態にならないのは、どの属性の神術を使われても対処できるからだ。

「分かったわ。では、お相手をお願いします」

　エレンは上着を脱いでトレーニングウェアになり、素手で構える。

　ファルマはエレンの的になるために、少し彼女から距離を取る。

　エレンにとって、一方的に神術を撃ち込むのにこれほど最適な相手はいない。神術使いと試合をすれば、必ずどちらかが怪我をする。恨みっこなしが基本だとはいえ、やはりお互いの禍根を残す。

　しかし、ファルマならその心配がない。だが同時に、この世界に存在していないからだろうという孤独ばかりが募る。

「いつでもどうぞ」

　エレンは一気に神力を練り上げる。

　最初の攻撃は下位神技『水の槍やり』を無杖、無詠唱で繰り出してくる。速度、威力ともに以前より格段に強化されている。

　ファルマは襲い来る水柱を物質消去するが、その間にエレンは中位神技『水の戯れ』を無詠唱で立ち上げ、波状攻撃を仕掛けてきた。

　これもファルマは見切り、身をよじって水滴の弾丸をかわす。地をえぐる威力を見るに、以前彼女の技を見たときより、水弾が加速している。初めて出会った頃から既に上位神術使いであったエレンは、紛れもなく帝国屈指の達人の域に達している。

　無詠唱、無動作の神術は、相手に次の一手を読ませない。術の展開速度はパッレより速く、彼女に勝てる神術使いは、そうそういないだろう。

　エレンは脚先の動きを使って、上位神技『水の精』を展開している。

　自我を持ったかのように攻撃を仕掛けてくる水の巨人を、ファルマは簡単に消滅させる。

（速くなってる。成長してるな）

　エレンの術の立ち上げと成形、安定化には目を見張るものがある。神術を磨き上げていたのは、パッレだけではなかった。エレンもまた、神術の改良と進歩を見せている。

　エレンは出し惜しみをせず、変幻自在の攻撃を繰り出す。

　脚に神力を凝縮させて湖の水面へと叩たたきつけると、湖面に足場を作る。

　エレンは湖を駆け、あらゆる角度から神術を撃ち込んでくる。湖上の戦闘においては、湖底から剣山が突き上げるかのような攻撃を放つ。

　氷の剣山は、ファルマの頬ほおをかすめた。生身であったら即死していた。

「見たことのない神術だね、すごくいいよ」

「ゾクゾクするでしょ？」

　水、氷、熱水、水蒸気、全ての水属性神術を撃ち尽くして、これで十六連撃。

　わき目もふらず自分にむけて変幻自在の攻撃を放ってくるエレンに、ファルマは躍動する美を見み出いだした。彼女の体にわずかに宿る薬神紋が神力を供給し続けているとはいっても、神力計で測定したエレンの一日の神力上限を超えている。

　ファルマはエレンの全力を見たことがなく、これが初めての機会となる。

（なんだか、エレンの持っている神力を使い果たしてしまいたいかのような……）

　神力消費量には日内上限があるので、霊薬や禁術を使わない限り、短期間に神力を使い果たすことは難しい。それでも、エレンの神力消費のペース配分は全力を思わせた。

「エレン、そろそろ神力の日内上限でしょ」

「やっと神力が底をついたわ。これを待っていたの。見てて、ここからが本番だから」

　エレンは両手を胸の前に出すと、細心の注意を払いながら、ごくごく小さな水滴を作り出した。ファルマには殆ど見えず、右手の拡大視を使ってようやく見える程度だ。

　ただの神術水に見えるが、ファルマは感想を控えてじっとその様子を観察する。

　エレンは小さな水滴に神力を込めてゆき、そしてファルマに告げた。

「これ、何だと思う？」

「分からないな」

　エレンの眼鏡の奥の青く涼やかな瞳と、ファルマの視線がぶつかりあう。ファルマは、エレンの瞳に宿った知性に惹ひかれる。

「それ、なに？」

　答えを予想しながら、ファルマは真顔で尋ねる。

「ファルマ君に教えてもらったもので、ファルマ君がまだ創ったことがないもの」
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　エレンは妖よう艶えんな笑顔でなぞかけをしながら、回答をはぐらかす。

　彼女は作り上げたものを人差し指で湖面に放つ。すると、その場で湖水は全てを噴き上げるほどの大爆発を起こした。

　大地は揺らぎ、鳥は湖畔から一斉に飛び立ち、爆風が木々をなぎ倒す。

　ファルマは降り注いでくる湖水全てを咄とっ嗟さに物質消去で消す。放っておけば、五秒後には周囲一帯が大洪水になる。

　何が起こったのか、ファルマは考えを巡らせる。

「超臨界水でも作った？　核物質？」

「違うわ」

「……あっ、反物質か！」

　反物質自体は安定したものだが、わずか一グラムの反物質を物質と衝突させただけで、対消滅が起きて核兵器にも匹敵するほどのエネルギーがその場に残される。

　エレンは、きちんと計算したのだろう。反物質創造を完全に制御して、なんとか湖水と相殺できるほどのエネルギーにとどめた。

　『反物質』を扱う人間は、人体の全てを反物質で構成された『反人間』でなければならない。エレンの体は物質でできているため、もし反物質に触れれば致命的になるからだ。

　なんて危ない橋を渡ったんだ、とさすがにファルマは青くなる。

「空気中の水蒸気と反応してはいけないから、周囲を真空にしていたの。見た？　私ね、反神力を使ったのよ」

「反神力……」

　ファルマは、全く新しい概念の登場に戸惑う。

「神脈から神力を引き出すのではなく、神力が日内上限を超えた状態で、無のエネルギーを神脈に押し込むの。この世界に存在する神力を、自身の神脈の向こうに返すのよ。そして向こう側に送った力を、もう一度薬神紋から引き出すの。そのときに反神力が発生し、反物質を作れるようになる。これが反神力と反物質の作り方。神力による神術と真逆の出力方法よ」

「すごい……！」

　ファルマはお世辞ではなく、エレンの偉業に圧倒されていた。

　神力と対になる力が見つかった。世紀の大発見だ。

　それで神力や呪力とつり合いがとれるのならば、神力と反神力のバランスを整えるだけで、神力や呪力をなくすことなしに、世界の調律をしていけるかもしれない。

　エレンは神力切れで起き上がれないようだった。

　ファルマは神力を補充せず、エレンの背中に自身のコートを敷いて、エレンと空を見上げる。

「大した発想力だよ」

「ファルマ君の物理学の講義を聞いていてよかったわ」

「発案と実験を同時にこなして、それに反物質をその場に固定するって、すごく難しいんだよ。そこまでのことを、無傷でできるようになっていたなんて」

　ファルマは、エレンが怪我らしい怪我をしていないことに驚く。

　たった一度失敗しただけで、即死は免れ得ない。地球においては、反物質の生成は素粒子衝突型加速器内での衝突によって行われる。

「エレンはやっぱり神術の専門家だよ」

「たまにはそう言ってもらえるのも悪くないわね」

「でも、どうして反神力で反物質なんて作ろうと思ったの？」

「ファルマ君が私にくれた薬神紋の欠片かけらがヒントになったの」

　エレンは恥ずかしそうに打ち明ける。落雷によってファルマに宿った二つの薬神紋の欠片を、エレンは授かっている。

「ファルマ君、雷は反物質を大量に作ってはすぐに対消滅しているって講義で言ってたの、覚えてる？　薬神紋は雷の形をかたどっているでしょう。変よね？　それなのに雷神じゃなくて薬神なの。なんで薬神が雷なんだろうって。だから、何かヒントが隠されているような気がして、色々と試しているうちに薬神紋を使ってみたの」

　偶然だったのだろうが、なぜ雷を通して薬神紋が宿ったのか、薬神紋が雷のモチーフを用いているのか、ファルマにはずっと理解できなかったことだった。

　ファルマの性格的に分からないで片づけることができず、これは雷ではなく薬用の樹木や藻類を模したフラクタル図形なのではという結論に落ち着いていた。メレネーたちには、根として認識されていた。

　ファルマがそっと神力を注ぎ込んでエレンを助け起こすと、彼女はようやく歩けるようになった。日内上限を使い切らなければ発動できない、反神術。革新的なアイデアだ。

「反神術、ファルマ君にもできるよ。きっと」

「俺には日内上限がないけど。この世界でエレンにしか使えないんじゃないか？」

「でも、ファルマ君には薬神紋が二つもあるのよ？　どちらかを入力ゲートにして、どっちかを出力ゲートにするの。私とは違うやり方かもしれないけど、できるはず」

「んー……試すのも怖いな。この惑星上で練習するのはやめとく」

　やるとしても、誰もいない場所、望ましきは真空中でやることだ。下手をすると、惑星一個分が消えてなくなるかもしれない。

「宇宙に向けて練習したほうがいいかもね。ファルマ君らしいわ」

「自分でも使ってみたほうがいいな、課題が増えた」

　エレンは、スケールの大きな話になってきたと微笑む。

「ファルマ君の人生の宿題の一つにしてもらって光栄だわ。ほかに宿題は？」

「一つ目は薬局を開きたかったけど、それはもう叶かなった。もう一つは、この世界の医療が発展して、助かるはずの病気で亡くなる人が減っていくことかな。これももう、叶いつつあるね。帝都の平均寿命を十歳引き上げるというのも叶った。俺が教えられることは限られているけど、種火はきっと灯ともせた。あとは、この世界の人々が引き受けてくれる」

「本当にもう、やりたいことってないの？」

「ないよ。なんか底の浅い人間でごめん」

　ファルマは申し訳なさそうに頭をかく。

　彼の妹、薬やく谷たにちゆが別の時空で助かっていて、薬谷完かん治じと幸せそうにしていた。それを一目見ることができて、この世への未練のようなものはもうない。

　あとは、この世界の正常化へと舵かじを切らせる。

　こちらの世界から神術や呪術がなくなれば、向こうの世界への悪影響もなくなるだろう。

　エレンがたった今提示したアイデアは、ファルマの作戦を変更させるかもしれない。だが、それでもきちんと死ねるときが来たんだろうな、とファルマは思っている。

「そういう意味じゃなくって、自分自身の幸せは？」

「今、十分に幸せだよ。これ以上ないくらい」

「その答えは納得できない」

　エレンはふくれたように眉をひそめる。

「エレンの夢はたくさんある？」

「あるわ。薬学をもっと究めて、異世界薬局がずっと続くようにして、おばあちゃんになっても薬を調合していたいの。もちろん、私が自信をもって出せる薬をね」

　詳しい話題は避けているが、エレンも誰かいい人と結ばれるんだろうな、とファルマは漠然と思う。パッレとはどうかとも思うが、お互いまったく眼中にないようなので、口にするのはやめておく。ファルマ自身は、彼女の人生にかかわってはならない。

「それは楽しみだね。夢はたくさんあったほうがいいよ」

　そのとき、ふいに湖から吹き上げてきた風が二人を大きく煽あおった。

　エレンはとっさにファルマの手をつかみ、よろけたファルマを抱きしめる。

「エレン？」

「……ごめん、急に。ファルマ君、どっかに飛んでいっちゃうかもと思って」

「……飛んでいかない。ここにいるよ。今日も、明日も、来年も、三年後も」

　でも、十年後とは言わない。できない約束はしない。

「エレンも俺も、ちゃんと人生を楽しんでる。だから今日は、それでいいことにしよう」

「……うん」

　エレンは溢あふれ出した涙を隠すようにファルマの手をつかんだまま、しがみつくようにして体を預ける。

　ファルマの身長はエレンを追い越して、少し見下ろすほどになった。

　体は大人になってゆくが、この存在はまがい物だ。

　エレンの体温に触れながら、ファルマは静かに目を閉じた。

　エレンはぎゅっと彼を抱きしめる。あまり強く触れると、ファルマの体を透過してしまう。

　彼女はファルマの存在の輪郭をなぞるように、そっと触れた。

「さっきのエレンの技、かなりインパクトがあったよ」

　まだファルマは先ほどの興奮が醒さめやらない。

「人生設計、変わっちゃうぐらい？」

「……そうだね。そうなるかもしれない」

「ファルマ君の人生設計が、いい感じになることを願うわ」

　彼女のアイデアは、まだ自分を地上につなぎとめるかもしれない。






十二話　筆頭宮廷薬師の新人研修






　一一四八年七月二十日。

　パッレが、とうとう宮廷薬師の試験に合格した。

　診療件数、論文、教科書の執筆、新たな神術の開発などの十分な功績、薬神を守護神に持つこと、そして侍医と宮廷薬師からの試問により、その知識と技能が宮廷薬師にふさわしいと認められ、聖帝エリザベスより宮廷薬師のバッジと、認可証、辞令を拝受した。

「宮廷薬師の試験合格おめでとう。これからは仕事仲間だね」

　ファルマは宮殿内の彼に割り当てられた控室にいち早く駆けつけ、お祝いを述べる。

　パッレは荷物をほどいていたが、ファルマの顔を見て大きなため息をつく。

「なんでお祝いに来た弟にむかって、そんな露骨に嫌そうな顔するの？」

「そういえば、お前が上官なのかと思ってな」

「何か言いたいことが？」

「ちっ、納得いかねーな……ま、連絡は楽でよさそうだが」

　パッレは形ばかりふてくされたような顔をするが、ファルマを認めてくれてはいるようだった。

　同じバッジをつけた兄弟だが、ファルマは筆頭宮廷薬師として宮廷薬師たちを取り仕切る立場にあり、バッジもファルマのほうがサイズが大きい。ファルマとしては、ブリュノがまだ宮廷薬師として現役だとはいえ、引き継ぎが早くできそうでよかったという歓迎の思いだ。

「筆頭宮廷薬師ファルマ・ド・メディシス閣下には、今後ともご指導ご鞭べん撻たつのほどよろしくお願いいたします」

　パッレは仰々しく一礼をする。

「こちらこそ。そうだ、関係各所の挨拶回りについていくよ」

「それは助かる。先ほど聖下にはご挨拶申し上げたところだ」

「名刺はもらった？」

「支給品一式に名刺もあったが、それのことか？」

　名刺は既に、この世界の社交界において広く普及していた。ファルマが最初に名刺を支給されたときには驚いたものだが、地球史においても、フランスではルイ十四世の時代から既に宮廷に浸透していたという。

　ファルマがカメラを発明したことによって、宮廷薬師の名刺は写真付きのものになっている。早速パッレと名刺交換をするが、なかなか作法もさまになっている。

「つっても、聖下ってご健勝だよな。お前、定期拝診以外に仕事あんのか？」

「宮廷薬師の仕事は聖下の診療だけじゃないよ。貴族の宮廷人は全員診療しないといけない。俺が筆頭宮廷薬師になってからは平民の使用人も診療することにしてるから、結構やることはあるよ」

「全員って？」

　パッレは、全員というのがどこまでなのかをイメージができないようだ。

「五千百五十人を、侍医団と薬師団で診てる」

「まじか！　そんなに多いってことは軍隊も入ってるのか？」

「入ってない、宮廷人だけでそれだけいる」

「一人で何人担当すればいいんだ？」

　パッレは予想外の人数に引いていた。皇帝の診療ができる皇帝付き宮廷薬師がパッレも含めて四名、その部下の、宮廷人たちを受け持つ一級薬師が十名程度常駐している。

「年に二回定期健診があって、それ以外は随時診てもらいたい人が詰所に来る。次は今年の十月だね。修羅場になっていたから、宮廷薬師が増えて助かるよ」

「お前だったら、神術を使って一気に診られそうだが」

「まさか。ちゃんと一人ずつ対応するよ。医師や薬師に診てもらう機会がそこしかない人もいるんだ。健康相談だって受けてる」

　診眼を使って集団健診をしたとしても見逃すことがあるし、紋切り型の対応はすべきでない。

「へえー、それはカルテや薬歴の作成も死にそうだな……」

　パッレがお祝いに持ってきた花束を受け取らないので、ファルマは勝手に花瓶に生ける。

「引いてるとこ悪いんだけど、兄上が仕事に慣れたら、俺の仕事をかなり割り振ってもいいかな。兄上は診療がしたいんだよね？」

「ああ。宮廷薬師になるのは俺の目標だったからな。筆頭宮廷薬師のお前は、仕事をおろそかにして何がしたいんだ？」

　おろそかにするつもりはないが、ファルマとしては優先順位をつけてこれからの時間を使いたい。ファルマはこの場を任せるのにパッレを適任者だと思っていた。

「今は臨床ではなくて、大学教育や研究に専念したい。ここだけの話、時期がきたら筆頭宮廷薬師も兄上に譲りたいと思ってる」

「……お前はつくづく名誉職に興味がないな。なんなら、それも厄介事だと思っていそうだ」

　パッレの口がすぎるので、誰かに聞かれていないかひやひやする。

「単純に居心地が悪いんだよ」

「まあ、こじらせていそうではある。俺はお前をすごいやつだと思ってるぞ！」

「いいよ、そういうのは」

「ほら、そういうとこだぞ」

　ファルマは自身のゴールを〝誰もが健康で限られた生を謳おう歌かできる社会の到来〟と置いているので、自身の今の立場を成功と受け止めていない。それに、借り物の力に借り物の知識だ。

「功績を語り継がれるより、長期間現役で使える薬を残すほうがいい」

　前世で薬やく谷たにちゆを失った彼が薬学者を志したのも、そんな理由だった。よい医療者になるのではなく、世界によい薬があればよかったと考えた。少年時分の単純な心にはそう思えたのだ。

　今では、医師、薬師、医学者、薬学者、技術者、その誰もが欠けてはならないと思う。臨床への思いはもう、この世界で叶えることができた。あとは未来へ手を伸ばして、人々の助けになりたい。

「じゃあ、引き継ぎをしてくれ。俺は研究や教育には向いていない。新しい治療法を開発するより、目の前の患者が俺の手にかかってよくなって、俺に感謝してくれることに喜びを覚える。その薬を使うのは任せてくれ」

　パッレはファルマの意図を汲くみ取ってくれた。

「引き継ぎは新人研修期間が終わったらね」

「まさか、お前から新人研修を受けるのか？」

「それはそうだよ。半年くらいかな。何か不満？」

「なげーよ！」

「俺も父上にずっとついていてもらったんだよ。早く終わるようにするからさ」




　パッレは、ファルマ同伴で皇帝つき奉公人団メゾンに挨拶回りをする。

　ド・メディシス家の嫡男であることや教科書の執筆者として名が通っており、さして紹介をしなくても既に誰もがパッレのことを知っていた。

　パッレ専属の召使いも、新たに雇い入れられた。

　宮廷薬師詰所は、大きな診療部屋があてがわれている。隣接する調合室にむかうと、宮廷薬師フランソワーズ・ド・サヴォワが神術薬を創っていた。

　目が合ったので、ファルマは早口で用件を伝える。

「ド・サヴォワ師、作業が終わったら、少しご挨拶のお時間をよろしいですか？」

「ちょうど今キリがいいわ」

　ファルマがパッレをフランソワーズに紹介すると、パッレは完璧な作法で礼をする。

「まあ。ご一緒に奉職できて光栄ですわ」

「至らない点も多いかと存じますが、何なに卒とぞご指導をお願いいたします」

　そのままの流れでフランソワーズの作業を見学させてもらい、ファルマが質問する。

「見たことのない神術です。何の薬を創っておられるのですか？」

「これは宮廷に古くから伝わる、神力の回復を促す神術薬よ。これを飲めば、日内上限をわずかに超えて神術を使うことができるわ。聖騎士の方々がよくお求めになるのよ。ほら、できた。味見してみるかしら？」

　スプーン一杯いただくと、ファルマは甘いばかりで何も感じなかったが、パッレには効果があったようで、神力計を確認して驚いていた。

　フランソワーズは青いポーションをアンプルに分注して、彼女の紋章の入ったシールで封をする。神技を駆使する宮殿内の神術使いにとっては、こういった伝統薬に基づいたポーションも必要なのだろう。神術薬の創出はブリュノとフランソワーズが一手に引き受けていたのだが、ブリュノは霊薬の呪いによって神術薬を創れなくなったので、彼女に負担がかかっているのだ。

　そんな背景もあってか、彼女は期待を込めて尋ねる。

「パッレ師は、神術薬調合の心得はおありかしら？」

「は、ノバルート仕込みの神術薬でしたら何なりとお手伝いします」

「それは助かるわ。私もノバルート出身なのよ。ぶしつけながら、神力量もかなりおありかしら」

「必ずやご満足いただけるかと」

「まあ、頼もしい！　では、さっそくこの薬草に神力を加えていただけるかしら。今日はもう、私の分の神力は使い果たしてしまって」

「喜んで」

　いつになく嬉うれしそうにパッレと作業をするフランソワーズを見て、ファルマは申し訳なくなる。

（なんかすみません、俺が役に立たないばかりに）

　手伝わないというわけではないのだが、ファルマが神術薬を通常のレシピで作ると、何か予想外の作用を付加してしまうので、フランソワーズには「手を出さないで」と迷惑がられている。フランソワーズから神術薬の作製方法を学ぶこともできるだろうが、神力が強すぎて必要以上の濃度になってしまいレシピどおりにできないので、結局教えてもらうことができない。

　調合室のガラス窓から、着飾ったメロディ・ル・ルー尊爵がお付きの者を従え、ファルマらに気付かず通り過ぎていくのが見えた。そっと診眼を使うと、彼女の体調も安定しているようだ。

　作業が終わるまで脇に控えていたファルマが、フランソワーズの娘、ナタリー・ブロンデルの経過を伝える。

「ご息女のナタリーさんは、脳腫瘍の再発はしていないようです」

「その節はありがとうございました。娘からも、再発はないと、そのように聞いております。今期の成績も良かったようで、ほっとしておりました」

「そうですね、よく頑張っておられると思います。この分ですと、進級にも問題ないかと」

「まさか生還できるとは思いませんでしたのに、進級まで」

　脳腫瘍を摘出したナタリー・ブロンデルは、手術後も学業に差し支えなく取り組んでいる。運動機能には少し影響があるが、リハビリでだいぶよくなっている。

　ファルマがいつまで診られるものかと彼女の経過も気になるが、五年間再発を防ぐことができていれば、希望は持てるだろう。

　ファルマは時計を見て、次の行き先を決める。

「兄上、次はロッテの仕事場に行ってみよう。今日は勤務日のはずだ」

「シャルロットまでいるのか」

「そりゃそうだよ。兄上の先輩だ」

　ファルマはパッレを連れて、アトリエへとむかった。




　ロッテは制服を兼ねた作業用の白いエプロンに、宮廷画家のバッジをつけて働いていた。ちょうど弟子たちに油彩の制作指導をしているところだった。

　ロッテの画風は一風変わっているため、なかなか教えることが難しいという話は聞いていた。

　頭に浮かんだものを紙に写すだけ、などという説明で弟子たちにキレられたという。教わることは得意でも、教えることは苦手というのはロッテの言だ。

「シャルロットは弟子を持っているんだな」

　先生、先生と呼ばれて慕われているロッテを見たパッレは、感慨深そうにしていた。

「ロッテのアートは国内外で人気だからね。描けば売れるから、弟子入りの申し込みが後を絶たないって」

「立派なマエストロじゃないか！」

「そうだってば。若き巨匠だよ。ロッテ先生の真筆が兄上の部屋に飾ってあるじゃない」

　パッレが闘病中にロッテがお見舞いの絵画を差し入れたのを、ファルマは懐かしく思い出す。

「そうだったな。口のきき方に気をつけんといかんか？」

　パッレは悩ましそうに片目をつぶった。

　ロッテはまだ十二歳ではあるが、聖帝の覚えもめでたく、宮廷画家としての名声も高まっていた。まだ筆頭宮廷画家の座は得てはいないが、それなりに実績を積んだら声がかかるのではと噂うわさされている。

　作業の邪魔をしないようにアトリエの入り口の隅に立っていると、ロッテがこちらに気付いた。

「まあ、パッレ様、ファルマ様。いらしていたのですね！　すみません、お待たせして」

「兄上が宮廷薬師に就任したんで、挨拶にね。よろしくね」

「まあなんだ、宮廷のことを色々と教えてくれ」

「もちろんでございます、喜んで！　せっかく来てくださったので、ショコラを召し上がりますか？　先ほどメロディ様にいただいたのです」

「いや、今はいい。お前も弟子の対応があるだろう」

「これから皆でおやつ休憩なのです」

　唐突におやつの話になるあたり、いつものロッテだった。

「おやつ休憩は一日に何回あるの？」

　きっと一回ではないんだろうなと思いながらファルマが尋ねてみると、

「朝、午後、夕方の三回です」

　絵を描いているとなぜか甘いものが食べたくなってしまうのです、とのことだった。創造的活動の中で脳が糖を欲するのだろうな、とファルマは解釈する。

「いいね。最高の職場だ」

　経済的な心配もなく自分の才能を発揮できるだなんて、ロッテには宮廷画家は天職なのだろうとファルマは改めて思い至った。





　◆






　宮殿の官職保有者には、様々な職がある。

　筆頭侍従、侍従、聖騎士、小姓、神しん杖じょう番、侍医、宮廷薬師、宮廷画家、宮廷音楽家、宮廷庭師、宮廷料理人、食膳係、毒見係、宮廷獣医、大だい厩きゅう舎しゃの厩務員、猟犬係、時計番、炭火担当係、扉番、靴磨き職人、ワイン調達係、神術訓練場職員……ファルマも全ては把握していない。

　大厩舎に赴くと、ジョセフィーヌが真剣な面持ちで馬の診察をしていた。

　気が遠くなるほどの役職があるが、ファルマもまだ彼らの顔を覚えきれていない。

　入れ替わりも激しく、彼らは殆ほとんどカルティエという四分の一勤務形態で働いている。三か月働き、九か月休む。彼らはみな、宮殿で宮仕えしていることを誇りにしていた。

「お前が担当薬師だからか、みな健康そうだな」

「だいたいはね。治療中の人もいるよ」

　ファルマが宮廷薬師となってより、宮廷人たちは感染症にはかからなくなっていた。そのうえ、どんな疾患であれ、ファルマの前で重症化することは難しい。さらに、悪霊由来の疾患も発生件数はゼロだ。

「しかしこんなに人員が必要なのか？　財政の無駄だ。兼任か官職廃止にできないのか」

「確かに、財政のために歴代の皇帝が大ナタをふるおうとしたこともあったようだけど、廷臣たちの猛烈な反対に遭ってうまくいかなかったそうだよ」

「まあ、自分らがクビになるかもしれないからな」

「宮廷薬師もこんなにいらないって言われたら？」

　ファルマは声を潜める。

「それは辛つらいな」

「ああ、そうそう。廷内にはたまに一般人や泥棒が紛れ込んでいるから、気をつけて。明らかに怪しければ通報したほうがいい」

　この前も、廷臣の部屋のタペストリーが何者かに盗まれたという話をする。制服なども一部の職種しかないため、身なりにさえ気をつけていれば一般貴族も紛れ込んでしまえる。

「身分証を持つべきなんじゃないか？」

「だから門衛に名刺やバッジの提示が求められてるけど、名刺を持っていない客や観光客も来るから、あまり徹底されてないね」

「存外適当なんだな、宮廷も」

「食料や貴重品、ワインの横流しなんかも頻発してるしね。管理の目が届かない部分はあるよ。公然の秘密というか必要悪というか」

　ファルマは生々しい事情も話しておく。

「公然の秘密といえば、一つ不思議なことがあるんだが」

「なに？」

「聖下の愛人は宮殿にお住まいではないのか？　いい雰囲気のときに鉢合わせしないよう、診療の時間には気をつけたほうがよさそうだ」

　聖帝は言わずと知れたシングルマザーだ。貴族のしきたりとして再婚はしないにしても、皇帝ともなれば複数の愛人を持つのが普通だった。パッレも当然、聖帝には愛人がいると思っている。

「まさか、個室に頻繁に出入りしておられる侍医長閣下か？　閣下も独身だし……」

「いや、朝から晩まで聖下に付き従っているのは、筆頭侍従閣下とともに侍医長閣下のもともとのお役目だよ」

　宮殿内に居を構えるクロード・ド・ショーリアックは、毎朝聖帝エリザベスの傍そばへ侍はべり、起床の儀から就寝の儀まで、もっとも長く彼女の傍に待機している。

　侍医長は外科医であるため、その日の体調に応じて宮廷薬師が呼び出される。

　ファルマも筆頭宮廷薬師であるからには、宮殿に住み込みで奉仕するのがスジというものだが、ブリュノの代より「余に付き従うより、世のためになることをなせ」との聖帝の意向もあって、あまりべったり傍そば仕づかえをしていない。

「ちっ、勘違いだったか」

「聖下を狙っている……ではなく、お近づきになろうとしている大貴族はたくさんいる。でも、聖下のお相手に釣り合うには見目麗しく、かつ聖下と肩を並べるほどの神術使い、という暗黙の了解があってね。皇配陛下が戦死なさってからは、お相手がいらっしゃらないみたいだ」

　それにファルマとしては、独身女性に異性の相手をあてがおうと周囲が強いること自体、失礼だと思う。ファルマも聖帝から貴族の務めとして子孫を残せと言われていたが、のらりくらり躱かわしつつ応じるつもりはない。

「確かに、釣り合う方が見当たらないな。そんじょそこらの貴族では論外だし」

「ひょっとすると、廷臣たちが兄上を候補に入れようとしてくるかもしれないけど、耳を貸さなくていい」

「俺が？　畏れ多いことを言うなよ」

　パッレはまったく真まに受けていない。

　兄弟で軽口を叩たたきながら中央の回廊を通り過ぎていたとき、パッレが足を止めた。

「どうしたの？」

「ファルマ。外からすげー睨にらまれてるが、あれは誰だ？」

　パッレは視線をよこさずにファルマに尋ねる。ファルマが回廊の外を見ると、赤髪の若い美女が二人、大勢の技官たちを従えてこちらにきつい視線をよこしていた。

　ファルマは、ひえーと思いながらも会釈をする。

「噴水担当官、フランシーヌ姉妹だよ」

　彼女らはもともと、サン・フルーヴ帝都の街並みのなかに、神術陣を用いない小規模な公共の飲用噴水を作ってきた。飲用噴水の水質は素晴らしく、神術水なみの清浄度を誇った。

　さらに、彼女らがパトロンに依頼されて庭園に作り出す噴水は独創性にすぐれ、巧みな仕掛けが施されており、まるで生き物のように水を操った。その功績がサン・フルーヴの先帝の耳に入り、平民技官ながら宮廷人となり、宮殿の噴水の施工等を一手に引き受けている。その作品には、聖帝だけでなくメレネーも魅了されていた。

「なんで睨まれてるんだ？　お前、何かやったか？」

　基本的にモテる男であるパッレは、特に若い女性から敵意をむけられることに慣れていない。珍しい弱点があったものだなとファルマは意外に思う。

「何かやったかもしれないけど、そもそも彼女らは水の神術使いが嫌いだ。俺は筆頭宮廷薬師だから、多分宮殿一嫌われてる」

「なんとか和解しとけよ……。診察もするんだろうが」

「水属性全員が彼女たちから嫌われてるから、仕方がないんじゃないかな。宮廷薬師なんて全員水属性だから彼女らの敵だし、彼女らは侍医にかかってる」

「そこまでか。水属性に何かされたことがあるのか？」

「簡単にきれいな水を出せる水属性神術使いと違って、噴水を作るには川から水を引かないといけない。工事やら仕掛けやらで、色々と苦労してるんだと思う」

　彼女らとはあまり話したことがないので、ファルマにも何があったのかよく分からないのだ。

　一般の神術使いの属性は外見や杖つえの種類でバレることはないが、宮廷薬師は必ず水属性であるため、採用された時点でバレている。

「なるほどな。よし、挨拶するぞ。紹介しろ」

　ファルマは形ばかり先導して、パッレとフランシーヌ姉妹を引き合わせる。

「ごきげんよう。新しい宮廷薬師が任命されましたので、よろしくお願いいたします」

「パッレ・ド・メディシスと申します」

「あらあ。こちらこそ、ド・メディシス様。宮廷薬師様ということは、水属性の神術使いでいらして？　同じ水を手なずける技能者として、以後お見知りおきを」

　言葉は慇いん懃ぎんながら、完全に挑発されて擦こすられている。

　パッレは愛想のよい応対をしながら、珍しく挑発に乗らない。

「水に関わることであれば、できる範囲のことはお手伝いいたします」

「では早速、専門家としてのお知恵を拝借してよろしいですの？」

「もちろんです」

「では、こちらにいらして」

　ファルマとパッレは庭園を案内されて、姉妹の作品を見ながら歩く。

　宮廷内には千を超える噴水があり、そのうち半数ほどが姉妹の作品だ。初代皇帝や、水神や海神を模した彫刻の神像を彩るように、ファルマたちが通りかかると壮麗な水のショーが繰り広げられる。

「いつ拝見しても素晴らしい作品群ですね」

　ファルマは、お世辞ではなくそう言って褒める。

「それは光栄ですわ。しかし皆さま、地上部分だけをお褒めくださるのですが、噴水は配管にこそ技術の真しん髄ずいがあります。配管敷設工事には二十年を要しましたの、ご存じないでしょ」

　納期が遅れたために造園家が自殺したという話は知っているが、ファルマが知り得ているのはそのくらいの情報だ。ファルマは素直に「勉強不足で失礼いたしました」と相手を立てた。

　ファルマを軽くやり込めたフランシーヌ姉妹は、古く大きな噴水の前で立ち止まった。噴水自体は大きなものだが、水が止まっているように見える。

「これ、水が出ないんです。噴水に接続している配管に石灰が沈着しておりまして、困っておりますの。従来のやり方では配管の交換になるのですが、長期の工事になると思われますわ。その間、噴水で聖下のお目を楽しませることができないなんて、心苦しくて。私たち、どうすればよいかしら？」

　これは無理難題を押し付けて試されているのだな、とファルマは合点した。

　しかし、パッレは少しも怯ひるんでいない。

「石灰を取り除けばまだ使えるということですよね」

　パッレは問題点を淡々と確認する。

「配管の径が小さいので、中に入っての掃除はできませんよ？」

「私の神術を使えば取り除けます。ちなみに水道管の材質は何ですか？」

「銅ですわ」

「すみません、少し横から失礼いたします。……兄上、ちょっと」

　ファルマは少し離れた場所にパッレを連れてゆく。

「神術を使ってはだめだ」

「なんでだ？　コストゼロでできるし、石灰なら消せるだろう」

　パッレは日頃の鍛錬の成果もあり、この時点で物質消去に近い神術を意のままに使うことができた。それを使って解決すれば簡単だと主張している。

　それで解決するのはファルマにも分かってはいるが、首を振る。

「彼女たちは、兄上に神術を使ってくれと言ったわけじゃない。彼女たち自身で解決できる方法を訊きいている。神術で解決しましょう、では回答になっていない」

「なるほど。お前は行間を読みすぎだが、彼女らのためにはそれがいいか」

「兄上が答えられないなら俺が答えるけど、どうする？」

「待て、考えさせろ」

　ファルマは先に戻って、フランシーヌ姉妹に合流する。

「すみません、少しお待たせします」

「次の予定もありますし、お答えは後日でも構わないわ」

「お待たせしました」

　パッレは何か閃ひらめいたと分かる顔で戻ってきて、自信を持って答えた。

「クエン酸で石灰を溶かせばよろしいかと」

「クエン酸というものはどうやって作ればいいの？　酸をそんなに大量に作れないわ」

　パッレは、工業的なクエン酸の生産方法を伝える。

　廃棄されたデンプンをもとに、コウジカビの発酵によってクエン酸を得る。そして水流を止めて水道管内をクエン酸液で満たし、石灰を溶解させる。クエン酸は粉末であるため濃度を上げて強酸にできるので、長年蓄積した石灰も溶かせる。

　最後に、中和が必要だ。現代地球では、いわゆるスケール除去剤として販売されていた。

「よろしければ、クエン酸の工業生産方法については引き続き助言しますが」

　姉妹はしばらく難しい顔をしていたが、やがて笑顔になった。

「その方法でうまくいくようでしたら、工事が不要になりますわ。帝国中の水道管を、取り換えなしでしばらく維持することができますわね」

「それは費用の節約になりますね」

　フランシーヌ姉妹はパッレのアイデアを受け入れることにした。自身が介入するまでもなく解決しそうでよかった、とファルマはパッレの鮮やかな解決案の提示にほっとする。

「なんとかできてよかったです」

「ド・メディシス兄弟でしたっけ。あなたがたは、今までの神術使いとは違いますわ。私たちね、意外にも水属性神術使いのおかげでひどい目に遭ったことがありますの」

（全然意外じゃないです）

　ファルマとしては納得の理由だった。

　姉妹曰いわく、水属性神術使いの技官が神術を前提とした無茶な噴水の設計を行ったせいで工事が行き詰まり、やり直しにやり直しを重ねて工期が大幅に遅れ、彼女らの父であった例の造園家が責任をとって自殺したというのだ。

　その後も、フランシーヌ姉妹の手がけた噴水を見ては水属性神術使いたちがあれこれと品評したり、神術陣を使えだのなんだのと口出しをしたがった。

　そうしたことが積み重なって、彼女らは水属性神術使いを見ると、何か言われるのではと必要以上に警戒を強めるようになったり、彼らの知識を試すようになってしまったという。

（完全に逆恨みではあるけど……なんとかマイナスをゼロぐらいに戻せてよかった）

　その場限りの約束にならないよう、パッレはクエン酸の工業生産のための準備の手配をしていた。そういった地道な仕事も、宮廷薬師の仕事のうちだということを学んだようだった。




　それからしばらくもたたないうちに、『噴水の清掃をします。噴水を順番に二日ほど止めます』という庭園に掲げられた看板をファルマは目にし、同時にパッレの裏方仕事にも思いをはせた。






十三話　老いてゆくもの、置いてゆくもの






　一一四八年七月二十六日。

　その日、ファルマは異世界薬局に研修に来たブランシュの相手をしていた。

　エレンに弟子入りをして薬師を目指しているブランシュは、エレンに連れられて時々異世界薬局にやってくる。見習いの身なので当然調剤に携わることはないが、店舗で学ぶことも多いということで、エレンの後ろをついてちょこまかと動き、客にかわいがられている。

　午前中はエレンが診療に行ったので、ブランシュは異世界薬局の制服を着て、ファルマのあとについてくる。

　彼女は貴族令嬢ではあるが、掃除や洗濯、雑用も薬師の修業のうちだ。薬局の清掃は、毎朝職員全員で行う。清掃の手順、消毒の方法、薬局から出るごみの廃棄の方法、汚物処理の方法なども細かく決まっている。

　また、臨時の清掃の方法も教える。今日は朝一で薬局の床に盛大に嘔おう吐としたノロウイルス患者がいたので、ファルマとブランシュはマスク、プラスチックエプロンで防御をして、次亜塩素酸ナトリウムで清せい拭しき、消毒をした。

　使用した手袋などは、ウイルスが付着し汚染されているため、感染性廃棄物として処理する。嘔吐物が乾燥すると汚染を拡大してしまう。そんなことを、一つ一つ教えてゆく。ちなみに、ブランシュは作業終了直後にもらい嘔吐をしていた。

「薬師になって調剤はできるかもしれないけど、血とか嘔吐物のにおいには慣れる自信がないのー……」

　彼女はそう言いながら、しばらくバックヤードの流しの前でくの字になっていた。一度ツボに入ったらもうだめなようで、自分の嘔吐物のにおいでまた吐くということを繰り返していた。

「そのうち順応すると思うよ。ちなみに嘔吐物も観察材料だから、患者さんのそれはよく観察するんだよ」

「観察はできるけど、においがもうだめ……」

「でも、ブランシュは家にあるかなり臭い薬草も平気じゃない」

　ファルマはそう言って、明後日あさっての方向に励ましたりする。

「えっ、家にくさい薬草なんてあったっけ？」

　彼女の顔面が固まった。一時的に嘔おう気きもおさまっているようだ。

「ブランシュの部屋で栽培している薬草なんて、相当だと思うけど」

　彼女は部屋の窓辺に食虫植物のような形状の薬草を置いているが、かなりの悪臭を漂わせている。あれが平気なら大丈夫だろうと、ファルマは内心思っていた。

「知らなかった……いいにおいだと思ってたの」

「ま、まあ。人の嗅覚はそれぞれだし。俺がそう思うだけで、ブランシュがそう思っていないなら、それでいいから」

「えっ、私ってもしかしてにおいのセンスがおかしい？　いつも使っている香水もくさいとか？　でも、母上も何も言わないし……」

　などと言い出して涙目で慌てているので、ファルマは大丈夫だよとなだめる。

「母上がよく腰に貼っている湿布も、いいにおいだと思ってたの」

「それは人によるな……じゃあ、気分を変えるために庭で少し外の空気を吸おうか」

　嘔気が落ち着いて少しげっそりした顔のブランシュを連れて、ファルマは店舗の裏庭で栽培している薬草の管理にむかう。

「小さい兄上って、昔ながらの薬草も店舗で取り扱ってるんだね」

「これまで伝統薬学の薬を使ってきた人の中には、新しい薬に不信感や抵抗のある人もいる。そういう人がまず求める伝統薬を、薬草や伝統薬専門の薬師ギルド提携店だけでなくうちの店舗にも少し置いておけば、足を運ぶきっかけにもなるし、カウンセリングを受けて新しい薬を試してもいいかという気になってくれる人もいる」

「へえー……」

　ブランシュは薬草にまんべんなく水やりをしながら、ファルマの話を聞いている。彼女はエレンの下で、少しずつ薬草をはじめとする植物栽培にも挑戦している。

「もちろん、明らかに有害だと分かっている薬草はうちの店には置かないよ。そして薬師ギルド提携店でも、手に余ると思った患者はうちに送ってもらうようにしている」

「なんか……大変なんだね、小さい兄上も。お店に来ない患者さんのことまで考えるんだ」

「それはもちろん。薬師は公衆衛生の向上や健康増進のために働いているからね。うちに来た客だけ助けます、あとは知りません、というのは違うよ」

「そんな世のため人のためにとか考えるの、疲れない？」

　これには、ファルマもどう答えてよいやらと戸惑う。

「基本的には、自分のやりたいことしかやってないよ」

「ふーん……。あっ、この薬草はたくさんとっちゃったから、挿し木を作って増殖させるんだよね。師匠に教わったよ」

　ブランシュが葉を摘つんだばかりの薬草を指さして、ファルマに確認する。

　株数が少なくなってきたところなので、ファルマも同じように考えていた。エレンの指導が生きているなとファルマは安心する。

「そうだね。これから夏の暑さで株がいたんでしまうことも考えて、挿し木を作って増やしておいたほうがいい。それから、細い枝はいい葉がつかないから、思い切って切り戻しをしておく」

「じゃあ、挿し木用に切っとくね」

　ブランシュがハサミを構えたので、ファルマは止める。

「ほかの作業が終わってないけど、今やるの？　挿し木を作るなら、切ってすぐ発根処置をして水に差さないと。切り口から雑菌が入ってしまうと、発根の確率が下がるよ」

「そっか。分かった、すぐやるんだね」

「採取した植物はきちんと形状を確認して、数量を記録してね」

「えっ、でも植えたもの以外に生えてくるわけないよ、植えたときにちゃんと看板を作ってるから、そのとおりに収穫すればいいんじゃないの？」

「それが先入観なんだな。似た形の雑草や有毒植物がどこからか侵入してきたりすること、結構あるんだよ。それに、そもそも種を間違えて植えていたりすることもね」

「ええー、そっか」

「ここにこれを植えたはず、という思い込みはなくそうね。俺も一回、知らない雑草を見逃していて大変な目に遭ったことがある」

　風に乗って雑草の種が敷地内に入り込んでしまうということはままあるので、ファルマも薬師たちも、収穫時にはよく植物体を確認するようにしている。

　薬草に限らず、植物の栽培で面倒なもののひとつが、雑草とりだ。現代地球では除草機もあり、マーセイルの薬草園でも一部は利用されているが、薬局の敷地内の規模だと地道に手でとってゆくしかない。

　ブランシュは、土まみれになりながら雑草とりに奮闘している。

　二人していい汗をかいているな、とファルマは思う。

「ブランシュ、種がついた雑草を見逃さないでね。種が畑に落ちたら、ますます作業が増えるよ。それから、そっちの雑草はもう少し待ってから抜いたほうがいい。小さすぎて抜きづらいでしょ。雑草とりにも最適な時期があるんだよ」

「注意が多いの。一個ずつ言って」

「では一つ目。雑草の種を畑に落とさないで」

「分かった。おりゃー」

　ブランシュは見逃してなるものかと、オクサリス（カタバミ）を抜いている。

「抜いた雑草はそこらへんに適当に放り投げない。袋に入れて」

「なんで？　ほうっておけば枯れるでしょ」

「茎は枯れるけど、種が落ちる。これだけの種が落ちるとどうなる？」

「えらいことになる？」

「そう、えらいことにさせないで」

　ブランシュに軽く注意を促しながら、ファルマも黙々と雑草を抜いてゆく。こういう地道な作業は嫌いではないので、無心になってむしる。

「もー、雑草嫌いー！　薬草育ててるのか雑草育ててるのか分からなくなるのー！　なんかない？　ぱぱっと除草できる方法。薬草畑に塩をまくとか」

「塩はもってのほかだよ。除草剤を使ってもいいけど、結局生薬にするとき成分を除去しないといけないから、手で抜いちゃうほうが早いね」

「もとに戻ったー」

　ああだこうだ言うブランシュに、ファルマが薬草の管理方法を教えていると。

「ただいまー。あら、ここにいたの」

　往診に出ていたエレンが戻ってきて、門衛に馬を預けて裏庭を通りがかる。

「あっ、師匠！　おかえりなさいー！」

「ただいま。ファルマ君は店に出ていないのね」

「ブランシュに薬草の管理について教えていたんだ。エレンは早かったね」

「今日はアガタ先生がいらっしゃるから、早めに帰ってきたのよ」

　ファルマは、朝礼のときにエレンが話していたのを思い出した。

「そうだったね、エレンが対応できそう？」

「まかせて。準備も万端だから」

　エレンは自信に満ちた顔で微ほほ笑えむ。いい笑顔だ、とファルマもつられて笑顔になる。

「じゃあ、お願いするよ」

　このところ、ファルマは薬局業務において何もかも自分で引き受けるのではなく、できるだけ職員たちに対応を任せている。間違いは忌き憚たんなく指摘するが、過剰な口出しも控えている。自分がいなくてもやっていけるのが一番望ましい。

　やり方を変えたいと申し出があれば、妥当性を検証したうえで、その薬師のやり方を採用したりもする。少しずつ、難しい疾患もエレンやほかの薬師に引き継いでいっている。

　いつ、この風景の中から自分だけがいなくなってもいいように。

　それほど遠くないうちに、ファルマはエレンに店主の名義を譲るつもりでいた。





　◆






　午後になって、外科医ギルド長のアガタが、数名の平民医師を率いて異世界薬局に狂犬病ワクチンを取りに来た。

　依頼をしたのは町医師のドナルドだが、狂犬病ワクチンの提供先は外科医ギルド長アガタの名義になっている。外科医ギルドで一括して購入・管理し、必要があれば専用の配達便で各医院に届けるという方式になっていた。そうすれば、温度・湿度・使用期限等の管理を厳密にしたり、各医院での管理コストを減らすことができる。

　ファルマはこのシステムを、日本における医薬品管理センターのようなものかな、と解釈している。

　アガタは外科医ギルドの紋章の入ったガウンを着てフォーマルな出で立ちだが、右目に黒い革の眼帯をしていた。ファルマは何かあったのかと気になったが、ひとまずそれは仕事の後で尋ねることにする。

「いらっしゃいませ、ご注文どおりのロットで狂犬病ワクチンを用意してございます」

　最初に注文を受けたエレンが挨拶をし、店舗の個室へと招く。ファルマも責任者として同席する。エレンもアガタの眼帯を見ていたが、アガタがまるで気にしていないので、今は尋ねないことにしたようだ。

「こちらにおかけください」

　ファルマはエレンのサポートに回る。随行の医師らにも椅子を出し、お茶出しもファルマがする。

「いやあ、まさかもう狂犬病のワクチンが完成するとは。早く使ってみたいものですな」

　ドナルドはファルマから見てもそれと分かるほど、そわそわとしていた。

「納期に関して、無理を言ってしまいましたか」

　アガタが尋ねると、エレンは自信をもって答える。

「いいえ、弊社のマーセイル工場では納期に余裕をもって生産しておりますわ」

「ならばよかった。また継続的によろしくお願いします」

「それでは、納品書にサインと、弊社指定の銀行にお振り込みをお願いいたします」

　エレンが手際よく各種書類にサインを求める。

「ええ、もう入金は済ませてありますよ」

「恐れ入ります。補助金の手続きもされましたか」

「おかげさまで。公的手続きは得意でございますの」

「さすがでございます」

　元貴族にして元侍医のアガタに、抜かりはなかった。

「それでは、薬剤の説明をしてくださる？」

「はい、こちらはニワトリ胚の初代培養細胞に狂犬病ウイルスを感染させ不活化後、濃縮精製して安定化剤を加え、粉末化したものです」

　エレンはバイアルの現物を一瞬見せて、アイスボックスの中に戻して保冷する。温度管理の逸脱があってはならない。

「犬に噛かまれたときに投与すればよいのかしら」

「はい。野生の犬、猫、スカンク、アライグマ、キツネ、コウモリ、肉食動物であれば、基本的に狂犬病に感染しているものとして考えます。齧げっ歯し類に対しては、特に対策は必要ありません。投与の前に、まず噛まれた傷を石せっ鹸けんと流水で十五分以上洗い流してください。その後、塩化ベンザルコニウムで消毒し清潔にします」

「消毒薬も売ってくださる？」

　アガタが不安そうに尋ねるので、エレンは代替方法も提示する。

「ええ、先生方は何をお使いですか。ポビドンヨードなども使用できますよ、後でリストをお渡しします。傷を洗浄した後、狂犬病免疫グロブリンをすぐに投与し、その後に狂犬病ワクチンを予防として投与します」

「狂犬病免疫グロブリンも、一式の中に入っているかしら」

「もちろんです。望ましきは、帝都市民全員に曝ばく露ろ前の予防接種をしておくことなのですが、ワクチンの生産体制と供給体制が整うまでは、受傷後の投与開始となります」

　帝国と新大陸との往来に伴い、現在は貿易関係者のみに義務付けられている破傷風、黄熱、麻ま疹しん風ふう疹しん、水みず疱ぼう瘡そうなどのワクチンの帝都市民に対する公費接種については、聖帝エリザベスとともに準備を進めているところだ、とファルマは補足してアガタに伝えた。

「聖下のご英断に感謝するわ」

「まことに。いち臣民としてますます敬愛するばかりです」

「狂犬病ワクチンはいつ投与すればよいのかしら？」

「粉末のワクチンは遮光して、一〇度以下にて保存してください。被接種者には、問診、検温を行って体調を確認してください。使用する場合は、一バイアルについて規定用量の注射用水で希釈し、受傷当日、三日後、一週間後、二週間後、一か月後、九十日目に皮下接種をします」

　エレンは時間をかけて接種上の注意点などを説明する。

　同席の医師らからいくつかの質問が飛び、エレンが答えられないものはファルマが答える。

「分かったわ。受傷後、狂犬病を発症するリスクを前もって評価できるかしら」

「もし噛んだ動物を捕獲することができたら、その動物が一週間から二週間以内に狂犬病を発症するかどうかを観察すれば、前もって分かります」

「そう、人より発症が早いのね」

　動物の場合は、初期のうちは食欲不振や異常行動が見られる。その後の経過は、興奮症状、よだれ、恐水症状、咽頭部の痙けい攣れんを伴う狂操型と、麻痺状態の続く麻痺型に分けられる。いずれも、発症すればほぼ一〇〇％死亡する人畜共通感染症である。

　エレンはアガタらにそう説明すると、アガタもドナルドをはじめとする医師たちも、教科書を横に置き、メモを書き込んで真剣に聞いている。

「ちなみに、一度狂犬病を発症した患者を助ける方法はないのよね？」

「ゼロとは言いませんが、きわめて困難かと」

　ファルマは地球の症例において、狂犬病から生還した例を数例知っている。

　二〇〇四年、アメリカ・ウィスコンシン州でコウモリに噛まれて一か月後に狂犬病を発症した子供に対して、医師らは患児を昏こん睡すい状態にし、抗ウイルス薬リバビリンとアマンタジンを投与し、患児自身の免疫系によって生還した。この治療法は『ミルウォーキー・プロトコル』と名付けられ、現代地球においては狂犬病患者数十名に対して実施され、わずかに数名が生還している。

　ファルマはアガタに治療の可能性がゼロではないことを伝えるが、有効性についてはまだ明らかになっておらず、成功率は低いということも説明しておく。

「なるほど、それではやはり予防が全てということになりますね。狂犬病を発症した時点で、咬こう傷しょう歴があるかを聴取できるかも鍵となりそうです」

　アガタがしゃんと背筋を伸ばしそう言うと、ファルマとエレンも全面的に同意する。

「まさにそうです。特に、曝露前の投与であればほぼ確実に防げますからね」

「では、わしら外科医も狂犬病患者の治療をするからには、体液や血液に触れる可能性も考慮して、曝露前投与として狂犬病ワクチンを打ったほうがいいんですかのう？」

　ドナルドが不安そうにファルマとエレンに尋ねるので、ファルマは強くお勧めしますと伝えておいた。




「ところでアガタ先生、失礼ですが目にお怪我を？」

　薬剤の受け渡しの前にエレンがおずおずと尋ねると、アガタは上品に笑った。

「いいえ、これはね。つい昨日白内障の手術を受けたの。きちんと見え方を確認してから成功の報告をしたかったのだけれど、やっぱり眼帯をしていたら気になるわよね」

「白内障の手術、ですか？」

　昨日手術をして今日外出とのことで、ファルマが驚き確認するように尋ねる。

（いったいどこで受けたんだ？　白内障の手術はこの世界ではまだ確立していない。自分で自分の手術はできないから、執刀はアガタ先生ではない。帝国医薬大でもないだろう。帝国医薬大なら、俺に相談がくるはずだ）

　アガタが白内障を患っていたことはファルマももちろん知っており、そしてそれが外科医としてメスを置く原因となったことも把握はしていた。

　アガタが現役として復帰し、手術を手掛けたいと考えている。そんな噂うわさも聞いていたが、ファルマには、特に繊細な外科手術についてはどうすることもできずにいた。

　アガタが白内障の手術を受けたという話は、ファルマにとって驚きょう愕がくだ。

　白内障とは、本来透明な構造を維持している眼球の水晶体の大部分を構成するクリスタリンというタンパク質の構造が変化することによって異常な凝集や変化を起こし、水晶体の透明性が維持できなくなり混濁する加齢性の疾患で、八十歳以上の高齢者ほぼ全員に起こる。

　白内障によって水晶体が混濁してくると、視界がかすんだり、視力が低下する。視力の低下は老眼によっても引き起こされるため、高齢者の視力低下については原因の判別がつかないこともある。加齢のみではなく、アトピー性の白内障などもある。

　地球における白内障の手術の歴史は意外に古く、墜下法という術式で、古来よりインドで行われていたものが中国を経て日本へと伝来した。その方法とは、無麻酔下で針で白濁した水晶体を突き、硝しょう子し体たい内に脱落させるという単純なもので、病草紙やまいのそうしなどにも挿絵として記録されている。だが、この処置により雑菌に感染し命を落とす者も多かったとされる。さらに、水晶体を脱落させた後はレンズがない状態となるため、やはり分厚い眼鏡が必要となる。

　現代地球においては、白内障の手術は比較的安全に、かつ一般的に行われている。点眼麻酔を使用し、一ミリから三ミリの非常に小さい切開創から水晶体前ぜん嚢のうを切開し、水晶体を破砕する。吸引によって水晶体を取り除き、折り畳み式の眼内レンズを挿入することによって屈折矯正を行う。レーザーを使って切開する場合もある。眼内レンズも、保険適用の単焦点や多焦点のレンズの選択肢がある。

　ファルマが以前アガタの目を診たとき、右目は成熟白内障の状態で、左目は辺縁部に濁りがみられる皮質白内障だった。そのときにアガタに「なんとか治らないかしら」と尋ねられたが、ファルマには「私には手が出せません」と答えるほかなかった。ファルマの手持ちの技術では精度の高い眼内レンズを作ることができないため、断念せざるをえなかった。それを少し心苦しく思っていたのだ。

「水晶体はきちんと、切除をしていただきましたよ」

　アガタは、いわゆる墜下式で水晶体を除去したのではないと説明する。

「水晶体を切除したその後はどうなさいましたか？」

「水晶体の代わりとなるレンズを入れました。何の材料を使用したと思いますか？」

「……ガラスでしょうか」

　ファルマは探り探り尋ねる。もし、ガラスだとしたらファルマは残念な報告をせざるをえない。

　ガラス製のレンズは硝子体内に脱臼しやすく、さらにガラスを挿入する際に大きく切開をしただろうから、屈折が強く出てしまう。眼帯を外した頃には、期待した見え方にならない可能性が高い。

　だが、アガタはファルマを出し抜いたとばかりに満面の笑みを浮かべる。

「やはりガラスだと思いましたか。いいえ、正解はアクリル樹脂製の眼内レンズです」

「アクリル樹脂ですか！　すごい！」

　ファルマは興奮と歓喜で目を見開く。

「ふふ。すごいでしょう」

　アガタはファルマの反応に満足したかのように片目を細めた。

「ドナルド先生に入れていただいたのよ。ここの医院は感染の対策をしっかりしているから、安心して任せられたわ」

「うまくいっているといいんですが」

　老医師ドナルドは、隣で恥ずかしそうに頭をかいている。

　アガタはそんなドナルドに柔らかなまなざしをむけながら、ファルマに説明する。

「この一か月、私は技術局に通いつめまして。おそらくはあなたが登録されたものだと思いますが、多くの技術を参照させていただきました。アクリルポリマーの合成方法、その加工方法。全て読んで実際に手を動かしました。そして、アクリル樹脂の造形を満足になすことができるようになったとき、思いついたのです。生体材料、例えば私の水晶体に使ってみようかしら、と」

　眼内レンズの技術開発史のうえで、アクリル樹脂やシリコン製のレンズが用いられたこともあったので、ファルマはアクリル樹脂の合成方法を技術局に登録していた。アガタはその知識を学び、応用した。

　しかし、アガタはファルマの反応を奇妙に思ったようだ。

「その顔は、アクリルポリマーが水晶体の代用になりうると知っていたかのようですね」

「……ご想像にお任せします」

　ファルマは口を濁すが、何も知らずに応用したアガタには賞賛を送りたい。

「この術式が確立しましたら、私も技術局へ登録しますよ。そのためには症例数が必要ですね」

「素晴らしいです。ちなみに、麻酔等はお体にご負担ではなかったですか？」

　エレンがアガタの体を気遣う。

「局所麻酔ですもの、何ということはないわ。もしかして『こんな八十歳のおばあちゃんなのにわざわざ手術を？』と思ったかしら？」

　アガタは不敵な笑みを浮かべる。

「いえ、そのようなことは」

　エレンは慌てて否定する。

　エレンがどうフォローすべきか困ってしまったようなので、アガタは寛容な笑みを見せる。

「逆です。八十歳だから手術をしたの。もう老い先短いのだし、失敗しても片目だけ。目は二つついているわ。うまくいけば新たな術式を確立できるかもしれない。どちらにしても見えないのだし、失うものはない。やらなくて後悔はしたくないわ」

「お見それしました。眼内レンズはいったいどんな形状を？」

　ファルマが気になって尋ねると、アガタはこれですと言って宝石箱に入った模型を取り出した。それは四本の支持部の付いた水晶体で、特殊な形状をしている。

「解剖学的知見から、そのまま水晶体を入れるとずれたり落ちたりすると思いましたので、レンズの端に支持部を取り付けてみましたの」

「おお！　これならば落ちたりずれたりしにくいですね」

　ファルマは声を上げて感心する。現代地球における眼内レンズと少し異なるとはいえ、似た形状をしている。アガタや医師らが知恵を集めて編み出した形状なのだろう。

「よろしければ、抗菌点眼薬を出しましょうか」

「ご心配なく、既に使っているわ。一日たったし、眼帯を外してみようかしら」

　アガタは自分で判断して、ゆっくりと眼帯を外す。

　瞬まばたきをすると、個室の窓から薬局の外の風景を驚いたように眺めている。

「なんて鮮やかなお花畑だこと。見え方は素晴らしいわ。どこも歪ゆがんでいませんし」

　アガタの使用した眼内レンズは単焦点であるため、眼鏡が必要になるだろうが、少なくとも視界の白濁はなくなっているはずだ。

「それに……待って。空がやけに青く見えるわ！　気のせいかしら」

「気のせいではありません。加齢によって水晶体は黄変してきますから、白内障を患っておられなかったとしても、アガタ先生の風景は少しずつ黄色く見えていたはずです」

　ファルマは、「本当にそうなのか」とアガタがそう感じるからくりを伝える。

「今は、お若い頃と同じく空が鮮やかに見えるでしょう。帝都をご覧になりますか」

「ええ、ぜひ」

　ファルマはアガタの衰えた足腰をかばい、エレベーターで店舗の四階、研究室のある階の通路へと案内する。異世界薬局四階正面の窓からは、帝都の街並みが一望できる。

　ファルマとエレンが窓を開け放つと、風が吹き込んでくる。

　そして彼女は帝都をじっと眺めていた。ドナルドもアガタの隣で同じ風景を見ている。

　アガタはハンカチを取り、そっと目元にあてた。

「ああ、なんて美しいこと。どこまでも見える気がするわ。私の人生を包んでいた霞かすみが取り払われ、青い空を取り戻せてよかったわ」

「それでは左目のほうも、予定を組みましょうか」

　ドナルドがもったいぶった調子で尋ねる。

「ええ、ぜひ。できる限り早い日程にしてちょうだい」

　アガタははっきりと、近日中に左目の手術にもとりかかる意向をドナルドに伝えた。

「挑戦を忘れてはいけないわね。でなければ、この景色を取り戻すことはできなかったもの」

　ここに置いてゆく技術はきっと、数々の応用を経て世代を超えて一人一人の人生に寄り添うのだろう、ファルマはそんな思いを胸に留とどめた。

「今日はオレンジを食べてみてください。きっと、鮮やかで懐かしい色をしていますので」

　昨日までは彼女にとって茶色に見えていたそれも〝オレンジ色〟を取り戻すはずだ。






十四話　狂犬病への備え






　一一四八年八月三日。

　アガタ率いる外科医ギルドは、狂犬病感染の疑いのある野犬に噛かまれた平民猟師の最初の一例に遭遇した。

　咬こう傷しょう事故を起こした野犬が狂犬病の症状を呈し、その後死亡していたことから、患者検体をアップデートした臨床検査で狂犬病ウイルスを検出し、狂犬病ワクチンの曝ばく露ろ後接種を開始した。

　当該患者においては、ファルマの診眼でも狂犬病のウイルス感染が検出されており、拡大視によれば右手指の末まっ梢しょう神経にとどまっている。潜伏感染期に狂犬病ウイルスが少しずつ神経内部に感染を広げ、やがて中枢神経を介して脳に達したとき、通常は発症する。

　アガタら外科医ギルドは専用隔離施設を設置し、果たしてこの最初の接種患者が狂犬病を発症するかに注目している。数か月後には答えが出るが、ファルマは緊張をもって経過を見守っている。

　狂犬病感染拡大の報告を受けた聖帝エリザベスは、いちはやく帝都内で飼育されている食肉目に順次ワクチンを接種することを義務付けた。人に接種をするより飼育動物に接種をするほうがコストを抑えられるので、当然宮殿で飼育されている聖帝のトラやライオンなどの大型ネコ科動物も対象になった。宮廷獣医や街の獣医ら、咬傷事故などを受ける可能性のある職種にある者も優先して予防接種を受けることになった。

　ファルマは宮殿の薬師控室で狂犬病ワクチンの準備を行い、パッレと手分けをしてワクチン接種を担当することになった。

「俺は動物に打ってくるから、兄上はここに来た人に順番に問診をして投与していってよ」

「人は分かった。だが動物とはあの獰どう猛もうな番犬や猟犬、ライオンやトラ、ヒョウのことか？　あいつらにも接種するのか？」

　大型動物相手だといくらか格闘する羽目になるかもしれないが、そこは獣医に保定を手伝ってもらうしかない。

「そう、もちろん接種するよ。やるしかない」

「一応、お前もワクチンを打ってから行ったほうがいいんじゃないか？　ワクチンを打ちに行って噛まれましたじゃシャレにならねーぞ」

「そのつもり。兄上が打ってくれる？」

　ファルマはこの世界においてはありとあらゆる感染症にかからないし、そもそも嚙まれても透過するため、今さら予防接種も無駄なのかもしれないが、他の接種者への啓発のためにパッレにワクチンを打ってもらう。とはいっても、針は体を透過してしまうので、薬剤を体内に置いてくるといった感覚だ。

　ファルマもパッレに投与を行い、互いに接種後の経過観察をしながら会話を交わす。

「人間の接種予定者は何名いる？」

「宮廷獣医と飼育者、猟師、合わせて五十名ほどかな。これが最新のリスト。咬傷歴のある人をピックアップしておいてほしい」

　ファルマは準備しておいた接種予定者のカルテ一式をパッレに手渡す。少しずつ担当患者の引き継ぎをしているので、これもパッレの臨床経験となり、担当薬師として顔を覚えてもらう契機にもなる。そんなことは、プライドの高いパッレには伝える必要もないが。

「分かった。数か月前の咬傷歴の聴取も必要か？」

「潜伏期間が長い場合もあるから、必ず聞いてほしい。それから、付箋をつけた三人は結構強烈な反ワクチンの人だから、対応は任せる」

「拒否した職員には打たねーのか？　無理やり打つわけにもいくまい。曝露後接種でいいだろうって言い出したら？」

　患者自身が医療を選択できる現代地球とは異なり、勅令だからといって強制してしまってもいい世界なのだが、強制的な接種は不信感につながる。

「狂犬病ワクチンの曝露前接種と曝露後接種の違い、メリットとデメリットをきちんと説明して、本人に選んでもらって」

　曝露前接種を行っておけば投与回数が少なくて済むだけでなく、曝露後接種より生存確率が上がる。言葉を尽くし、丁寧に質問をくみ取り、接種者の不安を和らげることができれば、命を守る行動をとってくれるはずだと諭す。

「針を刺すのが嫌いな人間もいるだろうしな」

「宮廷の人たちは、月に一回行われていた瀉しゃ血けつを廃止したから感謝してくれているよ。普通に話せば分かってくれる」

「ああ、瀉血は厄介だものなあ……。全面禁止の流れになったのはよかった」

　瀉血嫌いの宮廷人も多く、ファルマもクロードを説得して瀉血を廃止したため、多くの人々を味方につけることができていた。




　数人の専門職らのワクチン接種が終わったところで、宮廷獣医ジョセフィーヌが薬師詰所にやってきた。ファルマにとってはいつも学生として接しているジョセフィーヌだが、宮廷獣医のバッジをつけた彼女は凛り々りしく見える。

　ジョセフィーヌはファルマを見つけると、嬉うれしそうに駆け寄ってくる。

「あ、教授！　お疲れ様です。ワクチンの接種に参りました。その後、動物への接種をお願いします。私もサポートしますので」

「こちらこそ、よろしくお願いします。そういえば、ジョセフィーヌさんは動物の咬傷歴があると言っていたよね。それは最近でもあるの？」

　以前聞いたときはあると言って傷を見せてくれたが、さらに新しい傷が更新されていた。

「そんなの、年がら年じゅう生傷だらけですよ。ほら、ここも。ここもです」

　ジョセフィーヌは、手足に勲章とも呼べるほどの咬傷痕を作っている。あれもこれもと見せてくれるので、獣医師って大変な仕事なんだなとファルマは恐れ入る。

「咬傷対策って不可能なんだっけ？」

　保定の前に動物を手なずけるコツなどがあるのではないか。革のグローブなどを使えば、と問うてみたいが素人は口をはさむべきではない。

　ファルマは本格的に噛まれる動物としては、マウスやラットの取り扱いぐらいしか経験がないため、獣医とはそういうものなのかと納得するほかにない。

「防御神術が間に合えば使いますが、そんなものは患畜の気分次第ですし、たいていは神術を立ち上げるより患畜の攻撃のほうが早いです」

　最近では保定技術が上がってあまり噛まれなくなってきたというが、それでも予想外の行動をする個体、急に機嫌が悪くなる個体はいるそうだ。
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　ちなみに、ジョセフィーヌが一番困ったのは毒蛇に噛まれたときだという。

「え、毒蛇？」

「いやぁ、噛まれたらどんどん牙が食い込んで放してくれなくてですね……。なだめすかして決死の格闘を繰り広げましたよ」

　死ぬかと思いました、などと遠い目をしながら語るジョセフィーヌはタフすぎた。

（それ以前に、宮殿で飼ってる動物がおかしい……）

　さすがにファルマも、毒蛇を素手で触らないほうがいいのでは、そもそも毒蛇を飼育すべきではないのではというコメントしか出てこなかった。

「毒蛇はペットではなくて、抗毒血清を作るために飼っているんですよ。いつもはカラッカラになるまで毒を絞っていたんですけど」

「あ、そういうことか！　抗毒血清はどの動物で作っているの？」

「馬で作る獣医もいますけれど、私は牛で作りますね。獣医たちが持ち回りで作って、規定の量を保存しています」

「へえー……」

「契約している猟師が結構毒蛇に噛まれるので、必需品ですよ。あとは、聖下が狩猟にお出ましのときにもしものことがあってはいけませんからね」

　サン・フルーヴ帝国には、鎖のような模様の毒蛇が生息している。いつかに備えて毒蛇の血清を取り揃そろえておくことも宮廷内でのジョセフィーヌの仕事なのかと思うと、彼女も言わないだけで多忙な日々を過ごしているのだと感心する。

「抗毒血清を作るのは、獣医師ではなく薬師の仕事ではないの？」

「えっ、教授がやってくださるなら大歓迎です」

「職務の分担については、また相談しよう。そういえば、蛇毒は動物を使わず人間に打って抗毒血清を得る、ミトリダート法という方法もあるよ」

　パッレがファルマからの熱い視線に気付いた。

「は？　俺がやんのか？　牛馬でやるもんだろうがよ！」

　ファルマがやってもいいのだが、抗毒血清以外の何かも紛れ込んでしまいそうで避けたい。

　意味深な視線をむけてパッレを怖がらせてしまったが、もちろんそんな方法はファルマも推奨しない。

「何も言ってないよ」

「なぜ今のタイミングでこっちを見た。俺を殺す気か、元白血病患者でやろうとするな」

「そうだよね」

　ファルマは適当に流して、問診を続ける。

「それで、過去はともかくとして、今は体調に問題は？」

「はい、体調は万全です。私は宮殿で飼育されている動物にしか触れていませんので」

　宮殿で飼育されているのは、確かに血統や品種などはやんごとなき動物たちなのだろうが、感染症は別の話だ。

「それは何の担保にもならないよ。講義でもやったけど、人畜共通感染症もあるし」

「そういえば、パスツレラ症にかかって関節炎を起こしたことならありますよ。というか、帝国医薬大に入ってからあれがパスツレラ症だったことを知りました。新しい知見を得ました」

「それは危なかったね……」

　ファルマがヒヤヒヤしながら診眼を使うが、ジョセフィーヌの体には、今は特に異常はなさそうだ。重篤なアナフィラキシーを起こしたことがあるか、発熱はないかなどの問診ののち、パッレがワクチンを希釈、調製して注射器に充じゅう填てんし、ファルマが監査と投与を行った。





　◆






　接種後の経過観察で異常がなかったので、今度はファルマがジョセフィーヌと食肉目のワクチン接種にむかう。ファルマがワクチンを調製し、ジョセフィーヌに保定をしてもらって投与してゆく予定だ。

「この子たちからいきますか。大丈夫、檻おりから出さなければどうということはありません」

　ジョセフィーヌとファルマは、エリザベスが愛猫といっていたトラの檻の前に立つ。

　ふいにトラがお尻をむけたので、ファルマは何かを察して氷の壁を作っておくと、案の定スプレー行為をはたらいた。

「ふふ、さすが教授。おしっこを飛ばしてくると読み切るとは！　私とは違いますね」

　ジョセフィーヌが興奮しているので、まさかと思い尋ねる。

「え、ジョセフィーヌさんはかぶるの？」

「まあ、今かと思ったときには来ないですし、ほかの作業に夢中になっているといつもかぶりますね。最近では愛情表現かなと思える余裕も出てきました」

「かぶるんだ……」

　本当に大変な仕事だと、ファルマは頭が下がる。

「マーキングの飛散防止に、檻の前面にガラスを張っておけばいいんじゃない？」

「まあまあ、そうしない理由は一目瞭然かと。さて、始めましょうか」

　ファルマはジョセフィーヌに促されて、ワクチンを調製する。

　その間に、ジョセフィーヌは生肉の入ったバケツを持ってきて肉でトラの気を引き、トラの体が檻に対して横向きになるように移動させる。その自然な誘導は見事だった。

「教授、この隙すきに横から檻に手を入れて、皮膚をつまんで皮下注してください。あ、肉というよりは毛を引っ張ると皮膚が盛り上がってやりやすいです」

　ジョセフィーヌがトラに声をかけながら肉を食べさせ、おいしそうに貪むさぼっているその隙に、ファルマが檻ごしに投与を済ませる。あっという間の仕事だった。

「すごい、こんなに簡単に終わるなんて。多少格闘になるのを覚悟してたのに」

「まさかトラと格闘して投与しようとしていたんですか。教授も面白いところありますね」

　ジョセフィーヌはぷぷっと吹き出した。




　その調子でジョセフィーヌと大小の食肉目のケージを回り、ファルマが皮下注射をしてゆく。子ライオンはジョセフィーヌが首根っこを捕まえて保定したり、小動物は彼女自身が投与をしたりした。ジョセフィーヌは注射器を隠しながらの投与のスピードも速い。

「投与完了かな」

「無事に終わって、というか無傷で終わって何よりです。これで動物たちが聖下を噛んだとしても、狂犬病に感染なさることはないんですね。獣医師としても、一つ心配が減ってありがたいです」

「複数回投与が必要なので、私たちも含め抗体ができるまでは油断はできないけどね」

　ファルマは狂犬病ワクチンだけでなく、人畜共通感染症のうち、例えば人に対する影響が大きいものから順にワクチンを開発、普及させてゆく必要性を感じている。それがひいては、動物だけでなく帝都市民の保健衛生につながる。

　ジョセフィーヌにそんな話をしていると、

「教授、あらためまして」

　彼女はふとファルマの目を覗のぞき込む。

「今後とも、ご指導ご鞭べん撻たつをよろしくお願いしますね？」

「もちろん。どうしたの？　あらたまっちゃって」

　ファルマもジョセフィーヌの真剣な口調に応えて頷うなずいたが、ジョセフィーヌの表情には憂慮が見えた。

「えっ。いえ、なんとなくです」

「ジョセフィーヌさんは、医薬大を卒業したら宮廷獣医に専念するんだっけ？」

　学生の進路相談はまだ実施していないが、確か入学時はそう言っていたはずだと思い出し、何気なく尋ねてみる。

「そうですね、教育課程を終えて一級薬師の資格を得たら、宮廷獣医に奉職しつつ大学院に進んで動物の感染症の研究を続けたいです。エメリッヒ君とそんな話をしていて」

　ファルマは総長のブリュノにかけあって、来年にも帝国医薬大に世界初の大学院となる『サン・フルーヴ帝国医薬学校総合薬学大学院』を設置する準備を進めている。

　五年間の学部教育に引き続き、三年間の博士課程を設ける。ほかの学部についても検討を進めているが、薬学研究拠点を先んじて設置する。

　地球における大学院の記録を振り返れば意外に歴史は浅く、一八七六年、アメリカのジョンズ・ホプキンス大学に最初の大学院が誕生したとされる。

　エメリッヒは既に大学院入学への強い意向をファルマに伝えており、創立準備の手伝いまでしていた。エメリッヒはパッレやエレンとは違って、臨床より研究タイプの薬学者になりそうだ。

　ファルマは将来、彼に薬学研究の中心的な存在になってほしいと考えている。

　またエメリッヒには内緒なのだが、ファルマは既に彼の致死性家族性不眠症にまつわる遺伝子を修復して、発症しない状態にしておいた。

　仮にエメリッヒが致死性家族性不眠症の治療法を発見できなくとも、ファルマがいなくなった状態であっても、エメリッヒが死亡することはない。

　そのことはいずれ伝えようと思う。彼には残り時間を気にせず研究に没頭してほしかった。

「教授はどう思われますか？」

「そっか、獣医をしながら研究を続けるんだね。もちろん、大歓迎だよ」

「両親には反対されたのですが」

「どうして？」

「ありきたりなのですが、婚期を逃すからだそうです」

「婚期か。別に研究が結婚の妨げになるとは思わないけどな」

「それは教授が男性だからそう思うのかもしれませんよ」

　この世界の因習として、女性薬師や女性研究者は結婚して引退するか、もしくは生涯独身が普通のようだ。既婚女性は五人も十人も出産するのが普通で、妊娠していない期間が殆ほとんどない。出産や育児に手の離れた頃に復帰しようにも、若い薬師と比較して仕事覚えが悪くなっている。

　となると、未婚の若い女性薬師を採用し、寿退職させましょうという話になるそうだ。

　だからこそ、ファルマはそれを逆手にとってメディークや関連薬局で既婚の優秀な女性薬師を大量に引き抜くことができた。人手が足りないときに急に休まれると困るが、大人数を採用してシフトを組めば、多少イレギュラーに休みを取られたとしても何ら問題ない。

　結婚、出産が女性研究者にとって大きな負担となることは、ファルマにも理解できているつもりだ。女性研究者が結婚や出産を諦めてしまわないよう、周囲のサポートが必要だ。既婚女性も既婚男性と同じように活躍できる、それが普通となる社会にしなければならないと思う。

「そうかもしれないね。ジョセフィーヌさんは結婚をしたいと思っているの？」

「いえ、まったく。他人と暮らすのが嫌いなので、そう言われるのも鬱うっ陶とうしくて」

　それが本心なら、独身を貫くのは何ら非難されるいわれはないとファルマは思う。

「私も一生独身のつもりだよ。独身仲間だね」

　ファルマは何気なく伝える。するとジョセフィーヌは仲間を得て嬉しそうだ。

「教授もですか。そう言われると、気にならなくなってきました」

「どんな生き方があってもいい。学問の世界は自由だ。もし何か研究の妨げや懸念になっているものがあるなら、指導教官としてできる限りの支援をするから、いつでも伝えて」

「はいっ、ありがとうございます！　なんでも相談させていただきますね」

　ファルマはジョセフィーヌの意向を聞いて、彼らが快適に研究を続けていけるように整備をしておかなければと強く思った。

「そして大学院に進学して、薬学の博士号をとって、立派に研究者になれるよう頑張ります」

　指導教官として彼らが学位をとるまで指導ができるかは分からないが、ファルマは筆頭宮廷薬師から大学研究者へと軸足を移し、最後の最後まで彼らの歩む道を支えてゆきたいと願っていた。






閑話　テルマエの内装エトセトラ






　ある日。

　ファルマが宮廷薬師の仕事を終えて宮廷の薬草園の見回りをしていると、ファルマを捜しているロッテと遭遇した。

「ファルマ様！　よかった、ここにいらっしゃいましたか！　少しお時間いいですか？」

「ロッテ。忙しそうだね、捜させてしまったかな」

　ロッテは作業中に工房を抜け出してきたようで、手が絵の具にまみれている。その手で服を触られたら困ると、ファルマはいったん警戒しておく。

「どう、作品の制作は順調？　また作品ができたら見せてよ」

「すみません、はしたないところをお見せしてしまいました。その制作に関しての話題ですが、ファルマ様にどうしても今日お尋ねしたいことがありまして」

「急なこと？　いいよ、もう今日は予定ないから」

「実はですね……」

　ファルマはもう半分忘れつつあったが、黒死病の対応の褒美にとエリザベスが建造を命じていたテルマエの第三弾が完成するというのだ。

　彼女は絵の具にまみれた完成図面を、嬉しそうに広げて見せてくれる。

「今度のテルマエはまた、別の方向にすごいな」

　二つの帝都浴場は相変わらず帝都市民から好評を博していて、新しい浴場のオープンが熱望されていた。今回のテルマエは、半個室で絵画を観賞しながら入浴するというスタイルだ。

　次々と斬新なアイデアをよく思いつくなとファルマは感心する。

「そうなんです！　あとは絵を入れれば完成で……ここです。この主浴場の、こんなに広い面積に私の絵を入れることになったのです！」

　実際にはロッテが絵を描くのではなく、図案を作り、宮廷画家たちがテンペラ画を描くというのだ。画家としての大抜ばっ擢てきだし、ロッテは着実に仕事の幅を広げていた。

「ロッテのセンスを買っての抜擢だろうし、君のデザインにお任せでいいんじゃないの？」

「いいえ、私の作だとはいいましてもファルマ様へのご褒美なのですから、ファルマ様のお好みの図案にするべきだと思いました。ご趣味に合わなければ意味がありませんし、聖下にもご報告しています。というわけで、どんな絵がいいですか？」

「うーん……すぐには思いつかないな」

　何でもいいよとは言えず、ファルマは困ってしまう。彼自身はあまり美的センスも持ち合わせておらず、下手に希望を出して帝都市民の不評を買ってしまってもロッテに申し訳ない。

「食べられる野草の一覧とかは？　帝都市民たちにも役立つ情報じゃない。毒のあるきのこ一覧とか、薬草一覧とか、星座早見表とか」

「なんだか図鑑みたいですね……」

「え、だめ？」

　ロッテの反応から察するに、テルマエの壁画にするには味気ないのかもしれない。

「えーと、ファルマ様は実用性が一番という感じですね。そこがファルマ様らしいです」

「そんなことはないよ。ロッテみたいな美的センスがないだけだよ」

　ロッテの中ではいまいちだったらしく、ファルマの希望を聞くのを諦めたらしかった。市民の憩いのためにも、そのほうがいいとファルマは思う。

「でもでも、星座ではなくて星空はいいなと思いました！　窓がないので、天井に星空の絵があれば、きっと皆さん癒いやされると思います」

「そうか、蓄光塗料を使えば星が光って見えるかもね」

「そのアイデア最高ですね！　どうやってやるんですか？」

　ロッテが食いついてきたので、ファルマは明日までに作っておくよと約束する。

　蓄光素材には、ストロンチウムとアルミニウムの化合物を用いるつもりだ。

「ファルマ様は美的センスがないとおっしゃいますが、これまでなかったものを作り出すセンスや、ある分野と別の分野と結びつけるセンスは大いにおありだと思います」

「そうかな？」

「この発想はファルマ様でなければ出てこなかったですよ！」

「気に入ってくれたなら嬉しいよ」

　夜間は天井や壁面に夜光塗料で描かれた星空や星座図を眺めることができ、昼間は艶あでやかな神話画を、とロッテのアイデアはどんどん膨らむ。

　斬新な仕掛けは、新しいテルマエの目玉になりそうだ。

　地球史において、初期の夜光塗料は時計の文字盤などに用いられたが、ラジウムなどの放射性物質が用いられていたため、工場で文字盤に蓄光塗料を塗っていた人々を被ばくさせ、深刻な健康被害をもたらした。

　そんな歴史を思い起こし、また技術局に登録をしなければならないなとも思う。

　テルマエのオープン前に、例によって聖帝からの招待を受けるだろうが、さすがに自分自身の肉体的な成長もあって事案になってしまうのは明白だったので、今回は男湯に入浴させてもらおうとファルマは心に決めた。






十五話　到達と邂かい逅こう






　一一四八年八月七日。

　ファルマは帝都の日常生活を表面上は送りながらも、墓守との最終決戦に備えて単身、あるいはメレネーと様々な考察や検討を続けていた。

　打開策を得られないまま、ファルマは研究室に戻ってインターネットで地球側の動向を調べる。

　薬やく谷たに完かん治じの人生をネット上で掘り返していると、かつての自分とは全く異なる人生を送っていることに気付く。

　まず出身高校からして違う。ファルマ少年が通っていたのは、有名な公立高校だった。彼は高校生の頃から出身大学の研究室に出入りをして、部活の一環として国際科学オリンピックに出て入賞していた。

　その頃の薬谷は、私立の進学校で大学の受験勉強に明け暮れていたから、ファルマ少年は三年も早く研究生活を始めて、大学へのコネを作っていたことになる。彼の完全記憶能力をもってすれば、受験など楽勝だったことだろう。

　大学に入ってからは、学生馬術大会で連続優勝もしている。

（そりゃ、馬術も得意か。幼少期から馬に乗っている貴族だもんな）

　今さらになって、ファルマはもとのファルマ少年のスペックの高さを思い知る。現代日本の生活に順応していただけではなく、高い目的意識を持って、彼は最先端の薬学者になっていた。

（大した取り柄もない俺の体に憑依ひょういしてただろうに、どれだけ優秀なんだよ……）

　まだ会ったこともないファルマ少年と自身を比較して落ち込む。

　ファルマ少年の記憶はファルマ・ド・メディシスの体にも残されているが、それでもこちら側に彼の自我がないのは、意識の本体部分が地球側にあるからだろう。

　それに対して今のファルマ、すなわち薬谷完治は逆にファルマ・ド・メディシス少年の肉体や頭脳の潜在的な性能を十全に引き出せているのだろうかと自問する。

　もし、彼がこちらの世界で規格外の神力と完全記憶能力、そして現代薬学知識を手にしていたら、いったいどんな立ち回りをしただろう。最適解は別にあったのではないか。ファルマはそんな思いにも囚とらわれる。

　どれだけ調べても、インターネットでは薬谷完治に入っているファルマ少年が神力を使っていると推測できる情報に当たることはなかった。

　メレネーの霊が見た、あちら側の薬谷完治が白衣のポケットに挿していたという黒い神しん杖じょうらしきものは、メレネーから特徴を聞き取った限り、どうしても神杖ではなくペンだとしか思えない。ネット上の彼の写真や動画を見ていても、胸ポケットには同一と思われる黒いペンを挿していた。メレネーの言っていた杖つえとは、これのことだろうか。

　ファルマは生前、該当のペンを使っていなかった。何の変哲もない形状でありながら、メーカーを検索しても出てこない。確かに、ペンの内部に晶石などを仕込めば神杖化は不可能ではないし、クロードも手術の際にはメス状の極小神杖を使っている。

（ペン型神杖であれば、携行していても不自然ではないけど……おそらくは、思い入れのある海外土産か、特注品のペンだろう）

　向こうにいるファルマに連絡を取ることはできないだろうか。それが一番手っ取り早い。向こうのファルマ少年は、こちらが知らない情報を知っている可能性がある。ネットを介してつながることができれば、情報交換ができるかもしれないのに……そう思って、はたと疑問に思う。

（考えてみれば、ＨＴＴＰ通信ができているのに受信しかできない、アップロードができないって不自然だ。うやむやにすべき問題じゃなかった）

　こちらからの通信に関しては、こちらの世界の管理者である墓守か、もしくは何者かに干渉されてブロックされているとみるべきだろう。

（向こうのファルマ少年は、俺がネットを見ていることに気付いているのか？）

　こちらの存在に気付いていれば、自分宛に分かりやすいメッセージを出す気がする。例えば、ＳＮＳにサン・フルーヴ語で書かれたメッセージの写真などをあげればいい。

　しかし、彼のアカウントのＳＮＳを遡さかのぼってもそういったメッセージは発見できなかった。ＳＯＭＡを調べようとしただけで情報がブロックされていることを鑑みれば、消されているという見方も成り立つ。通信を邪魔されずファルマ・ド・メディシスと直接接触できる機会が唯一あるとすれば、やはり異界の研究室内で遭遇することだ。

（でも、ドアがもう物理的に開かないんだよな……電子錠も開錠するか分からないし）

　うまくいけばあと一回、指先一本ぐらいは入る隙すき間まはあるだろうが……。

（ドアをこじ開ける方法を探したほうがいいかな。例えば、外側から物質消去をかければドアは消えるだろうか……）

　十分ほど教授室のドアを睨にらみ据えながら頬ほお杖づえをついて思案した挙句、ファルマは閃ひらめいて、思わず「あっ」と声が出た。

（蝶ちょう番つがいを開けてドア自体を外せばいいんだ！　荷物の搬入の際に外せるようになってる……！）

　思いついてみれば、簡単なことだった。聖泉に入るたび、ドアは錆さびて経年劣化している。つまり、研究室のドアは毎回新しくなっていない。ということは、研究室の扉を一度取り外してしまえばその結果は固定され、地球への通路として使えるはずだ。

（完全に取り外してしまうことで、向こう側から何か侵入してくるかもしれないけれど……。あっ、でも蝶番ってドアを開ききらなければ外せないんだっけ。そもそもなぜ、ドアが開かなくなってきているのかを考えるか……）

　経年劣化による蝶番の緩みなどという理由であれば、ドアの下か上の隙間に、物理的にパッキンを噛かませれば開くようになるはずだ。あと一回開錠してくれれば、電子錠はラッチの部分をドライバーを使って取り外すことができる。いずれにしろ、ドアは開く。

　研究室に自由に出入りができる状態になれば、あとは制限時間の問題をクリアするだけだ。研究室内にいるのが死にかけの薬谷完治ではなくファルマ・ド・メディシスだったというパターンも存在したことから、ファルマと話すことはできるはずだ。

（早めにドアを開放状態にしておいたほうがいいかもしれない）

　もし経年劣化だとすれば、一日も早く対処する必要がある。

　ファルマは工具を持って、聖泉へとむかった。





　◆






　到着するなり聖泉へと飛び込んだファルマは、泉の裏から水面を凍らせて虚無の空間へと出る。そして、錆さびついた研究室３０１号室の扉の前に立つ。

　扉は以前見たときより状態が悪くなっており、手始めにスチール製のドアに対しアルミニウムと鉄の物質消去を使ってみたが、発動しなかった。

（神術が使えないのは、室内だけではなかったのか）

　ファルマは迷いなくドアの下部にスペーサーを噛ませて電子錠を開錠し、中にバールを突っ込んでこじ開けると、ドアは全開した。研究室には入らず、そのままドライバーでドアの蝶番のネジをとってしまう。

（よし、ドアが外れた。これでまた出入りできるようになるぞ）

　ファルマは外したドアを聖泉側へと引き出して、〝ドアを外した〟という結果を空間へ固定した。そして、ドアの外れた３０１号室の内部を覗のぞき込む。

　ソファの上はパーテーションで直接見えないので室内の鏡を使って確認すると、そこに横たわっているはずの薬谷完治はいなかった。

（ということは……どこかで行動している？）

　思わず身構えたそのとき、３０２号室、つまり研究室側から何者かがドアを開く音がした。





　◆






　西暦二〇四八年五月二十四日、午前三時三〇分。

　東京都文京区にある国立Ｔ大学薬学系研究科の教授、薬谷完治が研究棟の廊下を歩いているとき、自身の帰属する空間が現空間から切り離されたことを知覚した。

（来たか……！）

　薬谷教授は廊下側から培養室を兼ねている３０４号室の扉を開け、迷わず異界へと踏み出す。そこは閉じられた空間に存在する、世界の分岐点上にある一時間を無限にループする世界だ。地球側から異世界側への干渉はできず、異界化した研究室にファルマ・ド・メディシスが入った瞬間から、こちらの空間は閉じられ自由に行動をすることができない。

　時空を開く主導権は完全に向こうが握っており、つまりあちらのファルマ・ド・メディシスが欲したタイミングで薬谷教授は異界の研究室へ放り込まれる。

　異界の研究室へは一方向からしか入れず、ファルマ・ド・メディシスも３０１号室側からしかこちらへ侵入してこない。記憶に残っている限り、これは薬谷教授にとって五度目の異界入りとなる。

（今回は、先に向こう側へ到達する）

　既に何度か試行を行っているが、いつもファルマに先を越されてしまい、３０１号室に到達する前に陣取りゲームに競り負ける。というのも、ファルマ・ド・メディシスが３０１号室を開錠した瞬間からカウントダウンが始まるので、そもそもこちら側が不利なのだ。回を重ねるごとにファルマ側の侵入範囲は狭まっているので、薬谷教授は３０１号室側へと歩みを進めることができる。

　今回はスタートダッシュで出遅れまい。

（前回は３０３号室で悪霊が出てきたが……）

　薬谷教授は白衣のポケットからペン型の小型神杖を抜き、分析室である３０３号室の電気をつけながら杖を構える。悪霊の出現はうかがえない。

　警戒を緩めず歩調を速めて３０３号室を駆け抜け、３０２号室のドアを開く。

　遂に３０１号室へ到達したとき、３０１号室の出入り口、すなわち本来そこには廊下があったはずの空間から、眩まばゆい太陽光が差し込んできた。数秒間の明順応が終わると、境界の外にいたのは十三歳の、いまだ見たことのない自分自身の姿だった。

　自分自身──ファルマ・ド・メディシスは、異世界側から３０１号室の扉と蝶番を破壊して茫ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　あまりの大胆な手口に笑ってしまいそうになる。とはいえ、時空を超えた初対面だ。

（さて、本物の薬谷完治か。話が通じる相手だといいのだが……）

　薬谷教授はそんな緊張は噯おくびにも出さず、彼との対話を開始した。





　◆






　准教授室に入ってきたのは正真正銘、ファルマが動画で見ていた薬谷完治その人だった。

　その彼と、厳密な意味で視線が合った。視認されている。身構えるべきか、判断が遅れた。

「なるほど、ドアを外すとは考えましたね。初めまして、薬谷完治さん。私のことはご存じですね」

　彼の第一声は、ファルマの行動に対して感心を含ませていた。

「ファルマ・ド・メディシスさんですね」

　思わず近づこうとすると、薬谷完治に待ってと手で制止された。

「研究室に入らないでください。二つの宇宙をショートカットするこの特異な空間は、私かあなたの片方しか存在を許容されていないのです」

「その情報……この空間についての構造解析が終わっているのですか？」

　ファルマが片へん鱗りんすら把握できなかったこの空間についての解析を、既に終えている。

　それがどれほど心強く聞こえるだろうか。大海で遭難中、救援の船が来たかのようだ。

「ええ、とっくに。ご存じのとおり、地球ではありとあらゆる分野の専門家の助力を仰ぐことができますので、得られる情報量が異なります。空間を挟んだまま今後の対応を協議しましょう。この空間はどちらかが入ると、どちらかが締め出されます。あなたが機転を利かせて研究室に入らずにドアを開けたおかげで、あなたの持ち時間がなくなる代わりに、私は３０１号室側に到達することができました。私がここに滞在できるのも残り五十八分ほどしかないので、手短に」

　まさかの、今一番会いたかった人物との直接の対面が叶かなった。

「ああ、そうそう。いつ通信が切れてもいいようにデータを送っておきます。この研究室なら通信妨害はされませんので。あなたも何か試みられたかもしれませんが、おそらくうまくいかなかったのではないでしょうか」

　ドアの向こうの薬谷完治は、ファルマがスマホを胸ポケットに入れているのに気付くと、Bluetoothで画像や文章のデータを送ってきた。

　彼の言葉から、やはり何者かによって通信妨害が行われていたのだなと確信する。

「薬谷完治さん、これまでのあなたのご功労に敬意を表します。よく、そちらの世界で一人で苦難を乗り越えてこられましたね。あなたなしでは滅んでいたかもしれない私の故郷を救っていただいて、ありがとうございました。心から感謝します」

　端末の操作をしながらかけられたのは、優しいねぎらいの言葉だ。ファルマ〝少年〟という子供のイメージが強いが、彼は十歳の少年ではなく、地球側に二十一年も暮らしている三十一歳の成熟した青年だ。

　ファルマは彼の人格に触れ、殴られたような衝撃を受けた。そして、伝えなければと思っていたことを口にする。

「私は一人ではありませんでしたよ。あなたの家族や、周囲の人々に助けていただきました。それからファルマさん、私の妹を救っていただいてありがとうございました」

　ファルマは瞼まぶたを閉じて、これまでの出来事を噛みしめながら言葉を返した。

「ええ、私にとっても大切な妹です」

　そう言われると、ファルマは少し複雑な気分になる。

「私とあなたは対となる存在で、対となる力を持っています」

「……対？」

　つまりそれは、人格と記憶の入れ替わりを指すのだろうか。

「あなたが守護神であるならば、私は邪神と呼ばれる存在です」

「つまり、神力と反神力を使う存在、物質と反物質で構成された存在ということですか」

「はい。私たちが力を合わせれば、必ず二つの世界、そして私たち自身を救うことができます」

　彼の言葉は穏やかながら、自信と希望に満ちていた。彼は今、ファルマの前に一人で現れたが、彼は地球世界で大勢の協力者から助言を受けているに違いない。そのうえで、この途方もない難題の最適解を見つけていたのだ。そう思わせるには十分だった。

「お話を伺う前に、一つお伝えしておきたいのです」

　ファルマは薬谷に言ことづけておく。

「何か？」

「私は自身の生死に拘泥していません。既に死んだ人間ですので、私のことは勘案しないでください」

　ファルマが力なくそう伝えると、薬谷は驚いたように首を振った。

「薬谷さんの死は確定していません。あなたはこの部屋で薬谷完治の死と遭遇したのかもしれませんが、あれは暫定的な状態です。過労をしていませんし、当然の帰結として健康に暮らしています」

　確かに、薬谷完治の妹、薬谷ちゆが救われたことで薬谷完治が過労をする動機は消え、過労死するという結果は覆っているに違いない。

　目の前の薬谷完治は見るからに健康そうだし、かつての不健康極まりなかった姿とは体のつくりからして違う。そもそも過労をしていないうえに基礎疾患もなく、自然発生的な突然死が起こりにくい状況だ。

「何せ、こちら側にいた私は普段は定時に帰宅して、何らストレスなく暮らしています」

（定時ってなんだっけ……？）

　前世では二十四時間研究室に住み込むほどの悲惨な生活を続けていたファルマには、定時という概念もよく分からないが、一般職員と同じ勤務時間のことをいうのだろう。

　限られた時間で研究活動をこなし、世界的な業績を出している背景には、研究者としての能力の高さもあるのだろう。それで自身の健康管理まで完璧だとは恐れ入る、とファルマは自虐ぎみに話を聞く。

（それにしては、なんでこの時間に研究室にいたんだ？）

　異界の研究室は、午前三時三〇分過ぎのはずだ。

　ファルマの疑問に気付いたのか、薬谷は補足する。

「ああ、種明かしをすると、あなたがこの研究室を訪れる日は三日前から予測できますので、その日だけ寝ずの番をしているのですよ」

「そうだったのですか」

　ファルマは適当なタイミングで研究室を訪れていたが、薬谷完治はいつファルマが来るか分かっており、対策も立てていた。何もかも彼の得ている情報量のほうが多く、先手を打っているように見える。

「前回の接続時に霊を迎撃したのは、あなたですか？」

「ああ、悪霊が一体侵入してきましたので応戦しましたが、取り逃がしました。あの霊について、何かご存じで？」

　薬谷がメレネーの霊を悪霊と認識して攻撃したのだということは、ファルマにも推測できる。

「あの霊は悪霊ではなく、私が友人に頼んで偵察に放ったものでした。もし、それを悪霊とみて警戒させてしまったら申し訳ありません」

「そうでしたか。悪霊にしては不思議な挙動をすると感じましたが。あなたのご友人は悪霊ではない霊を操ることができるのですね」

「彼女は呪術師なので、そういった特別なことができます」

「へえ。呪術師とは、私が帝都にいた頃にはなかった概念ですね。では次から、類似のものを見ても攻撃しないことにしましょう。ご友人にもよろしく」

　薬谷には悪気もなかったであろうから、メレネーの霊を傷つけられたことを非難すべきではない。

「地球にいても即応的に神術が使えるとはさすがです。神術訓練は続けておられるのですね」

「特に訓練はしていません。鎹かすがいの歯車が存在する影響で、東京には時折悪霊が出るのです。そのたびに神術で駆逐しているので、慣れているだけです」

　東京に悪霊が出るとは、どんな魔界になってしまったのだろうとファルマは懸念する。家族や友人たち、地域の人々は無事なのだろうかと心がざわつく。

「東京に、悪霊が出るんですか……。私がそちらに行けたら、広域浄化できるのですが」

「安心してください。私や協力者が随時対応していますので、犠牲者は出ていませんよ」

「ファルマさんは疫滅聖域などを使えるのですか？」

「私には特別な加護がなく、そういった特殊能力は使えませんが、ごくごく一般的な神術で対応しています」

　ファルマからしてみると、地球側での対策は驚きの連続だ。

「協力者ということは、そちらにも神術使いがいるのですか？」

「いえ、神術使いは私のみで、協力者というのは地球人です」

「では、たった一人で神術を駆使して悪霊と戦っておられたのですか。それは大変でしたね……」

　薬谷も東京で悪霊相手に孤軍奮闘をしていたとみえ、苦労が偲しのばれる。

　ファルマはこちらの世界で大勢の神術使いらの助力を得ていたし、神殿が世界各地に展開し悪霊を駆逐してくれていたため、悪霊にかまけきりにならずに済んだのだが、薬谷がどの程度の頻度で悪霊退治をしていたのかは、想像を絶するものがある。

　ファルマが沈痛な面持ちでいるのに気付いたか、薬谷は意外そうに眼を丸くした。

「ああ、でも最近は悪霊の数がめっきり減ってきましたよ。あなたのおかげでしょう」

「こちらで出現する悪霊を減らしていますので、そちらにも影響しているのですね」

　ファルマがメレネーと協力して大陸全体の悪霊の数を減らしてきたのは、地球側にも反映されているということなのだろう。やったことは無駄にはならなかった。

「ところで、ファルマさんは神杖もないのに神術が使えるのですか？」

「薬谷さんだって、神杖がなくても神術が使えるのではないですか。それに、神術を行使するために使う神杖ならここにありますよ」

　薬谷は、ポケットからペンを抜いて見せた。

　それは何の変哲もない黒いペンに見えるが、キャップをとると青い晶石が埋め込んである。

「やはりそれが神杖だったのですね」

「日本においては神杖の携行は目立ちますので、小型化を行いました。杖の大きさは神術の威力に比例しませんので。この晶石には、あなたの世界から見ると反神力と呼ばれるものが蓄えられています。あなたが神力を使うと、この晶石に反神力として蓄えられます」

「分かりました。では神力量の消費を、地球側の事情を踏まえて調整する必要がありますか？」

「そうしていただけると助かります。詳細なデータは、先ほど全てBluetoothで送信しています。落ち着いた場所で資料を読んで状況を理解し、咀嚼そしゃくしてみてください」

　送信したデータを何者かに書き換えられるかもしれないが、書き換えが起これば判別がつくように改かい竄ざん検知プログラムも入れているとのことだ。

「分かりました、確認します。ありがとうございます」

「今後もし接触できる機会があれば、連絡をとっていきましょう」

　ファルマは薬谷の言葉を心強く思う。

「それは助かります。あなたは地球側で反神力を使っているのですか？」

「ええ。悪霊と対たい峙じする際に用いますが、反神力は神力に転換して使っています」

　薬谷完治は地球側で、ファルマがこちらの世界で使用した量と等量の反神力を大規模に消費する神術を使うことで、二つの世界の神力消費のバランスをとっているとのことだった。

「少しずつ私とあなたで神力を相殺して、この世界に存在する神力を打ち消してゆくことが望ましいです」

　双方の世界で神力を相殺しあい、神力量がいつかゼロになったら、二つの世界から神力はなくなるのだろうか。

　情報交換のため、ファルマもスマホに記録しておいたメモや写真、データを見繕ってBluetoothで薬谷に飛ばした。

　ファルマはスマホを操作しながら、気になっていたことを尋ねる。

「この世界において墓守と呼ばれている存在は、この世界の管理者、あるいは上位次元の存在なのでしょうか」

「上位存在であることは間違いありませんが、その正体を暴き出すことは難しいのです。それに、墓守の正体を探ることには意味がありません。私たちにできることは、鎹の歯車の破壊と墓守の制御、二つの世界の安全保障にとどまります」

「分かりました」

「そのほかに質問はありますか？」

　ファルマは、残り時間でどうしても伝えておくべきことを思い出す。

「質問というよりは……ファルマさん。あなたの作ったＳＯＭＡという治療ユニットに対して、私は重大な懸念があります。遺伝子変異をことごとく正常化させるＳＯＭＡを世界的に普及してゆくことは、遺伝的多様性を放棄し、人類進化を止めてしまうことにほかなりません。そればかりか、遺伝情報の修正はレジリエンスを乏しくさせ、特定の環境下においては人類絶滅の危機すらありえます」

「ええ、まったくあなたのおっしゃるとおりです」

　薬谷は、言わずと知れたことという反応だ。

「想定の範囲内だったのですね。何のために、敢あえてそんなことを」

「あなたはすっかりそちらの世界側の思考になってしまっていますが、地球における進化の目的は、環境への適合です。ファルマさんは、地球人が鎹の歯車の出現という環境の激変に対し、いかに適応しようとしたと考えますか？」

　鎹の歯車の出現を認識していたとして、異世界からの侵略に備え、先制攻撃や、異世界人に対する情報収集を行っていたのだろうか。

　そんな見通しを伝えると、薬谷は軽く失望したような顔をした。

「人類が導き出した異世界の出現に対する対抗策の一つは、生存圏の拡張です。異世界の住民と戦争をするとかしないとか、そういう問題は後回しです。地球外生命体が存在し、地球に狙いを定めて空間干渉まで行ってきた。しかも、異世界の住民たちは神術という未知の能力を手にしている」

　地球人の視点で見ると、そうなるだろう。

「地球上が異世界との決戦の場になるかもしれないが、それ以前に鎹の歯車という空間の綻ほころびから、地球が崩壊するかもしれない。それならば、できるだけ安全な場所に避難したい、そうは考えませんか？」

「確かに……」

「地球世界の、事態を知りえたごく一部の人々は、もはや地球は安全ではないと考えました。出アフリカならぬ、出地球が始まったのです」

　ネットから拾える世界情勢に表面上の変化はなかったが、それは大多数の人々の混乱を防ぐために情報を制限しているためだという。

「悠長なことを言っている場合ではなくなりました。現生人類は大きく、四つの方向に進もうとしています。人体を機械化しあらゆる環境に適応しようとする人々。遺伝子工学によって人体を強化する人々。記憶をデータとして仮想空間内に移植し、深宇宙へと脱出して永遠を生きようとする人々。そして、危機に耳をふさぐか、何も知らずに地球で滅びを受け入れる人々です」

　薬谷の話を統合すると、西暦二〇四八年において、鎹の歯車の出現は既に十年以上前から観測されていた。

　研究機関、政府機関、財界の人々の間にひそかに知れ渡ることによって、地球の破滅から逃れるための避難先が求められた。かくして地球からの脱出は大きな需要を持つに至る。

　巨大資本を背景とした、巨大民間宇宙会社による火星への移住計画は急ピッチで展開していた。

　しかし、人類が地球外惑星、とりわけ火星へ移住するには宇宙環境はあまりに過酷で、持続可能で安定的な生活環境を手に入れるまでには、多くの課題をクリアしなければならない。例えば火星の大気はほぼ真空に近く、弱い磁気圏を持つ。それらは宇宙から降り注ぐ高エネルギーの放射線や、太陽フレアの発する太陽風を防ぐのには不十分だ。

　人体が放射線に晒さらされると遺伝子の損傷を引き起こし、その損傷によって細胞死や急速な老化へと至らしめる。ホモ・サピエンスとしての人体は、地球の外に出るにはあまりに脆ぜい弱じゃくで、惑星外に居住するには適さない。

　遅々として進まない計画にしびれを切らし、人体に適する環境を求めて惑星を改造するより、人体を機械化させたほうが早いと気付いた人々は、老齢に達し死を待つのみの超富裕層、知識階層、専門職、何らかの身体障害や深刻な疾患を持つ人々から順に、全身サイボーグ化を実現させ始めた。機械化の流れは大々的に広報されることはなかったが、少しずつ、そのうねりは大きなものとなりつつあった。人類の機械化は、病、老、死を過去のものにしようとしている。

　こうして地球上には、体を機械化して火星に行けるだけの経済力がない者や、変化を受け入れない、あるいは危機を理解できない社会的弱者を中心とする人類のグループが残されてゆく。

　その流れの中で、出地球を目指す者たちの間では、機械化による身体強化や脳の改造による情報処理能力の向上を行わない場合、進学、就労、生涯賃金、婚姻においても大きな不利益を被こうむる見通しがたてられた。

　このままでは、有機体としての人類は緩やかに絶滅の道をたどる。

「だからこそ、私は最悪のカードを切り、ＳＯＭＡによって有機体としての人類をこの世界に残したかったのです。それは、薬学者として最後の仕事でもあるように思えました」

　薬谷は積年の懊おう悩のうを吐露するかのように告白した。

（そうか……。見えないところで、機械化人類と有機生命体としての人類の生存競争に入ろうとしていたのか。そして、ホモ・サピエンスが老化や疾患などの弱点を抱える限り、人類進化の方向性として有機体を選ぶアドバンテージが全くなくなる）

「……あなたの選択は理解できる気がします」

　ファルマは薬谷をいたわるように声をかける。

　彼はＳＯＭＡによって、人類に中長期の生存権を与えたのだ。その決断を下すまでに、どれだけの葛藤があっただろう。

　安易に彼の行動を非難してしまったファルマは、彼に正当な理由があったと理解し、気がとがめた。

「ありがとうございます。ちなみに、ＳＯＭＡにはいつでも遺伝子修復ユニットを切り離せるようにセーフガードが組み込まれています。あくまで緊急的措置なのです」

「そうだったのですね……」

　つまり、ＳＯＭＡが遺伝子に組み込まれてしまっていても、必要があればもとに戻せる。そこまで周到な準備を施して、ＳＯＭＡは設計されていた。

「そろそろ時間です。また会えるかどうかは分かりませんが」

　薬谷完治は腕時計を見て、時間切れと面会の終わりを悟る。

　まだ話し足りない、情報交換がしたい。

　何より、彼が見てきたものや道のり、彼のこれまでの歩みを知りたい。

　そんな思いは、時間切れによって無残にも打ち砕かれる。

「最後にお尋ねしたいことがあります。あなたは鎹の歯車が消えた後、どちらの世界で生きることを選びますか？」

　薬谷からの質問に、ファルマは返答を躊ちゅう躇ちょする。

　もし、二つの世界のいずれかを選べるとしたら、彼はサン・フルーヴに帰りたいのではないか。

「私の答えは、あなたの選択に影響しますか」

「ええ。私の答えは決まっていますが、あなたの希望を先に伺います」

　薬谷完治は、ファルマに重大な判断を委ねようとしている。

　ファルマは少し悩んで、答えを伝えた。

　二人の意向は、同じ方向を向いていた。

「では、お互いに希望どおりの選択ができそうですね」

　どこかほっとしたような薬谷完治の声が突然途切れると、ファルマは異界の研究室から弾はじき出されて聖泉に浮かんでいた。
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　ファルマは聖泉から上がると、一人空中から帝都へ戻る。

　その道すがら、薬やく谷たに完かん治じの言葉を思い出してスマホにBluetooth経由で送付されてきたデータをあらためる。

　Read Meのドキュメントを見る前に、目に飛び込んできた画像や動画に見入ってしまった。

　ちゆが成長してゆく姿、そして成長してゆく自分自身の姿が、膨大なデータの中におさめられていた。それらはＳＮＳにはなかった情報だった。

　桜の散る六歳の入学式、ランドセルを背負ってちょっとはにかんだ顔。

　ピアノの発表会の動画では、ガチガチに緊張しながら薬谷と連弾をしていた。

　七歳の運動会では、溢あふれんばかりの笑顔でダンスを踊っている。

　練習したんだろうなあ、兄としてはそんな微ほほ笑えましい感想が生じる。

　八歳での北海道旅行では、ラベンダー畑の中で母とともに笑顔が弾はじけている。

　九歳のときの元旦の富士登山、達成感に包まれたいい顔をしていた。

　母は少しすっきりと痩せたように思う。父はひとまわり大きくなったようだ。

　初めての乗馬体験は、顔がこわばって半泣きになっていた。

　たくさんの友達に囲まれた誕生日会は、彼女の人望をうかがわせる。

　兄妹きょうだいでふざけあう何気ない日常の一幕も、くだらない冗談も、かけがえのない思い出と変わる。

「これ全部、一緒に見たかったやつだな……」

　彼女の人生を補完するように、彼女を看み取とったあの日の、夢にまで見た続きを見ている。

　ファルマのいない人生を、彼女はそうとは気付かずに歩んできた。

　しかしファルマも、彼の家族やその係累と大切な時間を積み重ねてきた。

　彼は、両親や兄とうまくいっていなかったそうだ。

　悪霊の跋ばっ扈こする環境で命を脅かされ、厳格な家庭であったために、ただ貴族の責任や神術の訓練、膨大な薬学の知識を押し付けられるばかりで、褒めてもらった記憶などなく、一個人としての自由も制限され、死の直前には潰つぶれてしまいそうだったという。

　日々にかまけて、出来損ないの烙らく印いんを押されないことに必死で、ロッテやブランシュともあまり関わりを持っていなかった。

　そんな彼が、日本の平凡な家庭の小学生の精神と入れ替わり、優しい家族に囲まれ、自由と個人を尊重され、温かく伸びやかに育てられたことで、心の傷を癒いややされ、自分自身や他者を、そして現在の環境を大切に思う気持ちが芽生えてきたとのこと。

　無能だと卑下していた自分自身も、地球人の中で適切かつ体系的な教育を受けると才能が開花し、自信を持つことができたそうだ。

　ファルマはロッテやエレン、ブランシュらと出会えたことで、多くの困難とそれ以上の人生の転機を迎えたと思う。

　だからこの交換留学は、結果的にお互いの損になっていない。

　彼との人生の交換と異世界への逗とう留りゅうは、お互いに有意義で必然で、必要な経験だったのだろう。あのときにああすればよかったのだろうかという思いも、後悔も、罪悪感も、これでよかったのだと自分を許して、少しずつ昇華していこう。

　彼が受け入れているなら、もうこれ以上自分を罰そうとしなくていい。

　ファルマは、そんなことを思った。
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